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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　記き憶おくと記録が違ちがうものであるように、思い出と歴史もまた異なるものでございます。

　それは常に風化に抗あらがい、泥どろの壁かべを塗ぬり固めていくごとに、元の骨格を取り込みつつ美化という名の変質で細部が埋うもれていく。少しずつ、少しずつ。たとえ同じ過去を共有する者同士が確認し合っても無む駄だな事。むしろ集団心理に流される傾けい向こうの高い人間の精神はより早く思い出の正確性を手放してしまう。コンビニ強ごう盗とうがニット帽を被かぶっていただけで印象を引きずられて、真正面から刃物を突つき付けられたにも拘かかわらず顔は覚えていないなどと妥だ協きようしてしまうように。そして人間という生き物は自分にとって都合の良い違い和わ感かんには鈍どん感かんになるようできているものでございます。わたくしの掌てのひらの上で転がる無様な信しん奉ぽう者しや達を眺ながめてきたあにうえならば、ようく分かっていますよね？

　例えばあにうえが昔を思い出しているとして、その時代その過去へ本当にダイブしている訳ではございません。つまり、思い出している最中にも現実の時間は針を進めている。前へ、ひたすら前へ。

　今回はそういうお話。

　ではあにうえ、失われた時間を懐なつかしみましょう。そしてリストの項こう目もくを一つ一つチェックしていくように開かい陳ちんしていきながら、同時に前へと進みましょう。

　後ろ向きではつまらない。

　耽たん溺できと共に停てい滞たいするなどわたくしのあにうえではございません。

　あの時、あの場所で、一体何が起きたのか。

　その情報を反はん芻すうする事で、今ここにいるあにうえにどのような変化をもたらすのか。

　それはもう、書物としても電子データとしても現存していない、破は壊かいされ尽つくした物語。そうしてなお、今ある世界とやらの根幹に関わる事象。




　さあ。

　それでは語り合いましょう、今は亡き秘ひ匿とく大戦の時代を。
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　君に与えられた『使命』は一つだけ。

　世界をより良くする事。これだけだ。




　地下五〇〇メートルとは思えない広大な空間。学校の体育館に匹ひつ敵てきする床ゆか面めん積せきに、高い高い天井。床は白と赤のパネルがチェス盤ばんというか市松模様というか、とにかく規則正しく並べられた、目がくらくらしそうなもの。無数のハロゲンライトに照らされて真昼のように眩まばゆい円形空間には、一五人の子供達が集められていた。

　下は七歳程度、上は一八歳程度。

　全員が薄うすい緑色の手術衣を纏まとっており、大人達からは『検体』と呼ばれている。

　長い黒くろ髪かみをシュシュでまとめてポニーテールにしたタイトスーツに白衣の美女が慣れた手つきでカードを切っていた。トランプではない。一五人がそれぞれ思い思いのカードを手に取っていくと、それで彼らの配うん役めいが決まった。




『案内人のウサギ』城しろ山やま恭きよう介すけ。

『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

『ハートの女王』城山京きよう美み。

『チェシャ猫ねこ』ビヨンデッタ＝シロヤマ。

　・

　・

　・




　一〇歳くらいの少年は、自分の手の中にあるカードに目をやっていた。短い黒髪にいっそ機械的と呼べるほど無感動な瞳ひとみが、なぞるような視線で絵え柄がらの配色から曲線から事細かに分ぶん析せきしていく。

　城山恭介。

　そんな彼に、横から無む邪じや気きに話しかけてくる別の少女がいた。

「ねえねえ」

　流れるような金きん髪ぱつに白い肌はだ。こちらはもう少し年上だろう。下着もないミニスカートのワンピースみたいな手術衣だと、サイドの結び目の辺りからちらちらと覗のぞく眩い肌色は目の毒のようにも見える。

「あなたの絵柄はなんていうんです？　私はチェシャ猫！　でもそもそも不思議の国のアリスってどんなお話なのか、タイトルは知っていても中身を読んだ事はないんですよね」

　……かもしれない。常人ならば。

　だがズボン付きの手術衣を着た恭きよう介すけの目線はカードの絵え柄がらの観察と何も変わっていなかった。瞳ひとみは何も映さないのではない。あまりにも規則的に拡縮するのがかえって異質なのだ。

　そして恭介はそのままの印象で言葉を返した。

「僕ぼくは案内人のウサギです。それが何か？」

「ちえ、つまんないの」

　反応が面白くなかったのか、チェシャ猫ねこのカードをひらひら振ふる少女は素直に唇くちびるを尖とがらせた。

「あーあ、話しかける相手を間ま違ちがえてしまったかもしれないなあ」

　修正した。

　彼は言う。

「アリスは絵本にしては長過ぎる、シンデレラくらい簡単だと分かりやすいんだけどね」

「うん、さっきよりはマシかもです」

　ぐるりと辺りを見回す少女……ビヨンデッタの視線に合わせ、恭介も体育館より広い円形空間を観察した。世界中から集められた一五人、選よりすぐりのモンスターチャイルド達。だが同じ境きよう遇ぐうでも全員で仲間意識が芽生えるものでもないらしい。すでに三々五々、いくつかの小さな塊かたまりを作って話を始めている。中には完全に一人きりでぶらつく者もいた。

　心理学用語でエロスとタナトスという。

　人間という生き物は黙だまっていてもある程度は結束するが、人数が増え過ぎると自ら班を分けて行動したがる性質がある。この繫つながる力をエロス、離はなれる力をタナトスと呼ぶ。つまり、これがある限り人類は一つにはなれない。人は、自分達の推おし量れる『世界』しかまとめられないし、まとめようとしないからだ。『無理』に一ヵ所へ集合したとしても、自然と『無理』のない大きさに再び分かれてしまう。

　そして地下五〇〇メートルに広がる『箱庭』の目的は、まさにそのハードルに立ち向かう事にあった。

　一五兄姉弟妹きようだい計画。『ガバメント』所属だったか。

　パンパン！　と手を叩たたく音があった。先ほどの黒くろ髪かみをシュシュでまとめてポニーテールにした、タイトスーツに白衣の美女だ。首回りにはホイッスルが、胸むな元もとには『信楽しがら真ま沙さ美み』と書かれたＩＤカードが取り付けてある。

　異名は『教授御ご前ぜん』。

『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』、ブラッドサイン式にも精通した『開発者』だ。

「はいはーい！　『配役』はご理解していただけましたね。それでは今日から皆みなさんはその役割で生活していただきます。目指せ一つの家族、目指せ一つの惑わく星せい！　世界中から蒐しゆう集しゆうされた皆さんが一つの枠わく組ぐみとして完成する事は、そのまま拡大させれば地球全人類が同じ枠組みで暮らすシステムの到とう来らいを意味します！　あらゆる争いと災いの種は、あなた達が実験して私達が取り除く。手を取り合いましょう、より良い未来のために!!」

　大おお仰ぎような演説に、隣となりのビヨンデッタが小さく舌を出していた。

　しかし表立って反はん抗こうする気はないようで、こそこそと恭きよう介すけの耳へ囁ささやくのが精一杯のようだ。

「べーっだ、世界中から子供を買ったり盗ぬすんだりする輩やからが人類救済とは笑えます。世界平和を実現したいなら自分達が真っ先にくたばれば良いものを」

　そんな風に言っている割に、すでに彼女は恭介に肩かたを寄せて大人達を敵視し始めている。先ほどまで、つまんない、話す相手を間ま違ちがえたかも、なんて言っていたのに。

『計画』が一五人を一つの家族としてまとめ上げる事を第一段階に想定しているのなら、すでに術中にはまり始めているとも評価できるのだが……？

　そうこうしている間にも、信楽しがら真ま沙さ美みの演説は続く。

「不測の事態が発生しない限り、私達は皆みなさんの生活には干かん渉しようしません。好きなように生き、好きなように結果を出してください。成功にしても失敗にしても、その全すべてが地球人類の糧かてとなります！」

　真に受けたらしい。

　一五人の中の一いつ匹ぴき狼おおかみがふらりとした動きで円形空間から立ち去ってしまうと、何となく校長先生のお話みたいに聞き続けなければならないと思っていた『暗あん黙もくの了りよう解かい』が崩くずれた。やはりいくつかの班に自然と分かれる格好で、小さな人の塊かたまりが散ちり散ぢりに去っていく。

　ズボン付きの手術衣を着た恭介の背中に、いつまでも信楽真沙美の声が張り付いてきた。

「それでは皆さん、良い生活を!!」

　うっさいです、とビヨンデッタが口の中で呟つぶやいていた。

　恭介は首を傾かしげて、そして言った。

「何でビヨンデッタはこっちに？」

「姉さんです、私が年上！　デッタ姉さんとでもお呼びなさい」

　ふふんと胸むねを張る金きん髪ぱつの少女だが、やはり最も色いろ濃こく『影えい響きよう』が出始めているらしい。表面上の言葉と裏腹に大人達に丸め込まれるのが早い。

「私はお姉ちゃんなので、ええと、その、何でしたっけあなた？」

「城しろ山やま恭介」

「恭介ちゃん！　とにかくあなたをお世話しなくてはならないんです。お姉ちゃんだから！」

　刑務所にしても軍事基地にしても、一定空間の出入りを制限し、同じ価値観を持つ集団の中に投じられた人間は容易たやすく精神の方向性を調整、統一される。カルト宗教の総本山は大たい抵てい神しん秘ぴのヴェールに包まれ、外の人間との接せつ触しよくを拒こばむのも同じ理由だ。一番簡単な洗脳には大おお仰ぎような薬品や振ふり子の催さい眠みん術じゆつなどいらない。

　ちなみにこれと良く似た閉じたシステムは身近に、それこそどこにでもある。

『家庭』と『学校』だ。

「恭きよう介すけちゃんはもう『箱庭』の部屋を全部見て回ったりしました？」

　そんな質問に、恭介は首を横に振ふった。

「見て回って『は』いない」

「ふふんっ、ふふーん!!　なら私が教えてあげましょう、迷子にならないように！」

　ピッ、とビヨンデッタは細い指を立てて、

「この『箱庭』は地下五〇〇メートルにある広大な施し設せつです。セクションは大きく分けて三つ。さっきの中心にある模も擬ぎ戦場から蜘蛛くもの巣のように通路が広がっていて、内円には私達一五人の生活スペースと私室が、外円には大人達の研究室や警備室なんかが軒のきを連つらねている訳です」

　通路、とは言うが恭介達がぶらぶら歩いているのは大型トレーラーがそのまま通り過ぎられるくらい広く、天井も高い。ビヨンデッタは元気いっぱいに走り回って案内してくれるが、丈の短い手術衣なので色々と危うい。主にサイドの結び目辺りが。

　天井については、『大人達』はわざわざ大天井と呼んでいた。まず一いち律りつに高い天井があり、その下に個々バラバラの高さの建物が収まっている、といった感じだ。部屋の小天井と全体の大天井。言ってしまえば、膨ぼう大だいな地下空間に街並みを投じ、蜘蛛の巣状の通りを作っているのにも近い。

　そして通路の長さについては終わりも見えなかった。合衆国の地下退たい避ひ指令所はあまりの広大さから電動カートなどを使って移動するらしいが、こちらはさらに大規模だろう。通路の真ん中には明らかに車両を意識した分ぶん離り線せんがあり、端はしには車両と人物とを区切るラインが引いてあるのが分かる。

「生活スペースは見ました？　絶対驚おどろきますよっ！　プールとかテニスコートとかボウリング場とか丸々入っていましたし、あと、あれです、あの！　ダーツにビリヤード！　オトナのスポーツもいっぱいあるんですから！」

　だからそれは大人達が用意したものであって自分達が胸むねを張る事ではないはずなのだが……恭介は伏ふせておいた。敷しき居いが溶とけ始めているビヨンデッタを見ていると、その内大人達の悪口を言っただけで機き嫌げんが悪くなる、なんてミラクルな展開さえ視野に入れなければならなくなるかもしれない。

「具体的に何をするかについては知っている？」

「うっ……！　知っていますよお姉ちゃんですもの!!　え、えと、何でしたっけ。確か、面識や共通項こうのない一五人を共同生活下に置いて、不規則に『試練』とか『災難』とかを与えて、私達がそれを乗り切るために努力して……」

　協力や交こう渉しよう、または身内の対立を経へて敷居を溶かしていく。一いつ致ち団だん結けつしていくごとに結束を高め、いつしか赤の他人だった一五人が本物の家族となっていく。その『最短最速ルート』の割り出しこそが、大人達の目的だ。それを拡大解かい釈しやくし、地球全人類へとばら撒まき、六〇億なり七〇億なりを一つの集団にまとめ上げる方程式を見つけ出すために。

　地球を一つの屋根に入れよう。

　それであらゆる戦争の火種を消してしまおう。

「難しい事はさておいて、みんなで仲良くなれば良いのです。あんな大人達の都合なんかに振ふり回される事はありません。いっそやっつけてやれば良いんですっ！」

　反はん抗こうしているようで、実は忠実に従っている事には気づいていないビヨンデッタ。

『子供達』に降りかかる『試練』や『災難』は、何段階かに分かれて提示されるはずだ。順じゆん繰ぐりに難なん易い度どを上げてくるとは限らない。上げて落とす、いきなりの絶ぜつ壁ぺき、あらゆるパターンでこちらの予想を外はずしに来るだろう。

　と、そこでビヨンデッタがニヤリと笑った。

「……実は私、大人達を出し抜ぬいてやったんです」

「？」

「とっておきの隠かくし球、『試練』の中でも一番ド派手で大きな目玉商品ってヤツの話をこっそり聞いてしまったんですよね。知りたい？　ねえ知りたいですかこれ!?」

　あらかじめ用意されているという事は、別に黙だまっていても向こうからやってくるはずなのだが、恭きよう介すけは黙っておいた。

「何なのそれ？」

　それはですね、とビヨンデッタはとっておきの話をするように、恭介の耳元へ口を寄せた。

　甘あまい吐と息いきと共に彼女はこう言ったのだ。




「大人達は『白き女王』を私達にぶつけるつもりなんですって」




　沈ちん黙もくがあった。

　秘ひ密みつを明かしたビヨンデッタ自身、おそらく言葉の重大さには気づいていないはずだ。

　分かっていたら、もっと震ふるえ上がっていても良かったはずだった。

「……、」

「何の事かは分かんないんですけどね。私はチェシャ猫ねこ、あなたは案内人のウサギ。うーん、やっぱり映画だけでも観ておけば良かったかな。白い女王サマなんて出てきたっけ？」

　そうこうしている内に内円、一五人の生活スペースまでやってきてしまった。

　奇くしくもそちらは恭介の部屋がある方向だった。

「寄っていく？」

「いえいえいえ！　いえっ!!」

　何故なぜだか丈の短い手術衣を手で押さえ、ビヨンデッタは高速で首を横に振った。

「なんてったって私達はオトコの子とオンナの子ですから！　でもあれ、姉弟なら問題ないのかな。いえいえ！　いえ？　いいえやっぱダメ！　今日はダメなのです!!　ではー!!」

　あっちこっちに思考が連結した挙げ句、結果ノーとジャッジが下ったらしい。ビッと片手を挙げて別れの挨あい拶さつを済ませ、ビヨンデッタは若じやつ干かん頰ほおを赤らめながらギクシャクと去っていく。

　恭きよう介すけはドアの前に立ったまま無む邪じや気きな彼女を見送り、そしてゆっくりと息を吐はいた。

　与えられた部屋には入らず、ドアに背中を預ける。

　遠い遠い大天井を見上げる。

「……『白き女王』」

　自分の口から声に出してみて、世界の重さが一段ぐっと増した気がした。

　見えざる何かの手が肩かたに置かれ、そのままのしかかってくるような。

『白き女王』。

　もう一度、頭の中で文字の羅ら列れつを思い浮うかべた時だった。

「あら」

　別の誰だれかが通りかかった。

　先ほど中央の『模も擬ぎ戦場』で話をしていた、タイトスーツに白衣を纏まとう、長い黒くろ髪かみをシュシュで束ねてポニーテールにした大人の女性だった。信楽しがら真ま沙さ美み、『教授御ご前ぜん』。ツーシータのオープンカーのような乗り物に乗っているが、ハンドルを握にぎってすらいない。自動運転機能を備えた電動カートなのだろう。

「……『一人の時間』も必要なのかしら。まあ当面は干かん渉しようするつもりはありませんけど、他の皆みなさんとは上手うまくやっていけそうですか？」

「それを求められてここにいますから」

　予定通りのやり取り。

　だがそこで信楽真沙美は首をこきりと鳴らして、先ほどとは打って変わったシニカルな笑みを浮かべていた。

　円形空間で演説ぶっていた時とは明らかに違ちがう顔。

　まるで遊園地の係員が、仕事とプライベートでガラリと笑顔の質を変えるような。

「でも、それじゃつまらない。……このシステムは正しいだけで人間味がありません」

「？」

「恭介君、一つインプットしましょう？　そうね、それじゃとりあえず『朝、人と会ったら元気良く挨あい拶さつをしましょう』辺りから」

　命令の意図を摑つかみかねた。

　怪け訝げんな顔をする恭介に、ポニーテールの美女はくすくすと笑いながら、

「くだらないと思うかしら？　でもね恭介君、今ある世界にくだらないものなんて何もないんですよ」

　そんな事を言う。

「だって、今日ここに至るまで数えきれないほどの国や文明が滅ほろんで、それでも残り続けたものだけで組み上がっているのが『今この瞬しゆん間かん』なんですもの。だからきっと、今あるものは、今あるだけで特別すごい意味がある。残るだけの価値がある。恭きよう介すけ君、その事をきちんと理解なさい。これは一五兄姉弟妹きようだい計画の成せい否ひとは関係ないかもしれない『遊び』、でも確実にもっと大きな枠わく組ぐみであなたにとってプラスに働く『余よ裕ゆう』となる。そうなれば」

「そうなれば？」

「あなた達は、『白き女王』とかち合っても正気でいられるはず」

　再びの沈ちん黙もくがあった。

　ツーシータのオープンカーに似た電動カートの上で、信楽しがら真ま沙さ美みはひらひらと手を振ふり、

「何気ない日々の持つ力、平へい穏おんの持つ意味を忘れない事です。どんなに過か酷こくな環かん境きようにあってもね。ではではー」

　言うだけ言うと、電動カートは滑すべるような動きで去っていく。

　恭介はすぐ傍そばの私室の扉とびらは開けなかった。

　そのまま彼も彼でもう一度広い通路へ身を躍おどらせた。歩いて、歩いて、歩いて、歩いて、外円、開発者達が暮らし、それ以上に仕事へ没ぼつ頭とうするためのスペースまで徒歩で到とう達たつする。

　端はしの端、一番外側の壁かべ。

　その向こうはもう人工物ではなく、分厚い天然の岩がん盤ばんしかないはずの場所。

　誰だれにも見られていない事を確認して。




　ガパリと。

　城しろ山やま恭介は、何もないはずの壁をドアのように滑なめらかに開け放っていた。
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　君に与えられた『使命』は一つだけ。

　世界をより良くする事。これだけだ。




　壁かべ一面を埋うめ尽つくす無数のモニタに、それらを操作するための大おお仰ぎようなコンソール。専門機材を操るオペレーター達の他に、革かわ張ばりの椅い子すでくつろぐ小さな小さな集団があった。

　真の実力者。

『ガバメント』、『イリーガル』、『フリーダム』……それぞれの頂点に立つ召しよう喚かん師し達。

　むしろ、この三名が一つのテーブルについている事自体が奇き跡せきと呼べるだろう。誰だれも彼もがそのギリギリのバランスが壊こわれてしまうのを恐おそれ、お茶の一杯さえ運べないほどの緊きん張ちように襲おそわれている。

　唯ゆい一いつ無ぶ遠えん慮りよに切り込めるのは、扉とびらを開け放って入ってきた来訪者。

　ズボン付きの手術衣を着た城しろ山やま恭きよう介すけだけだった。

「時間通りじゃな、首しゆ尾びも上々。……あまりに順調過ぎて見ている方が退たい屈くつさを感じるほどじゃった。相変わらず可愛かわいげのないガキんちょじゃのう」

　場が動く。

　声が響ひびく。

　老練な重さを感じさせる声の主は、しかし空気に反して恭介とそう歳としが変わらないように見える。肩かたの所で艶つややかな黒くろ髪かみを切り揃そろえた、ゴスロリドレスのように改造したフリルだらけの着物を纏まとう少女。優ゆう雅がに椅子へ腰こし掛かけながらも肩で支えているのは、最低限の折り畳たたみや分解構造さえ持たない、一本の霊れい木ぼくから削けずり出した最も原始的でスタンダードなブラッドサインであった。

『ガバメント』アワード２７９９、『ヒューマニズム』。

　基本中の基本から始め、三大勢力を渡わたり歩き、ついには四桁けたに到とう達たつした１０００超えサウザンドイーターの一人。『人の持つ強さ』の体現者。だが人間と神格で所属の入れ替かえをする事なくこちらの世界に留とどまり続けるモノ。人の世界から憂うれいが消え後ろ髪を引かれなくなったら心置きなく旅に出る、と言っているが、その日が来ない事を当人が理解している節ふしもある。

「正義の味方はこれだ、テメェから無理矢理協力させておいて、お涙なみだ頂ちよう戴だいのトコだけつまみ食いできると本気で信じてやがる」

　そこへ躊ちゆう躇ちよなく吐はき捨てるように言ったのは、オールバックにした金きん髪ぱつに無ぶ精しようヒゲの男。そして古いマフィア映画の中からそのまま飛び出してきたような、高級スーツだが決して証券マンには見えない危険人物であった。

『イリーガル』アワード０、『百害の王オープンブラフ』。

　最低限の契けい約やくすら結ばず、生しよう涯がいたった一度も被召物マテリアルを呼び出した事がない人物。故ゆえに召しよう喚かん師しと呼ぶにも依より代しろと呼ぶにも不ふ適てき格かくなのだが、それでも彼は『イリーガル』の頂点として、召喚儀ぎ礼れいの業界全体に強い影えい響きようをもたらす。一いつ般ぱん人じんと同じアワード０という事は視界から外はずれた途と端たんに敵味方問わず関係者全員を忘れてしまうはずなのだが、裏切りや闇やみ討うちに遭あう事もない。理由は単純で、『ギャングは力で支配するのではなく、力があると錯さつ覚かくさせる事で支配するから』だそうだ。敵がその恐きよう怖ふに脅おびえ、味方がその恐怖に惚ほれる環かん境きようさえ整えておけば、後の事は奇き麗れいサッパリ忘れてしまっても周囲の歯車が勝手に美味おいしい結果を持ってくる。まさに正しい労働を完全否ひ定ていする、『イリーガル』の理想の体現と言っても良い。

「……、ふにゃ……あふぁ、むにゃむにゃ……」

　そしてこの場において、周囲の空気など関係なく吞のん気きに船を漕こいでいる美女が一人。大きなスリットの入った道どう服ふくに額ひたいの符ふと、どこか中国のキョンシーを彷ほう彿ふつとさせる格好だ。

『フリーダム』アワード５００、『完全平へい衡こう』。

　あらゆる争い事に興味がなく、ただただその自由な眠ねむりを阻そ害がいする者を屠ほふっていった結果、気がつけば頂点の一角に祭り上げられた存在。触さわらぬ神にたたりなしを地で行く召喚師にして、その性質をも利用して敵対者に彼女をぶつけ一旗揚あげようと考える者『ごと』関わった全すべてを破は滅めつさせる究極の道楽者。アワードについても中道、可もなく不可もなくの陰いん陽よう混こん淆こうにこそ意味を見み出いだしている……などと噂うわさされるが、もちろん誰だれも直接尋たずねた事はない。不用意な質問でわずかでも眠りを妨さまたげた愚ぐ者しやがどうなるかは、言うに及およばずであるからだ。

　三人は依代を傍そばから外していた。

　武装解かい除じよしノーサイドで一つのテーブルに集まる、というサインでもあるのだろう。

　恭きよう介すけは席には座らず、立ったまま質問した。

「……本当に『箱庭ここ』でやる必要があるんですか？」

「そいつは順番が逆だぜ。ここでやるために準備を進めてきた。地下施し設せつも、集められた人員も、何もかもはそのためのお膳ぜん立だてだった」

「でも彼らのほとんどは『白き女王』が何なのかさえ分かっていません」

「残念ながら、今から中断しても世界のどこかで『白き女王』は呼び出される。わらわ達の管理外で無む尽じん蔵ぞうの被ひ害がいをもたらす……これまで通りにのう。ならば管理下で呼び出し、被害をコントロールし、そして二度と顔を出せぬよう徹てつ底てい的てきに粉ふん砕さいする。そちらの方が賢けん明めいな判断というヤツじゃろう」

「あの『白き女王』の完全撃げき破は。……正味、どれほどの勝算が？」

「……ふにゃあ……」

　まともに取り合っているのか、いないのか。

　恭介の声は、無限に続く大穴に吸い込まれていくようだった。一応声は返ってくるが、そこに意味があるのか、単なる山やま彦びこなのか。判断がつかないほどに、暗く、深い。

　小さな少年は壁かべ一面のモニタの群れへ目をやった。

　多くの開発者に、多くの警備員に、多くの被ひ験けん者しや……。その中には、ビヨンデッタや信楽しがら真ま沙さ美みも混ざっている。様々な階級の、様々な階層の人達。だけど彼女達は気づいていない、自分達がまとめてもう一段上のステージから一ひと括くくりで観察されている事など。

「ひでえもんだ、これが正義の味方のやる事か」

「叩たたく相手がいないと自己の維い持じもままならん悪の星とやらもなかなかじゃと思うがのう」

　恭きよう介すけの目線を追って、頂点達が囁ささやいた。

　単純に上から目線で愚ぐ弄ろうしていれば、まだしも低てい俗ぞくなりに理解できただろう。だが心の底から憐あわれんでいるからこそ、恭介をもってしても理解が遅おくれる。

『箱庭』は大きなスタジオセットに過ぎず、一五兄姉弟妹きようだい計画は台本に過ぎなかった。

『白き女王』。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　数千通りでも数万通りでもある召しよう喚かん儀ぎ礼れいの錬れん成せい、被召物マテリアルから被召物マテリアルへと切り替かえていく道筋の中で、規定級、神格級、未み踏とう級……さらにその頂点に君臨すると言われる、理論の上で描えがかれた最強の中の最強。

　実生活の体感として虚きよ数すうを目で見る事はなくとも、それがなくては世界の理ことわりを説明できないような、そんな不可思議な存在。

　言ってみれば、かの女王はトルネードに近い。

　その存在を目にし、破は壊かい力りよくに戦おののく事はできても、どうやって発生しているのか厳げん密みつに証明する段階には至っていない。まして人工的に呼び出す方法などもってのほか。

　現実に『それ』を呼び出せる者は少ない。

　三大勢力のトップ達でさえ、好んで使うのは『大三角』と呼ばれる原色系の未踏級であり、純白にまではなかなか手を伸のばそうとしない。泰たい然ぜんとしている彼らは道を究きわめた者とされているが、本当に純白まで届くのか否いなか、口には出さずとも疑問を抱いだく者さえ珍めずらしくないほどだ。

　偶ぐう然ぜんの産物であれば、各地で散見的に『白き女王』が出てきた事はある。

　その圧あつ倒とう的てきな強さだけを世に広めて。

　だが計算して実戦の中で確実に呼び出すとなると難なん易い度どは全まつたく変わってくる。

　恭介もまた、偶発組の一人だった。

　たまたまだったのだ。

　彼にしても、人工霊れい場じよう一〇分の制約の終了間ま際ぎわ、引き分けに終わる寸前、ほんの〇・〇二秒ほど顕けん現げんさせたに過ぎなかった。

　……一方で、自称という冠のつく『白き女王』の支配者達であれば腐くさるほどいるが、その末路は惨さん澹たんたるものだった。ブラッドサイン式では届かない事を知って無理矢理に公式を歪ゆがめた結果、彼らが束つかの間ま目もく撃げきしたのはかの存在の指先や髪かみの毛一本。しかしそれだけで女王の溜ため込んだエネルギーやいっそ洗脳じみたカリスマ性は、世界各地に甚じん大だい極きわまる被ひ害がいをもたらしてきた。

　引いてはいけない極大のジョーカー。

　毒にしても薬にしても効果の強過ぎる存在。それが、恭きよう介すけの抱いだく率直な感想だった。

　そして。

　最大最悪の邪じや悪あく、その当人もしくは力の欠片やカリスマ性など片鱗にわずかでも触れた者達を徹底的に割り出して、自然と自分から檻おりに入ってもらうよう調整をかけるための大穴。

　見えないところでやられるから、被害が極大に広がる。

　ならば危険人物をあらかじめ世界中から一ヵ所にかき集めて閉じ込めてしまえば、『白き女王』がどこに呼び出されるかは明白。さらに地下深くに築いた巨きよ大だいな檻の中で完全殺害する事に成功すれば、もう誰だれもその脅きよう威いにさらされずに済む。

　世界は平和になる。

「人類最後の戦いにしよう」

『ガバメント』の頂点、正義の体現者はそう口にした。

　潔けつ癖ぺき過ぎて誰も彼もの息を止めかねない、そんな漂ひよう白はく剤ざいみたいに真っ白な言葉だった。

「……だから期待しておるぞ。お主が我らに提示した解決案の一つ、『縫ほう界かい召しよう喚かん』とやらに」

　ぴくりと恭介の肩かたが動く。

　状じよう況きようを作ってしまった彼に、続けて悪の華はなが突つき付けた。

「テメェが転がした小さな雪玉は、俺おれ達の手で大きく膨ふくらませてやった。坂の下の家を余よ裕ゆうで押おし潰つぶすくらいにな。だから後は自分の手でタスクを閉じろ。偶ぐう発はつでもねじ曲がった見当違ちがいの理り屈くつでもとにかく何でも良い、『箱庭』のヤツらは自分達の計画のために胸むなくそ悪い女王を呼び出す。それをテメェが現世に縫ぬい止める。向こうへ逃にげ出せないように。そうしたら……」

　すう、と空気が変わる。

　今の今まで船を漕こいでいた道どう服ふくに額ひたいの符ふの美女が、いつの間にか動きを止めている。

　束つかの間まの覚かく醒せい。濃のう密みつな死の匂におい。

　そして道楽者の頂点はこう言った。




「私達が完かん膚ぷなきまで殺してアゲル。もう二度と、敗者復活のチャンスを毛の先ほども残さないレベルでね？」
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　ありえない現実が広がっていた。

「髪かみの毛をピンクにしてみました」

「……、」

　ついこの間まで流れるような金きん髪ぱつだったはずのビヨンデッタが、いきなりファンタジーの領域に片足を突つっ込んでいる。現実を超ちよう越えつしたのは髪の毛だけではないようで、頭からは牛のような角つの、お尻しりから矢印状の尻尾しつぽが飛び出していた。ケミカル色の高い手術衣と組み合わせると違い和わ感かんがとんでもない事になっている。

『箱庭』の内円、一五人の子供達の生活スペースにいくつもある談話スペースの一つ。学校の教室二つ分以上はありそうなその場所で、恭きよう介すけは眉まゆをひそめていた。

「全体的にどうしたの」

「イエス、下した拵ごしらえですっ」

　お姉さんぶりたいけどあどけなさが前に出過ぎている笑みでビヨンデッタは答える。

「『ハートの女王』……京きよう美みのヤツが意外な得意技を持っていたんです。何でも自分の手でお洋服を作れるんですって！　今、あっちこっちでリクエストを聞いて回っています。近い内にこんなちょうちょ結びだらけのヒラヒラともおさらばですわー」

「？　服ならウォークインクローゼットに山ほどあっただろうに」

「……あの、『あそこ』から選べと？」

　何しろ地下空間のくせに野球やサッカーをやりたいというリクエストにも応じられるくらい充実しまくっている『箱庭』だ。衣類のストックもそれこそ山のように溜ため込んでいた。……そう、あたかも輸出を待つ港の巨きよ大だい倉庫のような有り様で。

　ただし、

「一度にあんなぶわーっと広げられたらそれだけで目が回ってしまいます。もうしばらくクローゼットの辺りは近づきたくありません。冗じよう談だん抜ぬきに、お洋服の山の中で迷ｇ……いえ遭そう難なんしてしまいそうな有り様ですし」

「自由度が高過ぎると何も選べなくなる、か……」

「うん？」

「いや何でも」

　恭介を含ふくむ一五人は生活サイクルを縛しばられている訳ではない。好きな時に起きて好きなものを食べて好きな事ができる。学校の時間割りや刑務所の労役のようなスケジュールはない。

　にも拘かかわらず、恭介を含む大半は最初に渡わたされた手術衣のままだった。窓まどがなく、朝と夜の概がい念ねんさえ摑つかめないのに概おおむね二四時間のサイクルで活動し、似たような時間に起きる似たようなメンツと会話の花を咲かせている。

　飴あめや鞭むちで躾しつけるのではなく、自ら望んで『枠わく』に入るよう方向性を操る手法。

　一五人を一つの家族とするための実験。

　気づいているのかいないのか、屈くつ託たくのない笑みでビヨンデッタはこう続けた。

「あんなパスワードの総当たり攻こう撃げきみたいな無限の組み合わせを試さなくても、京きよう美みは頭の中のイメージをそのまま形にしてくれるんですって！　あなたも早くお話ししてきなさいよ」

「動きやすければ何でも良いんだけどな……」

　どうやら今後はそういうトレンドになるらしい。空模様を見て洗せん濯たく物ものを干すか取り込むかジャッジするくらいの感覚で恭きよう介すけも舵かじ取とりを決めていく。

　丈の短い手術衣に包まれたビヨンデッタはくすくすと笑いながら、

「そんな風に言っていると、京美がむくれてしまいますよ」

「でもみんなで頼たのんだら負担になるよ」

「まさか。好きでやっている事を取り上げる方がむくれます」

　そんなものなのだろうか。

　恭介は機械のように瞳ひとみの中心を拡縮させ、今後の修正材料の一つとして取り入れる。

　と、その時だった。

　ふわりと花のような匂においが鼻び腔こうをくすぐった。そう思った時には恭介は背中の辺りに柔やわらかいものを感じ取っていた。どうやら後ろから誰だれかに抱き着かれたらしい。首っ玉を抱え込むような格好で、左右両肩かたから胸むな板いたにかけて女性の腕うでが回り込んでくるのが分かる。

　恭介は抱き着かれたまま首を回す。




　至近にあったのは。

　白の装束と銀のツインテールをたなびかせる、極大の力を持った女お───




　顔全体でウェルカムな笑みを浮うかべたのは対面にいたピンクの髪かみの少女だった。

「あっ、京美！」

「へっへー。一足お先に作っちゃった」
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　名前を呼ばれると、その少女は人間味の溢あふれる笑みで応じた。

　ややタレ目に黒い眉まゆの、生活感が滲にじみ出た顔立ち。神話や伝説の中の存在とは似ても似つかない。おそらく一から型紙を作り、生地を切り分け、巨きよ大だい極きわまるクローゼットの中の衣類もいくつか分解して小物を調達したのだろう。ウェディングドレスをさらに肉にく抜ぬきして豪ごう奢しやにしたような格好に、赤や緑や黄のじゃらじゃらとしたプラスチックっぽい飾りがたくさん輝かがやいている。

　城しろ山やま京美。

　一五人の一人。手にした絵札は『ハートの女王』。

　背格好は恭きよう介すけやビヨンデッタと比べると二回りくらい大きく、表の世界なら高校生だろう。衣服に執しゆう着ちやくしているのは本人の趣しゆ味みの他に、成長中のボディラインが際立つので手術衣が肌はだに合わなかったのかもしれない。

「なんか模も擬ぎ戦場近くの資料室に絵画とか彫ちよう刻こくとかたくさんあったじゃない？　あれを参考に。どーう？　ここまで再現できればどんなリクエストにも応こたえられるって極刑モノで分かるでしょ」

「……、」

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　計画的には呼び出せない存在であったはずなのに、恭介がうっかり実戦の中で見てしまったモノ。

　トルネードのように偶ぐう然ぜん目にする事はあっても、発生の仕組みを厳げん密みつに解き明かす段階にまでは進んでいない猛もう威い。真の実力者達が三人揃そろって薄うす皮かわ一枚めくった最前線に張り付くほどの、極限の脅きよう威い。そのクラスでなければ閃せん光こうの奥おくに滲にじむ脅威の見えない存在。そんな存在の似姿。

「んん？　心しん拍ぱく数すうが上がっているわねマセガキ」

「京きよう美みさんはちょっと距きよ離りが近過ぎる」

「京美で良いわよ。極刑モノだぞ。さんを取るまでこうしてやろうー☆」

　なんかうりうりと頰ほおずりされてしまった。

　されるがままの恭きよう介すけが小さく息を吐はくと、正面のビヨンデッタが目ざとく反応した。

「何ですか」

「いや……ちょっと経たつけど、やっぱり似たような人達ばかりで集まるんだなって」

　一五人は相変わらずいくつかのグループに分かれていて、小さな輪の中では頻ひん繁ぱんにおしゃべりしているが、その外との交流はほとんどない。

「これが『家族』なのかなって思ってさ」

「さあ？　そもそも売り飛ばされた身の上ですもの。平均的でまともな家族関係がどんなものなのか、お手本が分かりませんし」

　皮肉でも嘲ちよう弄ろうでもなく、むしろキョトンとしたままビヨンデッタが言う。

　首を回すと、コスプレ京きよう美みは困ったような笑みを浮うかべているだけだった。

「別段、他のグループが変わっているって訳でもないんだけどね」

「あっ、京美はあちこちリクエストを聞いて回っているんでしたものね！」

　大発見でもしたように顔をほころばせるビヨンデッタ。二回りも大きな京美は恭介達と違ちがって、万まん遍べんなく様々なグループへ顔を出しているのだろう。

　でも、その京美も結局は恭介達の班に居着いている。内と外を自分で決めて、よそのグループには『出かけている』。

「……ねえ京美。『大人達』にとっては成功なのかな、この構造って」

「近く、何かがあるかもしれないわね。極刑モノのが」

　ようやく恭介の背中から離はなれた『ハートの女王』はゆっくりと言った。

　宣言通り、さんを外はずしたからかもしれない。

「何しろ私達一五人を一つの家族にするために、『試練』や『災難』をぶつけて個々人の敷しき居いを滲にじませようって言うんだから。今はどこに溝みぞがあって、埋うめ立てするには何を出題すれば良いかの調整でもしているんじゃない？　それこそスパコンでも使ってさ」

　映画館に集まった全員が同じ方向を見て規格化された涙なみだを流すように。

　今まさに沈ちん没ぼつする船から逃にげ出す時は手を取り合って救命ボートへ乗り込むように。

「それよりも、だ。私はあちこちのグループに顔を出しているから一五人全体の情報の流れにも詳くわしいわ。そんな私が言うけれど、恭介。あなた今黄色信号が点てん滅めつしているわ。ちょっとだけ気をつけた方が良い」

「？」

　わずかに首を傾かしげると、浮うき世よ離ばなれしたド派手な格好をした城しろ山やま京美は極きわめて現実的な問題を突つき付けてきた。




「あなた、妬ねたまれているわよ。特に『帽子屋』のバーサーカー君辺りは極刑モノの要注意」
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『箱庭』は広い。

　何しろ一つ一つの部屋が学校の体育館くらいある事もザラで、しかもそれらが朝あさ露つゆを蓄たくわえた蜘蛛くもの巣のネックレスみたいに用意されているのだ。部屋と部屋を結ぶ通路もメインの縦たて糸いとなら大型トレーラーが余よ裕ゆうですれ違ちがえるほど、環かん状じようの横糸でも普ふ通つうの乗用車くらいなら乗り回せるくらい。従って、恭きよう介すけ達も望めばプログラム制せい御ぎよの電動カートを扱あつかえるのだが……実は敢あえて徒歩を利用している者も少なくなかったりする。

　理由は単純。

　体力作りのためのジョギングだ。

「よお『ウサギ野や郎ろう』。南側に向かうなら付き合えよ」

「……、」

　隣となりに並ぶ男の声に、恭介は特に歩調を合わせなかった。

　両者共にハイペースを維い持じしたまま、しかし特に拒きよ絶ぜつもしないで予定通り走り込みを続ける。

　相手は『帽子屋』、別のグループのリーダーだった。確か人数的には一番大きい。『ハートの女王』よりもさらに年上で、恭介から見上げるともうほとんど大人の枠わく組ぐみにいると言っても過言ではない。乱れた金髪に浅黒い肌の、強靭な肉体の持ち主。

　そして服装は恭介達のようなズボン付きの手術衣ではなく、白系のジャケットをネクタイなしで着き崩くずしていた。頭には異名通りの小さな麦むぎ藁わら帽ぼう。ただしその上から銀細工の飾りをぐるりと一周巻いているため、どことなく冠のように見えなくもない。

　何となく、『イリーガル』のあの男と似たような匂においがあった。あるいは、中南米由来の犯罪組織とでも言うべきか。

　生地の使い方を見れば分かるが、おそらく京きよう美みが仕立てたものではないだろう。あの誰だれもが尻しり込ごみした巨きよ大だい極きわまるクローゼットの中から、何万点もある衣類を見て回って自力で最さい適てきの組み合わせを選び出している。

　つまり、『大人達』が定めた自発的なレールから外はずれている人間。

　城しろ山やま京美がバーサーカーと評した誰か。

　彼が引き当てたカードにある『帽子屋』とは、不条理と理り不ふ尽じんだらけのルイス＝キャロルの物語の中でなお、狂くるった、壊こわれた、そんな冠を当たり前のように戴いただく人物である。

「南って事は誰の授業コマ取ってんの？　暮くれ澤さわとか？」

「信楽しがらさん」

「『教授御ご前ぜん』か。即そつ効こう性せいはなさそうだなあ……」

「でも一番まともに見える。掲かかげている持説も、当人の人格の意味でも」

　くっくっ、と『帽子屋』は嗤わらった。

　二人とも常人以上のハイペースの中での会話なのに、呼吸の乱れらしい乱れは全まつたくなかった。

「言えてる」

　狂きよう人じん。

　不条理だらけの童話の中で、なお理解不能と称された『役割』を担になう誰だれかは囁ささやく。

「けどよ恭きよう介すけ、ここじゃあ『一番まとも』に安心感を覚えるような検体は多分お前だけだぜ」

「……、」

「ビヨンデッタはまともに見えたか？　あるいはお前さんの近くだと京きよう美みとか？　冗じよう談だん、ヤツらもヤツらで立派に屈くつ折せつしてるよ。一番イカれた俺おれが言うような事じゃねえけど。そもそも『箱庭』に連れてこられたのが普ふ通つうじゃねえんだ。こんな世界の果てまでご招待されちまったからには、抽ちゆう選せんに選ばれるだけの理由があるんだ。そういうもんだろ」

　だから、と『帽子屋』は繫つなげた。

「俺はお前が気になる。一五人を並べて順位をつければ『ハンプティダンプティ』だの『ジャバウォック』だのの方が上に来るかもしれない。だが気になる、闘とう争そうの嗅きゆう覚かくってのがイカレ頭を無視しておしゃべりを止めてくれねえんだ。城しろ山やま恭介、最も異質で普通じゃないのは『一番まとも』に見えるお前だってな。何せ───」

　一つの結論へと導き出すために。




「お前、全員で召しよう喚かん儀ぎ礼れいに初めて触ふれて大三角と契けい約やくした時も『一番まとも』なままだったろ」




　動きが止まった。

　ハイペースな流れが突とつ如じよ遮さえぎられたのは、隣となりにいる『帽子屋』が槍やりのように長い一本の棒を水平にかざして進路を塞ふさいだからだ。

　ブラッドサイン。

　この世ならざる者を自在に呼び出し、天の神々さえ踏ふみ台としてさらなる高みへ手を伸のばす、人間達の叡えい智ちの結けつ晶しよう。

　形状や材質には様々なものがあるが、『帽子屋』のそれは一枚の銀貨から始まった。いつの間にか手の中にあった銀貨の上に同じ銀貨が重なり、重なり、重なり、重なって、気がつけばずしりと重たい一本の長大な金属棒へと変じていたのだ。

「普通は脅おびえるぜ、こんなもんいきなりポンと手て渡わたされちまったら。カミサマなんてのが目に見えるくらい『近く』に存在して、しかもクソッタレな人の手で天の理ことわりを操縦できちまうだなんて分かっちまったら」

　見た目の体格や年ねん齢れい差さなどで優ゆう劣れつは感じない。

　その狂人は、狂くるっていると称されるほど平等に脅きよう威いを測る。

「普ふ通つうは震ふるえるぜ、まともな社会から切り離はなされて一いつ般ぱん人じんの視界から外はずれただけで忘れられるなんて知ったら。実際に表に出たい訳じゃない、社会に出て世のため人のために活かつ躍やくしてチヤホヤされたい訳じゃない。それでも、たとえｉｆの話であったって、他人の手で一方的に人生の選せん択たく肢しを奪うばわれるってのは堪こたえるもんだぜ」

『帽子屋』と、そんなカードを引いた事に何の意味があったのか。

　頭のサイズを測り、その器を形作る何者か。

「髪かみを搔かき毟むしってのた打ち回ったって構わねえんだ、初手からもうそれくらいの段階に来てんだよ。それでも俺おれ達がどうにかこうにか自分を保ってんのは、元から『まとも』じゃなかったからだ。つまり、だから、おかしい。こんな『まとも』じゃない環かん境きようで『一番まとも』なまま受け入れちまってるお前がな。いや、お前はあそこで契約したのか」

『帽子屋』が静かに見み据すえる。

　その瞳ひとみは狂くるっていても、揺ゆるぎはしない。

　不思議と誰だれよりも焦しよう点てんが現実をビタリと見据えている。

「お前は一体誰なんだ？」

「……、」

「何でここにいる。一番まともで一番深いお前だけが、『連れてこられた』感じがしねえんだよ」

　チキッ、という小さな金属音が響ひびいたのはその時だった。

　音源は前後左右ではなく、真上だった。高い高い大天井。無数のハロゲンライトをぶら下げる入り組んだ鉄骨に、何かが絡からみ付いている。それは黒い影かげだった。タコのような防毒マスクに藍あい色いろの夜戦服。二本の脚あしの他に機械的な触しよく腕わんが腰こし回まわりから飛び出し、それらが鉄骨に巻き付いているのだ。

　上下逆さのまま、下部にグレネードランチャーを備えたカービン銃じゆうを構えて微び動どうだにしない。

　極力一五人の生活には干かん渉しようしない。

　その前言が撤てつ回かいされた。せざるを得ないほどの危機が恭きよう介すけの喉のど元もとに迫せまっていた。

　いっそ非人間的とまで言える精せい密みつさを前に、『帽子屋』は小さく息を吐はいて銀貨のブラッドサインを退去させる。束ねたコインははらはらと剝はく離りし、しかし床ゆかに落ちる音は一つもない。全すべては虚こ空くうへ消えていく。

「警備員、か」

　銃に頼たよってはいるが、恭介達を正しく認識できるという事は、彼または彼女もアワード持ちだろう。召しよう喚かん中心でないという事は、現実世界とも折り合いをつけられる１００未満にわざと留とどめているかもしれないが。

「銃の優位性なんぞあってないようなもんだって、自分で分かっているくせに」

　それでも身を退いたのは、銃じゆう弾だんが恐おそろしかったからではないだろう。

　去り際ぎわに『帽子屋』はこう言い放ったのだ。

「最初のカード選びには意味があった、巡めぐり合わせってヤツさ。俺おれはそう思ってる」

「……『帽子屋』に何を見み出いだした？」

「一つ目は単純に俺が説明不能なほどイカれている事。そして二つ目は、俺が『冠』に執しゆう着ちやくしているって事さ」

　くつくつと笑って、狂きよう人じんは自分のこめかみを軽くつつく。

「これは麦むぎ藁わら帽ぼうみてえな被かぶり物って意味じゃあねえぞ。ただの防ぼう弾だんアーマーと鉛弾なんぞ相手にするだけ無む駄だだ。出費だけかさんで得られるものは何もねえ、ピカピカに磨みがいた猟りよう銃じゆう抱えて山へ入ったってのにカラスだのネズミだの撃うっているんじゃ話にならねえだろ」

「……、」

「俺は、名前の頭にもっと大きな『冠』がついたヤツと戦いたい。壁かべに掛かけて自じ慢まんに使える剝はく製せいってのはそういうもんだ。城しろ山やま恭きよう介すけ、おそらくお前が山の主。その頭に載っかってんのは最強だの無敵だの陳ちん腐ぷな『冠』どころの話じゃねえんだろう？」

『帽子屋』が別の道へと逸それていく。

　脅きよう威いが去ったのを感じ取ってか、頭上高くの防毒マスクもまた、するりと触しよく腕わんを動かして消えていく。

　残された恭介は一人、狂人の消えた方を眺ながめていた。

　あの口くち振ぶりでは何を語ったところで誰だれにも信用されないだろう。当人がそんな状じよう況きようを楽しんでいる節ふしもあるのだから改かい善ぜんの見込みもない。

　だが彼は恭介を貫つらぬいてどこまで見み据すえていた？

　それは、一五兄姉弟妹きようだい計画の根幹か。あるいは、それ以上に根深い薄うす皮かわ一枚の向こう側か。
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「また派手にやってくれましたねえ」

　長い黒くろ髪かみをシュシュでポニーテールにまとめて、深い青のタイトスーツと白衣を着こなす信楽しがら真ま沙さ美みは丸まる椅い子すに腰こし掛かけながらそんな風に言って息を吐はいていた。

　外円は開発者や警備員達の生活圏けんである他、大小無数の研究設備が整えられている。どれもこれもが、あらゆる角度から一五人を一つの家族にするためのアプローチだ。

『ガバメント』に属する『教授御ご前ぜん』のテリトリーは、病院の診しん察さつ室しつみたいな場所だった。

　丸椅子とスチールデスクに、シンプルな診察台。壁かべ際ぎわにはレントゲン写真を眺ながめるためのライトボックスと、机の上には別口でコンピュータと薄型モニタがあった。同じ机の小こ瓶びんにヒマワリの種が入っているが、あれは何かペットを飼っているのか。あるいは自分で嚙かむものなのか。ちょっと判断がつかなかった。

　これもまた、ロールプレイの一いつ環かんなのだろう。

　そもそも一五兄姉弟妹きようだい計画自体が『家族』を模した構造をしているが、大人達は大人達で、各おの々おの独自の世界を築いている。学校、企き業ぎよう、軍隊、刑務所、旅客機、お料理教室、職人の作業場、フィットネスジム、そして病院まで。一定の領域を囲って特異なカラーを持つ、上下関係またはホスト役のいる社会生活を形成できれば何でも利用するらしい。

　とはいえ、診しん察さつ室しつ『そのもの』ではない。信楽しがら真ま沙さ美みの後方、白い布の衝つい立たての奥おくにはおぞましい機械の群れが鮨すし詰づめになっているはずだ。

「安全保安上のリスクはこちらにも報告が上がっています。ブラッドサインまで持ち出しての緊きん張ちよう状態とか……。もう一段階進んでいたら神話の神々か、あるいはそれ以上が顔を出していたっていうの理解してます？　一応、励起手榴弾インセンスグレネードはこちらで管理していますけど、完全に自作不能って話でもないんですよ。特にあなた達は色々と普ふ通つうじゃないから」

「こっちがやった訳じゃない」

「ま、雨降って地固まるというか、衝しよう突とつもまたコミュニケーションの一例ではあるんですけどね。全まつたくないのもかえって家族らしくない、か」

　最後の方は自分に向かって囁ささやくようだった。

　彼女は呟つぶやき、やはりそういうロールプレイの小道具なのか、大きな胸むな元もとの聴ちよう診しん器きを指先でいじくり回しながら、机の上にある薄うす型がたモニタへ目をやった。

　心電図とも株価の推移とも違ちがう、カラフルな折れ線がリアルタイムで変動していた。

　全部で一五本。

　恭きよう介すけ達『兄姉弟妹きようだい』の数と一いつ致ちする。

「リレクティブグラフ。……まあ、これも指標の一つに過ぎないんですけど」

　計測しているのは心しん拍ぱくや脳波、そこから総合しての『人としての近似値』。

　つまり、この折れ線が重なれば重なるほどに、人としての距きよ離りが縮まっていく。最終的には家族と呼べるほどに。

　今は、恭介は三つほどある川の支流の一つに合流している。

　例の『帽子屋』は画面の上じよう端たんギリギリを一人きりで漂ただよっていた。

　全員が一本の巨きよ大だいな本流に達するのは相当大変そうだし、仮にできたとして、それが家族の証明と呼べるのかについてもデータは少ない。あくまでも、自発的な協力者、つまり一いつ般ぱん家庭のサンプルデータを千でも万でも集めた統計の結果、このグラフが重なる家族が過半数を超こえていた、だから証明に使えるのではないか……というだけの話。

（……それに、人工霊れい場じよう下の召しよう喚かん師しや依より代しろはあらゆるカメラやセンサーから消えてしまうから、こうしてモニタリングしていれば自分達の知らないところで召喚儀ぎ礼れいが使われる事にすぐ気づける訳か）

　とはいえ、恭介達も『家族になれ』という漠ばく然ぜんとしたお題目だけ渡わたされても困るため、目に見える数値があるのはありがたかったりした。

　白衣の美女は意図して調子を切り替かえ、丸まる椅い子すの上で脚あしを組んでこう言った。

「それじゃ時間ももったいないし、『お勉強』をしましょう、恭きよう介すけ君。今日も先生の『基き礎そ理論』を取ってくれてありがとうございます」

　先ほども述べた通り、恭介含ふくむ一五人の生活は基本的に自由で、学校の時間割りや刑務所の労役のような強制力は働かない。

　つまり、大人達を師事するか、するとすれば誰だれにするか、こちらについても自由に選せん択たくできるのだ。これと決めた人物に絞しぼっている者もいれば、全まつたく近寄らずに孤こ独どくを維い持じする者、相性を知るためにあちこちふらふら渡り歩いている者もいる。

　誰もが自由に行動できるのに、自然と高みを目指している。

　何故なぜか？　理由はシンプルだ。

　誰だって無能の烙らく印いんを押おされて馬ば鹿かだと皆みなから指を差されたくはない。そして解決法は二つ。全員が全員の足を引っ張るか、全員が全員で上を狙ねらうか。今のところ、一五人の判断は後者に傾かたむいている訳だ。

　彼女は壁かべ際ぎわにあるレントゲン写真を眺ながめるためのライトボックスに資料のネガを挟はさんで固定しながら、

「はいここに注目。一口に『家族』の枠わく組ぐみと言っても、どうやって家族が家族を見分けるのか、定義には諸説あります。単純な血の繫つながり、と見るのは少々幻げん想そうにすがり過ぎている。何しろ、人間はその目で相手の顔を見ただけで血液検査ができるほど高性能ではありませんからね」

「でも、遺伝的に似通っていれば目鼻立ちも共通点が増えるはず。自分の顔と似た特とく徴ちようを持つ誰か、で定義しているんじゃ？」

「その場合だと、嫁とついできたお嫁よめさんや義理の妹などは距きよ離りを縮められません」

「つまり生まれではなく、後天的な理由付けによって家族の定義が決まっていくと？　鳥の雛ひなの刷すり込みみたいに」

「そこまで単純な条件なら話は簡単なんですけどね。私は生活サイクル、もっと言えば『食事』にこそ強い意味があると考えています」

「営巣の基本まで立ち返った訳か……」

「人間の体たい臭しゆうは食事に左右される。一つの屋根の下で同じサイクルを取る一同ならば、自然と似通った匂においを身に纏まとう事になります。実際、家族トラブルの兆ちよう候こうの中で有名なものに、『食事の席に問題の人物が顔を出さなくなる』という事例もある。サイクルがズレれば体臭も変じていきますから、双そう方ほう共に相手を同じ集団の一員とは認められなくなってくる。一定以上の開きが生じれば、それはもう他人と呼んで差し支つかえないほどに」

「確かにそれなら『入ってきた』メンバーを新しく家族に加える理り屈くつにはなる。でも少し強引過ぎやしないかな。その論だと逆に『出て行った』、一人暮らしや他家に嫁いだ人が家族として認識されなくなってしまうような」

「あら、新生活と共によそよそしくなるのも珍めずらしくはありませんよ。お盆ぼんやお正月、久々に帰ってきた家族を見て『懐なつかしい』と感じる人もいるのでは？　もちろん、同じ食事を取っていても遺伝的に近似値である人の方が、各種ホルモンの分ぶん泌ぴつなどの都合で『似たような匂いになりやすい』のは認めますけどね」

「……でもそれ、風邪かぜや花粉症で一時的に家族を認識できなくなるって結論になるけど？」

「あながち冗じよう談だんではなく、『病気の時は粗そ暴ぼうな言動を取りやすくなる』事例がキーになるのでは、とも思いますけどね。ああ、血統的なモラルが崩ほう壊かいしていた中世貴族達の遺体を今ここで調べられれば。毒殺未み遂すいや性病の蔓まん延えんなんかで五感が鈍にぶっていた線も捨てきれませんし……」

「流石さすがに鼻に丸めたティッシュを詰つめたくらいで家族の絆きずなが崩壊するっていうのは暴論だって話をしているつもりなんだけど」

「あっ！　例題からして先生を小こ馬ば鹿かにしている匂いがしますよ!!」

　何だか年上の大人の女性がぷんすかし始めてしまった。残念ながら、鼻にティッシュを詰めても治りはしないだろう。

　これが信楽しがら真ま沙さ美み……『箱庭』を管理する開発者の一人の持説だった。

　全体を見回せば数十、いや数百に上る仮説の一つ。

　別にこれを覚えても社会で役に立てる訳ではない。資格や特技に結びつく事もない。だが一五人が吸収していくのは、それがこの『箱庭』の中に蔓延する一番大きな価値観と直結しているからだ。つまりは巻末にお得なクーポンを束ねたガイドブック。覚えておけば様々な特典がつき、生活は豊かになる。不用意に躓つまずく事はなくなる。

　大学入試を前提とした進学校ではまず学歴社会の優位性を、就職を前提とした高専では独自性の高い技術や資格の価値を、そうとは知らず徹てつ底てい的てきに学ばされる。先せん輩ぱい後輩の上下関係も、クラスや学年での立ち位置も、全すべてはそこを基準に考える。例えば進学校では馬鹿な先輩に尊敬の眼まな差ざしが向けられる事はないように、スポーツ校では頭でっかちの先輩など捨て置かれるように。別に他の道もあるかもしれないのに、そんな可能性を否ひ定ていする。あるいは、学校側が設定した道から外はずれた途と端たんにドロップアウトと自己判断し、自殺さえ考えてしまうほどに。

「でもそこにブラッドサインや召しよう喚かん儀ぎ礼れいを持ち込む理由は？」

「主題ではなく証明、試験項こう目もくの一つというのが正しいんですけどね。被召物マテリアルは純じゆん粋すいな家族に対する脅きよう威いである他、宗教倫りん理りの集合としても構築した理論を潰つぶしにかかる。小さな倫理は大きな倫理に勝るのか。いえ、そうでなくては世界へ広げたところで私達は一つになれません」

「それは前にも聞いた」

　ズボン付きの手術衣を着た恭きよう介すけはゆっくりと遮さえぎった。

　まるで小さな子供に言って聞かせるように、短く切って発言する。

「本当に、あんなものを呼び出して、安全に制せい御ぎよできるって保証は？」

　信楽しがら真ま沙さ美みはにっこりと微笑ほほえんだままだ。

　一いつ般ぱんに『年ねん齢れい序列の無視』は相手を激げつ昂こうさせる分かりやすい起き爆ばく剤ざいとなるが、このポニーテールの美女にはそういった傾けい向こうはない。

「その程度で潰つぶれてしまうようでは意味がないし、その程度で潰れてしまうなら続ける価値はありません。それがたとえ、未いまだ偶ぐう発はつ的てきにしか垣かい間ま見みる事のないトルネードのような……かの『白』であってもね」

　完かん璧ぺきな返答だった。

　だが向かい合う恭きよう介すけは、その完璧さがかえって脆もろさを塗ぬり固めているように見えた。

　彼が言う事ではないだろうが。

「さて恭介君、先生が説明した事はご理解いただけましたか」

「まあ」

「では最初の一文字目から、一字一句並べてみましょう」

　笑みから一転、不意に突つき刺さすような一言だった。

　普ふ通つうなら目を白黒させるどころか呼吸さえ詰つまる注文かもしれない。

　だが恭介は違ちがう。

「『また派手にやってくれましたねえ』からで？　それとも『それじゃ時間ももったいないし、「お勉強」をしましょう、恭介君』から？」

[image: ]

　信楽しがら真ま沙さ美みはくすりと笑う。

　そんな彼女の前で、城山恭きよう介すけはそういう機械のように正確に言葉を紡つむいでいく……。




　　　　４




「ランキングが更こう新しんされてる」

　そんな風に言ったのはややタレ目気味な黒い眉の『ハートの女王』城山京きよう美みだった。

　恭介、ビヨンデッタ、京美がいるのは『箱庭』内円、いくつもあるパーティルームの一つだった。主にダーツやビリヤードなど屋内レジャーが集まっている部屋だ。ちなみに恭介やビヨンデッタではサイズが大き過ぎるため、ビリヤードをやる時は台座となる丸まる椅い子すの上に立ってキューを握にぎるのが常じよう套とうになっていた。結構バランスに気を配るため、ガラパゴス的な進化をしかねないプレイスタイルだった。ちなみにビヨンデッタは丈の短い手術衣を着たまま腰を折ってキューを構えるため、別の意味でも危うい。

　でもって。

　件くだんの恭介とビヨンデッタがビリヤード台に集中していて大したリアクションを返さなかったのが引っかかったのか、京美はカラオケ用の大画面に映っていたランキングボードを、ビリヤード台一面を覆おおう液えき晶しよう画面へ移した。

　途と端たんに、丸椅子の上で器用に腰こしを落としてキューを構えていたビヨンデッタが半分涙なみだ目めで叫さけんだ。

「あっ！　ライン取りのガイドが消えましたけど!!」

「こ・う・し・ん・さ・れ・て・る」

　京きよう美みは意に介かいさない。早くも立ち位置が固まりつつあるらしい。一五人は複数の班に分かれて、さらにその班の中でもカーストができるのではてんでバラバラだ。モニタリングしている信楽真沙美達は頭を抱えているのではないだろうか。

「大体、モニタ制せい御ぎよで球がどう弾はじかれるかガイドしてもらったんじゃもう極刑モノで面白味ゼロでしょ。それ、指示の通りの強さで手を動かすだけの作業になってるし」

「遊びじゃねえし!!　これは訓練、コンディション調整のためのデフラグ作業だから規定の最効率で球を打つのが前提なんですっ。ああもう、五番と八番を避さけて四番を射い貫ぬくから、二回クッションしてクランク状に白球を走らせれば……」

　カッコォォォン!!　という甲かん高だかい音に恭きよう介すけは息を吐はく。

「デッタ、五番も八番も思い切り当たってポケットに入ってる。わやくちゃになってる」

「デッタ姉さんです！　私はみんなのイジられ役ですかもおー!?」

　何の訓練なのか。

　自分のキューの先に滑すべり止めを塗ぬりながら、恭介はビリヤード台へ目を向けていた。




　１ｓｔ『ジャバウォック』城しろ山やま雫しずく

　２ｎｄ『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス

　３ｒｄ『ハンプティダンプティ』クラウディア＝シロヤマ

　４ｔｈ『ドードー鳥』城しろ山やまカイン

　・

　・

　・




「やっぱり上位は動かないわねえ。一から三位なんて極刑モノで入れ替わっているだけでみんな下位に落ちても来ないし」

「気に入りません」

　唇くちびるを尖とがらせたのは、丸まる椅い子すの上でバランスを取るピンクの髪かみのビヨンデッタだ。

「単純な勝率なら決して私達も劣おとっていないのに、スコアに計上されないなんておかしいもの！」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいはケンカの道具じゃなくてカミサマを呼び出すための技術なんだから色々あるのよ。目的の被召物マテリアルまでの最短コースとか、妨ぼう害がいされた時の迅じん速そくなリカバリーとか」

「だったら最初から競わせなければ良いのに。精度を知りたいだけなら壁かべに描かいた的にでも『白しろ棘とげ』を打ち込んでいれば良いんです！」

「そもそも召喚儀礼は一対一の闘とう争そう、カミサマに捧ささげる演えん舞ぶを基き軸じくに据すえているからねえ」

　よしよしと頭まで撫なでてもらっている辺り、もうビヨンデッタはあの位置から動く様子はなさそうだった。つくづく見た目のプライドと実際のチョロさが反比例の関係にある少女だ。

　彼らが直接的なランク制に注目している理由は単純だ。

　一つ、進学校やスポーツ校のように、分かりやすい軸を設もうけて自分達を測りたいから。何か基準となるステータスがあれば、それだけで人間関係の距きよ離りを摑つかみやすくなる。

　二つ、ブラッドサインや励起手榴弾インセンスグレネードは個々人のため必要数確保されているものの……、

「あーあ、これじゃあやっぱり依より代しろは上位固定陣じんに独どく占せんされてしまうかもしれませんね」

　ビヨンデッタは息を吐はいた。

　京きよう美みを、いや、厳げん密みつには彼女のコスプレ衣装に目をやって、

「それに依代を独占されるって事は、例の最強、偶ぐう発はつ的てきにしか出てこない『白き女王』とやらも彼らが一番乗りに呼び出すんでしょうか」

　そうすれば、誰だれかに褒ほめてもらえるかもしれない。

　決して口には出さないまでも、抱え込んだ事情から何かに飢うえているビヨンデッタの口くち振ぶりにはそんな色があった。

「……、」

　依より代しろの数が足りない。

　一五人の集団に対し、『大人達』に用意できたのは三人だけだった。

　今は模も擬ぎ戦場に常じよう駐ちゆうし、模擬戦に挑いどむ者達がその都度契けい約やくを更こう新しんして被召物マテリアルを振ふり回している状じよう況きようだ。だが上位陣じんが固定化されてしまえば『大人達』は他を切り捨て、そちらに注力するだろう。

　閉へい鎖さされた『箱庭』の中では危険な兆ちよう候こうだ。

　刃物も銃じゆう弾だんも効かない被召物マテリアルの独どく占せん。それは究極の特権階級の成立を意味する。あるいは神の威い光こうをかさに着て腐ふ敗はいに任せた、昔々の教会関係者のように。逃にげ場のない環かん境きようでその脅きよう威いにさらされる下位グループが、どこまで毟むしられるかは想像がつかない。

（……あるいはそれでも成功なのか）

　明るい家族団だん欒らんではなく、強きよう烈れつな大黒柱を中心に据すえた構造。それもまた『家族』の一形態だ。『箱庭』の最終目的……あらゆる人種を一つに束ねて争乱の種を取り除のぞく、という結果さえ出力できれば、過程にはこだわらないのかもしれない。

　そんな風に考えていた時だった。




　ズズン……!!　と。

　地下五〇〇メートルに眠ねむる巨きよ大だい構造体そのものが規格外の力に揺ゆさぶられた。




　いっそのっぺりした印象を与えるほど安定していた室内の照明が不安定に瞬またたく。衝しよう撃げき緩かん和わ構造の一つなのか、あるいは単純に設計上の限界を超こえたのか。足元が波間に揺れる船の上のように蠢うごめき、頭上からミシミシという不気味な音が不連続に伝わってくる。

「きゃっ!?」

　正面のビヨンデッタがよろめき、丸まる椅い子すの上から転げ落ちそうになる。恭きよう介すけはビリヤード台を挟はさんだまま自分の身長より長いキューを片手一本で突つき込み、腋わきの下を通す格好で体を支えてやる。

「……感謝はしますけど、か弱い乙女に対して汚きたないものを扱あつかうように棒でつつくのはいかがなものかと思います」

「手が届かなかったんだ」

　何故なぜだか助けられたビヨンデッタはジト目だった。

　人間関係は難しい。数式通りに進めても答えが同じとは限らない。

「近い、わよね？」

『ハートの女王』城しろ山やま京きよう美みが恐おそる恐るといった感じでパーティルームの出入口へ目をやった。そちらは接触不良が続いているのか、壁かべ掛かけランプが不自然に明めい滅めつを繰くり返している。

　炸さく裂れつから時間が経過しても、相変わらず名残なごりのような軋きしみは部屋の小天井から続いている。空気の重さが変わり、透とう明めいな掌てのひらで上から頭を押おさえつけられているような気分にさせられる。見た目はどれだけ広大でも、自分達は分厚い岩がん盤ばんの下に閉じ込められているのだと思い知らされる。

　そして答えは唐とう突とつに来た。

　先の震しん動どうで球の配置がメチャクチャになったビリヤード台。その表面いっぱいに映し出されていたランキングボードの人名が変動したのだ。

　ビヨンデッタと京美は顔を見合わせて、

「一位の『ジャバウォック』が、陥かん落らくした？」

「変わって上り詰つめたのは三位の『ハンプティダンプティ』……という事は、もしかして今の……？」

　彼女達はごくりと喉のどを鳴らすと、出入口……いや震源となった方へ足を踏ふみ出す。プラスの感情で興味があるというよりは、マイナスの感情で確かめないと不安が膨ふくらみ続けるのを止められないといった方が近いのだろう。

　恭きよう介すけはビリヤード台が直前までの球の配置をセーブしているかを確かめてから、彼女達の後をついて行く。

　蜘蛛くもの巣構造の『箱庭』の中で、恭介達の生活スペースは内円に位置する。中心部の模も擬ぎ戦場は近い。

　そして向かうにつれて異変も明らかになってきた。白くつるりとした壁かべのあちこちに細かい亀き裂れつが入り、内部の配線もやられたのか大天井の照明がいくつか歯は抜ぬけになっている。破は壊かいの度合は中心への距きよ離りに比例して大きくなっていった。内ない壁へきのパネルが倒たおれ、立てつけの悪い扉とびらがぎちりと軋きしみ、

「危ない」

「ぎゅぶ!?」

　恭介が後ろからビヨンデッタの手術衣の首回りを摑つかんだ直後、大天井から巨きよ大だいなハロゲンライトが落ちた。バスケットボールより巨大な金属の塊かたまりは間かん一いつ髪ぱつ避けたが、やはりこちらを振ふり返るピンクの髪かみの悪あく魔まは顔を真っ赤にし、半分涙なみだ目めでぷるぷる震ふるえながら唇くちびるを嚙かんでいる。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！」

　彼女は何か言おうとしたが、周囲に遮さえぎられた。

　医い療りよう用ようのボックス型電動カート……言ってみれば屋内用の救急車のようなものが数台、恭介達を後ろから追い抜いたからだ。何かしらの理由で人手がいるのだろう。車内どころか屋根や側面の壁にまで黒服の警備員達が張り付いている。

　もわっ、と。模擬戦場の耐たい爆ばくゲート近辺から灰色の粉ふん塵じんが溢あふれていた。

　急行する医療カートとは反対に、汚よごれた綿わた菓が子しのようなカーテンから人の影かげが転がり出てきた。熱砂の砂さ漠ばくを何日もさまよい歩いた末、オアシスの手前で砂すな嵐あらしに巻き込まれた遭そう難なん者しやの末路に似た動き。速度も意思も感じられない挙動で、ふらりと倒たおれていく。

「あ」

　城しろ山やま京きよう美みが思わず呟つぶやいていた。

『ジャバウォック』……城山雫しずくと言えば。

　ランキングボードで常に上位三位のどこかに存在する、決して揺ゆらぐ事のない超ちよう越えつ者しやであった。得意とする被召物マテリアルは『神格級』。ヤマタノオロチ、ニーズヘッグ、ヒュドラ、音域や神話圏けんに依い存そんするのではなく、とにかくひたすらに暴ぼう竜りゆうを好んで呼び出す事でも知られる。強いこだわりを持つが故ゆえに時に遊びを持ち込む事もあるが、それでも絶対にランク落ちしないところが高い実力を証明していると言っても良い。下位の『規定級』も上位の『未み踏とう級』も許さず、ただ己のフィールドである『神格級』、掌てのひらの上で転がして嬲なぶり殺しにする。そういう『神話の存在が持つ力の邪じや悪あくさ』の象しよう徴ちようとも言える人物のはずだった。

　それが。

　神話の世界の暴君が。

「あ、ああ、あああああ……」

　二本の足で立つ権利を奪うばわれ、四つん這ばいさえままならず。

　己の顔で雑ぞう巾きんでも掛かけるように床ゆかへ頰ほおを押おし付けたまま。

　力なく開いた唇くちびるの端はしからは透とう明めいな粘ねん液えきが溢あふれ。

　ざらりと顔にかかる前まえ髪がみに遮さえぎられた瞳ひとみに理性の光はなく。

　人としての芯しん、魂たましいの持つ尊厳を根こそぎ奪うばわれ、ただただ横よこ倒だおしになったゼンマイ人形のように同じ動きをのろのろと繰くり返すだけ。

「……敗北者……」

　民衆の手で玉座から引きずり下ろされた王族を見るような目で、ビヨンデッタが呻うめく。

　召しよう喚かん師し同士の戦いに敗れ、目の前で奉ほうじる神を殺されたにも等しい衝しよう撃げきを受けた者。誰だれの言葉にも抵てい抗こうできず、簡単な身み振ぶり手振りをするだけで躊ちゆう躇ちよなく崖がけへ向かう存在。

　そして警備員達の対応もシンプルだった。

『召喚師は放っておけ、そっちはどうでも良い！』

『それより依より代しろを何とかしろ……』

『早く崩れた壁の山から掘り返せ!!　あれじゃ本当に死ぬぞ!!』

　恭きよう介すけ達にしてやれる事はなかった。

　ビヨンデッタと京美がその横を通り過ぎ、しかし恭介は立ち止まる。今もなお広過ぎる通路の真ん中でのろのろ動いているかつての王者を、脇わきに寄せてやるくらいが関の山だ。

　通りかかった『大人達』の一人、ポニーテールの美女がようやく足を止めてくれた。

『教授御ご前ぜん』、信楽しがら真ま沙さ美みだった。

　彼女は纏まとっていた白衣を脱ぬぐと城しろ山やま雫しずくの上に被かぶせながら、しかし首を横に振ふって恭きよう介すけに言う。

「これ以上は見ない方が良いです。……あれは『箱庭』の本筋から逸それている」

「でも、ビヨンデッタと京きよう美みが奥おくにいる」

　少年も少年で首を横に振ふるしかなかった。

『ジャバウォック』は信楽しがら真ま沙さ美みに任せ、核かく心しんを摑つかむため恭介は先に進む。

　模も擬ぎ戦場の出入口辺りでは警備員達が右に左に慌あわただしく走り回っていたが、特に恭介を押おし留とどめる者はいなかった。規制線を敷しいている余よ裕ゆうがないのか、こんな時にも『箱庭』の基本ルールである一五人の生活サイクルには可能な限り不ふ干かん渉しよう、という項こう目もくを守っているのか。

　学校の体育館よりも広い、円形の空間のはずだった。

　めくれ上がった赤と白のチェス盤ばんのような床ゆか、砕くだけて倒たおれた壁かべ、山のような瓦が礫れきと肉食恐きよう竜りゆうに似た構造の重機を使って悪あく戦せん苦く闘とうしている警備員達。

　これをやった者がいる。

　もうもうと立ち込める粉ふん塵じんが晴れた先に、脅きよう威いが形となって君臨していた。




『ハンプティダンプティ』クラウディア＝シロヤマ。




　元は城しろ山やま京美と同年代……つまり表の世界では女子高生くらいだろう。だがまん丸に膨ふくらんだ白地にピンクのラインの宇宙服ですっぽりと全身を覆おおっているため、外からは体形はおろか年ねん齢れいや性別の区別すら摑つかめない。手にしたブラッドサインは最新科学の塊かたまりとは正反対で、羊よう皮ひ紙しの古文書をバラバラに裁さい断だんして棒状にまとめ直したような代物だった。

　そして新旧混合の召しよう喚かん師しの傍かたわらに立つ被召物マテリアル。

　一足先に辿たどり着いていたビヨンデッタが、壁かべ際ぎわでぺたりとへたり込んでいた。サイドを縛っただけの手術衣を纏まとう少女は内うち股またのまま小刻みに震ふるえている。かろうじて粗相をしないよう気を張るので精一杯らしい。いつもは保護者のようなややタレ目で黒い眉まゆの京美も、そんなビヨンデッタの肩かたに手を置いてやる事もできないらしかった。何とか腰こしが砕くだけるのだけは防いでいるが、両目を見開いたまま立ち続けるので精一杯のようだった。

　理由は単純。

「『未み踏とう級』……神話の神々の、さらに奥おくにいた存在……」

　ごくりと喉のどを鳴らして、京美が言い放つ。

　いいや、本当に自分の意思なのか。それさえも外から搾しぼり出されているようにも見える。

「ルーチンに従った八や百お長ちよう展開……型通りの『演えん舞ぶ』じゃない。何が起こるか分からない実戦で本当に極刑モノで呼び出せる召喚師がいるだなんて……!!」

『慈悲と尊厳ある死を招く「灰燼」の巫女em・ao・lev・ck・rol・ei・vb・yu・a・ps』。

　女性らしい柔やわらかい曲線とギリシアの遺い跡せきにある彫ちよう刻こくのような硬こう質しつさを備えた、相反する矛む盾じゆんした存在であった。外見は巫女みこ装束を纏まとう長ちよう髪はつの美女に見えるが、色しき彩さいとぬくもりを失った『灰色』の本領は徹てつ底ていした石化。あるいは爪そう牙が、あるいは眼光、あるいは毛髪、あるいは絶ぜつ叫きよう、あるいは芳ほう香こう。遠中近どんなレンジからでも立て続けに猛もう毒どくや呪のろいを叩たたき込み、痛みなく体を傷つけずに、ただただ肉の器から魂たましいだけを奪うばい去る、死神を超こえた究極の生命の支配者。安楽死や遺体の永久保存など、心温まる冒瀆の体現者。

「何故なぜ『未み踏とう級』が今もいる」

　だが問題の核かくはそこではなかった。

　核の心を城しろ山やま恭きよう介すけは真まっ直すぐに突ついた。

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いでは勝負が決して九〇秒で人工霊れい場じようは解かい除じよされ、被召物マテリアルも元の依より代しろに戻もどる。例の轟ごう音おんからここに到とう着ちやくするまで五分はあった。なのに何故？」

『んー……？』

　白地にピンクのラインの宇宙服越ごしのくぐもった声は、性別の区別もつきにくい。

　だが悪感情は確かに乗った。

『そりゃあアンタ、中ちゆう途と半はん端ぱに終わっちゃあつまらないからに決まっているでしょう？』

「……、」

『人がせっかく連れん鎖さを繫つないで大技決めようって思っていたのに、あいつあっさり途中で倒たおれちゃうんだもんなあ。おかげで積み残し、消化不良。こっちで用意していた大連鎖はどうなるわけーっていうか』

「つまり、わざと繰くり返していたんだな」

『うん』

「敗北者はどんな命令にも抗あらがえない。だから倒れるごとにもう一度立って戦えと繰り返し続けてきたんだな！　敗北状態じゃまともに頭が回らないと知っていながら!!」

『つい四五秒前までね。やっぱり棒立ちだと良くないよね、弱過ぎて。「神格級」から「未踏級」に繰り上げるまでに三四回もかかっちゃった。しかも焦あせって手を誤っちゃって、灰色なんて袋ふくろ小路こうじに迷い込んじゃったからなあ』

　くるんと羊よう皮ひ紙しのブラッドサインを回して、宇宙服は吞のん気きに言う。

　その先せん端たんで『ハートの女王』……いいや、京きよう美みが纏まとうコスプレ衣装を指し示す。

『本当は、呼び出す方法があるんだかどうだかも怪あやしい「白いの」にアタックしてみたかったんだけど』

　これだけやって、まだ失敗。

　言っている傍そばに問題のリミットが過ぎたのか、石化の巫女が元の依代へ戻っていく。二〇代前半の、銀の髪かみをおかっぱにした女性だった。怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいに体を乗っ取られないようにするため、全身を黒くろ革かわのベルトのような拘こう束そく具でギッチギチに縛いましめている。極きわめ付けに、額ひたいの辺りで頭をぐるりと縛しばり付ける、金属製の輪。内側に膨ぼう大だいな金属プラグを生やしたそれの原形は、イバラの冠か。チューニング用と考えても異質で、過か剰じようだ。それだけ無理を重ねているのだろう。人材不足で一五人が代わる代わる再さい契けい約やくを繰くり返している状態なのだから。

『ハンプティダンプティ』は気にも留とめなかった。

　灰色は袋ふくろ小路こうじだと彼女は言っていた。下手へたに積み直すより一からやり直した方が手っ取り早い、くらいにしか考えていない。

　そう。

　やり直した方が。

『今』

　コンコン、と宇宙服の防護シェードのこめかみ辺りを指でつつきながらクラウディアは告げる。

　おそらくは笑いながら。

『思考が乗ってる、エンジンが冷めない内に第二ラウンドを始めたい。ああ、ああ、今なら「白いの」に届く気がする。連れん鎖さの先が見える。山の作り方、道筋が。だからチャンスを与えましょう、妹弟』

「……、」

　睨にらむ恭きよう介すけをよそに、羊よう皮ひ紙しのブラッドサインをすいっと横に向ける宇宙服。

　そちらにあるのは、瓦が礫れきの山。

『誰だれでも良い、埋うもれたアレと契約を結びなさい。骨が折れていようが内臓が潰つぶれていようが、人工霊れい場じようの中で被召物マテリアルとなっている間は問題ないはずよね。依より代しろを得た召しよう喚かん師しに限り、特別に私の成功の礎いしずえにしてあげる』

「……断ると言ったら？」

『踏ふみ潰して他を当たるわ』

　信楽しがら真ま沙さ美みは言っていた。あれは本筋から外はずれている、と。確かにその通りだ。一五人を一つの家族にするための計画のはずが、いつの間にか召喚儀ぎ礼れいの力やランキングボードの話に吞のまれつつある。

　白、という単語を基き軸じくに。

　恭介はチラリと目線を振ふった。励起手榴弾インセンスグレネードやブラッドサインを用いた召喚儀礼の猛もう威いは驚きよう異い的てきの一言だが、いくつかのプロセスを踏まなければ成立しない。つまり条件を外せば人工霊場に巻き込まれず、逃にげ切れる。だがへたり込んでいるビヨンデッタや棒立ちの京きよう美みを連れてそれができるか。また、一時的に逃げ切ったとして巨きよ大だいであっても閉へい鎖さ空間である『箱庭』の中に安あん寧ねいはあるか。いつかどこかで追い詰められる。それが早いか遅いかでしかない。

　……それよりは、ここで反はん撃げきして叩たたき伏ふせる方が『確実』ではないか。

　右手が無意識に蠢うごめく。

　自らが戦う力を、ブラッドサインを求め始めている事を恭介は自覚する。

　その時だった。




「へえ、だったらちょうど良い。ここらで狂きよう人じんの遊びに付き合ってくれよ」




　コンッ、と小さな金属缶を投げ込む音が割り込んだ。

　ピンを抜ぬいた励起手榴弾インセンスグレネード。皆みなが下がるべき場面でわざわざ前へ出る凶きよう行こう。

　炸さく裂れつと同時に一辺二〇メートルの立方体状に世界が切り取られ、その中心点に召しよう喚かん師しと依より代しろが吸い寄せられる。そして序じよ列れつ一位、『ハンプティダンプティ』の真正面へ誰だれかが立った。

『帽子屋』。

　アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

　だらしなく着き崩くずしたスーツに小さな麦むぎ藁わら帽ぼうの男を見み据すえ、宇宙服は鼻で笑ったようだった。

『立場分かってる？　生いけ贄にえ』

「元ネタのルイス＝キャロルも知らねえのか。知識と教養どころか子供の読み物だぜ」

[image: ]

『帽子屋』の傍かたわらに立つのは、人ではなく巨きよ大だいな棺かん桶おけだった。

　そしてノックするように小麦色の手の甲こうで叩たたくと、観かん音のん開びらきの棺桶は開き、内部にひしめく無数の接続プラグを露あらわにした。

　まるで薄うすい寝ね間ま着きの美少女の全身をくまなく貫つらぬく拷ごう問もん具ぐ。

　世界一有名だが実はオリジナルが現存せず、その名それ自体が一つの神話のように振ふる舞まって、一人歩きの恐きよう怖ふをばら撒まく一品。

　鉄の処女。

「ハンプティダンプティは惨みじめに高みから墜つい落らくするもんだ。そして敗者復活はない」

　それが合図となった。

　ずるりと拷ごう問もん具ぐから抜け出した黒くろ髪かみの美少女と共に、『帽子屋』は躊ちゆう躇ちよなく死の行き止まりへとノーブレーキで突とつ撃げきしていった。




　　　　５




　結論から言えば。

　勝負はまさに一いつ瞬しゆんだったと表現できた。




『帽子屋』アルベルトと『ハンプティダンプティ』クラウディアの中間地点に一辺六〇センチ、合計二一六個の真っ赤な『花弁』を立方体状にまとめた『薔薇ばら』が生じる。人工霊れい場じようの中に握にぎり拳こぶし大の虚こ空くう、スポットが三六個開く。両者は『白しろ棘とげ』と呼ばれる手玉をブラッドサインの先せん端たんで突つき込み、弾はじけた『花弁』をスポットへ叩たたき込む事で神々の名を刻む文字を手に入れる。低、中、高音の三つ巴どもえの『音域』と文字数のコストに気を配り、常に呼び出す被召物マテリアルの形を変えて有利な展開を目指していく。

　そういう勝負のはずだった。

　前提からして壊こわれた。

　双そう方ほうから放たれた『白しろ棘とげ』が立方体の『薔薇ばら』の塊かたまりにぶつかり、四方八方へ真っ赤な『花弁』をばら撒まいた直後だった。

「なっ、あ!?」

　思わず叫さけんだのは、へたり込んだまま眺ながめていたビヨンデッタだった。

　クラウディア＝シロヤマが羊皮紙のブラッドサインのグリップを半回転ほどひねった途と端たん、その下端から猛もう烈れつな勢いで煙えん幕まくがばら撒まかれたのだ。しかもただの煙けむりではない。偏へん光こう性能を持つのか、頭上から降り注ぐライトが透とう過かした途端に色しき彩さいを大きく変える。

　赤に。

　今まさに高速で反射を繰くり返す『花弁』と全まつたく同じ色に。

「消える……」

　京きよう美みもまた、啞あ然ぜんとしたように口を開いていた。

「『花弁』が景色の中に消えていく……!?」

　仕組み自体は単純だ。受験問題集などで、赤いセロファンを重ねて赤い文字の解答例を隠かくして勉強する方法があるが、あれと同じ。赤い光を通すと赤いものは見えなくなる。それだけだが、効果は絶大。どこに何があるか見えなければ、手元に『白棘』があっても何もできない。

（……とはいえ、それだけではないだろう）

　クラウディア＝シロヤマは常に白地にピンクのラインの宇宙服を纏まとっている。有害な宇宙線を遮しや蔽へいする防護シェードに手を加えれば、特定の波長の光を取しゆ捨しや選せん択たくして眺ながめる事ができる。つまり彼女だけは、この赤だけの世界から正確に『花弁』の位置を視認できる。

　人工霊れい場じよう内の召しよう喚かん師しや被召物マテリアルなどは、機械的なカメラやセンサーには映らない。だが双そう眼がん鏡きようや望遠鏡のような、アナログ光学器具を肉眼で覗のぞくだけなら除じよ外がいはされない。

『だから言ったでしょう』

　あれだけ猛もう威いを振ふるった『ジャバウォック』が一方的に潰つぶされる訳だ。

　そもそも実力が左右する前の段階から勝負を決めにかかっているのだから。

『立場分かってる？　生いけ贄にえ』

　しかし、ズボン付きの手術衣の恭きよう介すけはこう言った。

　躊ちゆう躇ちよなく。

「甘い」




　ガカァッ!!　と。

　雷らい鳴めいのように衝しよう突とつ音おんが炸さく裂れつし、『帽子屋』が大量迅じん速そくに『花弁』をスポットへ叩たたき込んでいく。




　おそらくは。

　その神かみ業わざを最も肌はだで感じていたのは、小細工を弄ろうした『ハンプティダンプティ』だったはずだ。彼女だけが、宇宙服の防護シェードを介かいして正しい世界を眺ながめている。偏へん光こう煙えん幕まくも真っ赤に埋うめ尽つくされた色しき彩さいも意に介さず。次々と『白しろ棘とげ』でもって己の『花弁』を確保し、激突のたびに原初の壊し歌を奏でながらストックを溜ため込んでいく『帽子屋』を、そして己の庭を次々荒あらされていくサマを、誰だれよりも鮮せん明めいに突つき付けられているはずであった。

『なに、が……』

　呆ぼう然ぜんと、クラウディアは呟つぶやいていた。

『一体何が!?　今この世界で、「花弁」が見えているのは私だけのはずなのに!!』

「別に見えなきゃ分からねえって訳じゃあねえ。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界で明確に『目』が必要なのは、最初に励起手榴弾インセンスグレネードを投げる時だけだ」

『帽子屋』はあっさりと嘯うそぶいた。

「六×六×六、合計二一六個。最初に『薔薇ばら』の塊かたまりのどこに何の文字があるかを把は握あくした上で、後は『白棘』の突き込みの角度と地形の凹おう凸とつを見比べれば、どこに何がどう跳はねるかは全すべて把握できる。目で見る必要はねえのさ、最初から計算ができていれば」

「……、」

　一見すれば、理り屈くつは通っているように見える。

　だがそれは、マクロな実存世界ではありえない矛む盾じゆんに近い。ラプラスの悪あく魔まなどと呼ばれる架か空くうの存在をそのまま持ち出して議論を進めているにも等しい。そして、無理を通して道理すら引っ込ませる。狂くるった頭が全てを制する、まさしく狂きよう人じんの理論。

　不条理、理り不ふ尽じんが当たり前の顔でまかり通るルイス＝キャロルの幻げん想そうにおいて、なお理解不能と永遠の少女から匙さじを投げられた者の名を冠する乱れた金髪の男。

『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミスは笑う。

　善ぜん悪あくを超ちよう越えつした愉ゆ悦えつの顔で。

「それより良いのか。こっちのバケモノはもう温まってるぜ」

『あ』

『螺旋に捻じれ表裏余さず貪る蛇gv・ou・jz・eu・ao・iu・ei・bf・lvz・yx』。

　規定級、音域『高音』、コスト21。

　それはただでさえ長大極きわまる蛇へびがバネやコイルのように自らの体を巻き、さらに太く強きよう靭じんな大だい蛇じやへと姿を変えたもの。かと思えば鱗うろこの光こう沢たくは一つ一つが細い蛇の集合のようでもあり、マクロに見ればどこまでも肥大化、ミクロに見ればどこまでも極小化……人の精神を無限に連なる合わせ鏡の世界へ突き落とすように、あるいは囲い碁ごの総当たりシミュレートなどで見られる組み合わせ的爆ばく発はつに陥おちいってスーパーコンピュータがハングアップするように。見る者の精神を丸まる吞のみ、棒立ちさせ、次の一いち撃げきを一〇〇％クリティカル確定にさせる不ふ可か避ひの脅きよう威い。

「テメェ如ごときに『神格級』はもったいない、『未み踏とう級』なんてもってのほか」

　ろくな準備もできずに魅み入いられた哀あわれな宇宙服へ、狂きよう人じんは囁ささやいた。




「底辺の『規定級』に吞まれて消えろ、三さん下した」




　どうしようもない結果だけがあった。

　哀れな敗北者が模も擬ぎ戦場の壊こわれたチェス盤ばんのような床ゆかに転がり、『チェイン』は繫つながらずに人工霊れい場じようは解け、従えていた『規定級』は元の少女へと肉体を取り戻もどしていく。

　大量の銀貨を縦たてに重ねて一本の金属棒としていたブラッドサインもまたはらはらと順番に剝はく離りし、しかし床に落ちる音は一つもない。その全すべてはいつの間にか虚こ空くうへ消えている。

　そしてランキングボードが更こう新しんされ、序じよ列れつ一位の座は確定した。

「つまらんな」

　総じて、一言。

　しかも倒たおれた『ハンプティダンプティ』に対してではない。

　ぐるりと周囲を見回し、呆あつ気けに取られた目で彼に注目しているビヨンデッタや京きよう美み、救助作業の手さえ止めてしまう警備員、そして場を支配しているはずの白衣の『大人達』。そうした全てに向けて一言で切り捨てたのだ。

　そして彼は言った。

　唯ゆい一いつ、手術衣の恭きよう介すけだけを見み据すえて。

「まともについてこられたのはお前だけらしい。やっぱりお前だけが、他とは違ちがう。一番まともで、一番おかしい。ハナから狂くるってる俺おれとは対極の位置にいて、だけど俺と同じ向きを見ている」

「……、」

「付き合えよ、恭介」

　片目を瞑つぶって『帽子屋』は誘さそいをかける。

「日取りはそっちに任せる、俺が抱えた依より代しろ以外は二人ともダウンしているしな。だが付き合え、絶対に。『ウミガメもどき』だの『編み物のヒツジ』だのとぶつかったって今さら実にならねえ。アンタとじゃなけりゃつまらない」

「断ると言ったら」

「構わんよ」

『ハンプティダンプティ』とは違った対応だった。

　ただし、

「その場合は一生借りを感じたまま生きていけ。卑ひ屈くつに頭を下げてへらへら笑って墓の下まで頭を押おさえ続けられてろ。城しろ山やま京きよう美みにビヨンデッタ、誰だれが助けてやったと思ってやがるんだ、んん？」

「あ」

　そんな風に思わず声を洩もらしていたのは、へたり込んだままのビヨンデッタだった。自分が何かの背中を押してしまった。そういう事実に気づいた顔だった。

　恭介はゆっくりと息を吐はいた。

　そして首を横に振ふってから、正直に白状した。

「そこを突つかれると弱い」

「ハッハ!!　それで良い、恩人のリクエストに従って恩人を殺しに来るなんてねじれた真似まねはアンタくらいにしか即そく断だんできねえよ！　やっぱりお前が最高だ、お互たがいの時計の文字盤ばんはメチャクチャのマーブル模様なのに、何故なぜかピタリと待ち合わせの時間に同じタイミングで現れるっていうか」

　いつでも良いと言ったが、決して楽観はできない。

　それはまるで、医師から宣告された余命の後も生き残ってしまったような感覚。

「じゃあ恭介」

　逆にどこまで保つのか誰だれにも担保のできない未来。

　いつかどこかで、確実な絶ぜつ壁ぺきに阻はばまれる事が決定済みの人生。

「『その時』を、お楽しみに」

　ランキング一位。

　史上最強の狂きよう人じんは、片目を瞑つぶって皆みなの列車を地じ獄ごく行きのレールへと切り替かえていく。
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　一五人の子供達をまとめる『大人達』は、それぞれ独特の社会生活基き盤ばんを形作るモノを基準に、実験対象である検体に干かん渉しようを試みていた。

　つまりは学校、病院、軍隊、刑務所、その他色々。

『帽子屋』がいるのはまるで巨きよ大だいなサイコロの内側だった。

　一辺は正確に一五メートルの、ただただ正確な立方体。壁かべ、床ゆか、天井、その全すべては完全に規格統一化された白一色で、ガラス状の素材の裏から透すかしてライトを浴びせているため、照明機材さえ表には出ていない。扉とびらについても同様で、職人技の寄よせ木ぎ細ざい工くのようにドアの隙すき間まがピタリと埋うめられている事と、中から開けるためのノブがついていない事も合わさって、注意深く観察しなければどこに出入口があったかすぐに見失ってしまう有り様だ。

　前後左右どころか上下の概がい念ねんさえ崩くずしにかかるような、不自然極きわまる異形の景色。

　まるで合成映像用のスタジオセットか、あるいは古い時代の精神病院の一室か。

　まさに例外の中の例外。

　社会生活の中で人の心を育てていく『箱庭』全体の指針を意識しながら、敢あえて全すべて取っ払う。ではそれらを奪うばったら何が起こるのか、という完全に倫りん理りを見失った指針で作られた、異形の空間だった。

　中央に立つのは浅黒い肌の男、アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

　狂きよう気きの帽子屋を冠するに相応ふさわしい機材を、彼はヘルメットのように小こ脇わきに抱えていた。

　どこから、というより空間全体が震ふるえるような格好で『大人達』の声が届く。

『では今日も始めよう、アルベルト』

　こんなものはインカム一つで十分なはずなのに、わざわざ遠く離はなれた別室から肉声をここまで届けている。いわゆる伝声管というヤツだ。聴ちよう診しん器きと同じ理り屈くつで、金属製の管を伝う形で音の振しん動どうを伝えている。

『シルクハットを被かぶったら、こちらが任意のタイミングで実験を開始する。いつも通り、君にはタイミングを伝えないからそのつもりで』

「ああ」

　分厚い合金の潜せん水すい服ふくにあるような物々しい真しん鍮ちゆう色いろの輝かがやき。シルエットこそ山やま高たか帽ぼうに似ているが、その正体は頭部全体を完かん璧ぺきに覆おおい尽つくし、五感のほとんどを封ふう鎖さしてしまうための大おお仰ぎような目め隠かくしだ。

『シルクハット』の正面には大きなガラスのレンズが一つ。集音孔こうは左右に一つずつ。実際に被ってみると、まるで望遠鏡を逆さに見るように景色がひどく遠くに、小さく見える。

　しかしこの帽子の真価はそこではない。

　ゼンマイと歯車の力を借りて、目と耳は定期的に封鎖されるのだ。

　例えば三秒に一回だけ『窓まど』が開くとすると、被ひ験けん者しやはその景色を必死で覚えて、頭の中に焼き付けた写真のような記き憶おくを頼たよりに体を動かすしかなくなる。

　その間にも現実世界の時計の針は刻一刻と進んでいる。

　三秒ごとに一回『窓』が開き、その都度その都度で動きを修正していく被験者は、言ってみれば疑似的に三秒遅おくれの世界を体感しているような状じよう況きように近くなる。

　では『時間のズレ』を使って、一体どんな実験を行うのか。

　大仰な『帽子』を被り、アルベルトの五感が封鎖された直後だった。

　四方の壁かべがそれぞれ一部分スライドし、外からプロテクターと警棒で武装した男達が入り込んでくる。その数は二〇人以上。伸しん縮しゆく式しきの警棒と言っても長さと重さを考えれば金属バットよりも危険な武器だ。

　だがアルベルトは銀製のブラッドサインすら取り出さなかった。

　分厚い帽子で頭部を完全に覆ったまま、一つ目レンズの男は手前に差し出した右手の人差し指で軽く誘さそった。

　吐はき捨てるように彼は言う。

「お行ぎよう儀ぎ良過ぎて狂くるってるぜ、飼い犬」

　直後に全方向から同時に警棒が唸うなりを上げた。

　だが『三秒遅おくれの世界』の中で『帽子屋』は身をひねる。ステップを踏ふむ。ぐるりと腰こしを回して縦たてに横にと振ふり回される警棒を軽々と避よけていく。いいや、それに留とどまらない。交差するように抜ぬき手が刺さし込まれ、振り上げた踵かかとが落ちる。鈍にぶい音が連続し、最さい先せん端たんの耐たい衝しよう撃げき素材で守られているはずの男達の意識が次々と刈かり取られていく。

　当然、『帽子屋』には全すべてが見えている訳ではない。

　視界を確保するためのレンズも、音を拾って伝えるための集音孔こうの金属管も、ゼンマイと歯車の力を借りて三秒ごとにしか開かない。

　つまり、等とう間かん隔かくの点と点しかない。

　それでもアルベルトに一発も当たらないのは簡単で、

「限られた映像から間を埋うめりゃあ良い」

　まるでスポーツ感覚。

　いいや、『帽子屋』はこの部屋をリングでもスタジアムでもなく、テーブルクロスと呼んでいた。という事は、その上に載のっているのはもはや獣けもの以下の食材に過ぎないか。

「筋肉や骨格の可動域、今ある重心の乗せ方から未来にどこへ向かうか、目線や指先、表情筋の強こわ張ばりから見る思考の先読み。頭のネジをちょいとひねってリソースを解放してやれば、時間は盗める」

　ルイス＝キャロルの一節を意識しているのか、いないのか。

　元々童話に出てくる『帽子屋』は時系列を無視した狂きよう気きのお茶会に永遠の少女を誘う役割を持っているのだ。

　伝声管越ごしに、『大人達』の感心したような呆あきれたような声が響ひびき渡わたる。

『脳波は変わらないな。……安定して振り切れてる、計測するのが馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらいに』

「召しよう喚かん儀礼はこんなもんじゃねえ」

　狂人は嗤わらう。

　日常的に暴力を振るいながら、彼は嗤える。手が飛び足が唸り、分厚いプロテクター越しにも困こん惑わくと恐きよう怖ふが覗のぞける食材をごっそりと食い散らかしていく。

「『花弁』やスポットの位置、『白しろ棘とげ』の弾だん道どう計算、今呼び出している被召物マテリアルの特性に、一〇〇手先に敵が何を呼び出しているかのシミュレート、そこで勝つために必要なコストと『音域』、何もかもが計算だ、計算の塊かたまり。狂っていなくちゃついていけないくらいにな」

　常人には、膨ぼう大だいな被召物マテリアルを全て覚えるだけでも手一杯だろう。

　ましてどこからどこに繫つないで、それが妨ぼう害がいされた場合はどちらに迂う回かいさせて、相手のコストと『音域』と『花弁』とスポットの状じよう況きように合わせて変化させていくか、千でも万でも足りないパターンを網もう羅らし、実際に体を動かして正確に叶かなえていくなどと言ったら夢のまた夢だ。

　だが届く。

『帽子屋』は常人なら狂くるうような領域を悠ゆう々ゆうと歩く。

　そんな彼の姿は、周りにいる全すべてを吞のみ込んでいく。

　ある種の精神状態は、同じ空間に同居する人間にも共鳴するように伝でん播ぱするという。

　集団心理の一つである。

　だから『大人達』は直接『帽子屋』と顔を合わせないのかもしれない。

　気がつけば、白い空間に立っているのは彼だけだった。

「つまんねえな。おい、もっと時間をくれてやっても構わねえ。五秒間かん隔かくか、一〇秒間隔か。世界なんてそれくらい遅おくれていてちょうど良い」

　ふむ、と。伝声管が思案するような呻うめきを洩もらした。

　そして再び四方の壁かべが切り抜ぬかれ、設定された刺し客かく達が押おし入ってくる。

　ただし今度はプロテクターで守られている訳ではない。

　サイバーフォビア、というからにはエレクトロニクスとは別べつ枠わくだろう。生身の五体満足の他に、明らかに人工物と思おぼしき蟲むしの羽や大おお鋏ばさみ、バッタの後ろ足に複眼状のゴーグルなどを備えた異形の一群が『帽子屋』を取り囲んでいく。

『もしもそうした複雑な計算を、たった一つの公式で論破できるとしたらどうするね？』

「例の女王か、くだらねえ」

　吐はき捨てるような言葉だった。

　そこまで便利な存在はいない、と否ひ定ていするためではない。

　続けて彼はこう言ったのだ。




「そんなもん、あるとすりゃあ俺おれが手に入れるのが順当に決まってんだろ」




　真っ先に。

　誰だれよりも早く。

　先人全てが到とう達たつせずに失敗したか、部分的に到達してしまって失敗したか。

　そんな狂える道に、また一人。

　挑ちよう戦せん者しやは悠々と挑いどんでいく。
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　ズボン付きの手術衣を着た恭きよう介すけは『箱庭』の外円、開発者や警備員など『大人達』が支配するエリアまで足を運んでいた。とはいえ、誰だれかを訪問するのが目的ではない。

　引き金となったのは極きわめてシンプルな言葉だった。

『わっ、私が守ってあげます』

　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

　誰よりも抗あらがい、誰よりも術中にはまってしまった一人の少女。

『「帽子屋」が何だって言うんですか。私はお姉ちゃんなんですからね！』

（……何をやっているんだ、僕ぼくは）

『本来の目的』から軌き道どうが外はずれている事は自覚しつつ、しかし手足は正確無比に動き続ける。『人工霊れい場じよう展開中の召しよう喚かん師しや被召物マテリアルはカメラやセンサーから消える』という条件のためだろう、『箱庭』の中は意外なほどにデジタルなセキュリティ網もうが少ない。その分、各種の扉とびらには職人気質の『機械では再現できない』錠じよう前まえが取り付けられている事が多いが、恭介にとってはさしたる障害にならなかった。一枚のドアにいくつの錠をぶら下げていようが、二本の手と一〇本の指で迅じん速そくに開錠していく。

　目的の部屋は『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミスと関わりの深い『大人達』の研究室だった。狂きよう人じんの実力は小細工抜ぬきに確かなものだが、裏打ちするためには協力者が必要だ。その技術や言動に強く影えい響きようを与えている人物から切り込むのが手っ取り早い。

　これは恭介とアルベルトの問題だ。

　ビヨンデッタが迂う闊かつに首を突つっ込めば、ただでは済まないのは目に見えている。

　だから、その前に。

「……、」

　小さく息を吐はいて、最後の錠前を外した。

　分厚いドアを縦たて一列ずらりと縛いましめる錠は全部で二桁けたに届く勢いだったが、所要時間は五分とかかっていなかった。

　ノブにはホテルにあるような札が掛かけられていた。

　ドントディスターブ。『箱庭』風に意訳するとこうだ。

　無断侵しん入にゆうは警告せずに発はつ砲ぽうする。

「……構うものか」

　ドアを薄うすく開けて中へ潜もぐり込む。

　信楽しがら真ま沙さ美みの『診しん察さつ室しつ』とは大分趣おもむきが違ちがう。こちらはどちらかと言うと金属関係の実験室の方が近い。旋せん盤ばんにプレス台、各種の大型工具など、おおよそ人体に向けて使うようなものとは思えない物品が所ところ狭せましと並べてある。壁かべには防ぼう塵じんマスク、小天井には特とく殊しゆな分厚い洗せん浄じようフィルタ付きの空調設備。どうやらこの密みつ閉ぺい空間で本当に金属加工を行うつもりらしい。不用意に吸い込めば肺に溜たまる、大量の金属粉ふん塵じんが舞まうのが前提の造りになっている。

　鍵のかかった戸と棚だなは二つ。だがガラス戸の中の資料を見るまでもなく、恭介は当たりをつけていた。

（……歩行や仕草、立ち振ふる舞まいから『家族』と『他人』を切り分ける仮説か）

　顔認識などで有名な画像解かい析せき技術の中に、歩き方の特とく徴ちようから個人を識別する研究がある。二本足で立って自然と体重を傾かたむけるだけで、指し紋もんや虹こう彩さいのような『個の特徴』が浮うかび上がるものらしい。理由は先天的な骨格や筋肉の付き方と、後天的な環かん境きよう学習によるもの。つまりどちらも『家庭』が大きく関わっている事になる。

　となると、

（数値通りのバランスで全身の筋肉を制せい御ぎよする事で『家族』を誤認させる研究。または意図して外はずす事で異物扱あつかいされるかを確かめる実験。金属加工に比重が傾いているのは、家族の絆きずなとは曖あい昧まいで形のない心や情ではなく筋や骨、ハードウェアに依い存そんすると考えているからか。参考例として、サイボーグじみた義手や義足を組み上げているのかもしれない）

　実験風景を頭に浮かべる。台座に固定した人工物の手足の艶なまめかしい動きを見て、これを家族のように身近に感じるか否いなかをひたすら繰くり返す日々。あるいはこれらで身を固めた者達と衡突という名のコミュニケーションでも取っているのか……。あの『帽子屋』と協力者らしい、なかなかにサイケデリックな光景だ。

　だがそこから転じて、アルベルトが正確無比に己の肉体を操る術すべを獲かく得とくしたのも事実だろう。それに絶大な空間把は握あく。目で『見て』家族を認識する研究の副産物と言える。

（ただし……）

　これだけだと、『帽子屋』が召しよう喚かん儀ぎ礼れいに固こ執しつする理由としては足りない。

『家族』の完成を放り出してでもランキングボードに比重を置いた『きっかけ』となる何かがあるはずだ。当人、またはその周りの人物に。

「……、」

　改めて錠じようのかかった戸と棚だなに向かう。

　そういう形のノブなのではと誤解しかねないほどあっさりと開錠してガラスの戸をスライドさせる。

　戸棚の片方にはハンディ式の無線機があった。最低限の連れん絡らくを取り合うためのものだろう。だが驚おどろくべき事に振しん動どう板ばんが年代物の蓄ちく音おん機きと繫つながっている。通信記録は二〇〇年以上前に使われた蠟ろう管かんに刻んでいるのだ。ここまで行くとデジタル嫌ぎらいより恐怖症サイバーフオビアに近いかもしれない。

　そしてもう片方。中にあったのは、一見して切手コレクション用のホルダーファイルのようなものだった。やはりデジタル排はい斥せきの流れ。切手サイズの一枚一枚の材質は、古い写真のネガのようだった。そして大量のデータを圧縮しているものの正体は、

「マイクロフィルム……？」

　暗号方式がどうこうというより、この時代ではそもそも接続機器を調達できないので中身を見られる心配がない。幽ゆう霊れいがちらちら画面の端はしに映っているらしい噂うわさのミュージッククリップをＶＨＳのビデオテープで手て渡わたされてしまったような気分だった。

　恭きよう介すけは少し考え、それから大量の工作機械が並ぶ室内をぐるりと見回す。

　壁かべの防ぼう塵じんマスクを手に取り、

「作れば良いか」

　宣言通りに実行した。

　基本的には廃はい材ざい用のボックスから得たものだけで作ったが、違い和わ感かんを拭ぬぐえないようなら電気火災を装って適てき当とうに小火ぼやを起こせば良い。電気系統トラブルの元は、『ハンプティダンプティ』や『帽子屋』が『箱庭』全体を揺ゆさぶってくれたおかげですでにある。

　結果手元にあるのは、オモチャの顕けん微び鏡きようみたいなデバイスだった。

　切手状のマイクロフィルムを俎そ上じように載のせて下から光を当て、レンズを覗のぞき込む。一いつ般ぱん的てきに圧縮率は四〇倍前後。つまり切手一枚で手帳一ページ分、ホルダーファイルの一枚でおよそ一冊分、その全ページで本ほん棚だな一つが埋うまり、戸棚の全すべてを合わせれば図書館が丸々収まる計算だ。

　こう並べればさぞかし凄すごそうに聞こえるかもしれないが、デジタルならば切手の四分の一ほどのマイクロメモリに図書館を賄まかなえるし、ワードを打ち込めば全文検けん索さくに五秒とかからない。

　この戸棚から望むデータを瞬しゆん時じに引き出せるのは、どこに何を焼き込んだか頭に叩たたき込んでいる当人だけだろう。つくづく不便さを盾たてに取ったようなやり口だった。何も知らない側からすれば、万に達する専門書に相当する情報量を端はしから端まで目を皿のようにして確認していくしかない。

　だが恭きよう介すけは意に介かいさない。

「さて」

　まず一〇枚ほどのマイクロフィルムを速読で数秒ずつ眺ながめて頭に叩き込むと、そこから持ち主の趣しゆ味み嗜し好こうをプロファイルし、『どこに何を焼き込んだか頭に叩き込んでいる当人』の思考パターン、判断基準を自身の中に構築していく。それこそ四桁けたの暗証番号を今すぐ決めてくださいと迫せまられたら反射的に何を押おすかを見み極きわめられるほどに。そしてその作業が終わると戸棚に並べられた背表紙のないホルダーファイルの中から一冊を引き抜ぬく。目的の一冊、目的の一ページ、目的の一枚。最も秘ひ蔵ぞうでありながら最も頻ひん繁ぱんに閲えつ覧らんする、お気に入りのマイクロフィルムはどれか。

　類るい推すいし、自作のマイクロリーダーに嚙かませる。

　一発で引き当てた。

「……これは」
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「やり過ぎです」

『大人達』の一人、シュシュを使って長い黒くろ髪かみをポニーテールにした信楽しがら真ま沙さ美みは開口一番そう切り出した。防音の応接室、そのガラステーブル越ごしに向かい合うのは瘦やせぎすの体形に似合わない、作業用の分厚いつなぎを纏まとう男だ。

『教授御ご前ぜん』と同格の伝説を持つ男。

『冒ぼう瀆とくインスピレーション』。

「飽浦あくらさん、あなたも『箱庭』の目的はご存じのはずです。いえ、雇やとわれの私が問い質ただしているこの状じよう況きようがもうおかしい。召しよう喚かん儀ぎ礼れいや未いまだ偶ぐう発はつ的てきにしか確認のされていない、厳げん密みつな意味でのトルネードの発生条件のように未解明な『白き女王』はあくまでも一五人に対するストレステスト、一つにまとめた『家族』が試練や災難を受けてもバラバラにならないかを試すための題材でしかなかったはずです。なのにこの状況は本筋から逸それている」

「……反論なら山ほどあるが、まずはそちらの意見をまとめて伺うかがおう。二度手間は避さけたい」

「叶かなわなくて良いんです」

　胸元に下げた銀のホイッスルを細い指先でいじりながら、白衣にタイトスーツの美女はそう告げた。

「『白き女王』には手が届かないくらいでちょうど良い。人はどれだけ石いし垣がきを積んでも天の太陽は摑つかめない。でもその途と上じようでかつてないほど大きな塔とうを築き上げられる。女王の意義はそれだけあれば十分のはずでしょう？　今回の争いで立て続けに敗北を繰くり返した『ジャバウォック』は昏こん睡すい状態、生き埋うめにされた依より代しろのアイリスも予断を許さない状況が続いています。下げ手しゆ人にんの『ハンプティダンプティ』も『帽子屋』の手傷のおかげでメンタルは壊かい滅めつ寸前にあると言って良い」

「……、」

「『箱庭』の目的は、何ですか？　世界を平和にし、人類を一つに束ねるという本筋を破壊するようであれば、そんな脇わき道みちは今すぐ切り捨てるべきではないのですか」

　そもそも信楽しがら真ま沙さ美みは、最初に掲かかげられた一五兄姉弟妹計画さえ成功するとは思っていなかった。

　どんな計画であれ、俎そ上じように載のせられたのは世界から切り捨てられた一五人の子供達だ。

　適てき当とうなところで机き上じようの空くう論ろんは叶わないと思い知らせ、用済みとなった子供達はこちらの手で回収すれば良い。そうすれば世界から取り残されたまま朽くち果てる事も、杜ず撰さんな計画の倒とう壊かいに巻き込まれて押おし潰つぶされる事もなく、彼らに第二の『まっとうな』人生を与えられる。そういう気持ちで潜もぐり込んでいただけだった。

　このシステムは冷れい酷こくなだけで優しさがない。

　だからそれを与える。そういう部品になる。

　なのにどうだ。

　何も知らない子供達を召喚儀礼に関わらせ、一いつ般ぱん人じんの視界から外はずれただけで忘れられる召喚師にされただけでも業腹。まして人の手で御ぎよする事のできない『白き女王』を目指し、閉へい鎖さ空間で共食いさせるなど言語道断だ。

「何が本筋で、どれが脇道か」

　だが飽浦あくら大たい咲さくという男には、『冒ぼう瀆とくインスピレーション』には、全まつたく届かなかった。

　世界の眺ながめ方、根本的なアプローチ方法が違ちがい過ぎた。

「考え方はそれぞれだろうが、私は対立もまたコミュニケーションの一つだと考えている。雨降って地固まるという訳だな。逆に対立を恐おそれて行動を抑よく制せいする構造など、真の『家族』とは言い難がたいのではないかね」

「……、」

　本音のぶつけ合い。そう言えば聞こえは良いだろう。

　だがそれは、一つ屋根の下で凶きよう器きを握にぎって殺し合うような関係だとしてもイエスと言えるか。

「それに」

　もはや不快感を隠かくそうともしない信楽真沙美に、飽浦大咲もくつくつと笑う。

「もっと根本的に、私は『白き女王』という方法論に間違いはないと考えている。つまり建前ではなく、偶ぐう発はつの中にしかなく未いまだ発生条件の定かでないトルネードを訳知り顔で語るのでもなく……真しん剣けんに『未み踏とう級』の頂点を手中に収める事がだ」

「……本気で言っているんですか？」

「神話の神々を超こえる者。その『未踏級』の中でもさらに最強の座をほしいままにする女王。それは完全な象しよう徴ちようだ。六〇億人でも七〇億人でも一つに束ね直せるほどの。であれば、操そう縦じゆう方法を手に入れるために一五人を使うというのは間違ってはいまい。何しろ『箱庭』とは、一五人を観察して全人類に還かん元げんするプロジェクトのはずなのだから」

「できる訳ない。……いいや、やってはならない！」

「もちろん普ふ通つうに挑いどめば。だが万全の足あし掛がかりがあれば垂直の壁かべも踏とう破はできるものだ。君は内円にあるギャラリーを覗のぞいたかね」

　一五人の一人、『ハートの女王』辺りが足しげく通っているスペースだ。彼女のコスプレ衣装の元となった『白き女王』に関する絵画や彫ちよう刻こくなどの資料がまとめられているはずである。

　だが、カメラやセンサーなどまともな記き憶おく装置に保存できない、そもそも正面から目もく撃げきした人間さえほとんどいない『白き女王』の資料があれだけ集まっているのがすでにおかしいのだ。まず女王をその目で収め、絵画や彫刻などの媒ばい体たいなら残る事を経験で知り、かつ女王の持つ記号性や象徴性を正確に盛り込む腕うでがなければ成立しない。

　そんなもの、もはやたった一冊で国家や大陸を支配する聖典や経典に等しい情報量だ。

　信楽しがら真ま沙さ美みは低い声を搾しぼり出していた。

「……つまり寄き贈ぞう主ぬし、パトロンがいたと？」

「『極ごく彩さいミュージアム』と呼ばれる人物だ。戦せん闘とうよりもオーパーツや聖せい遺い物ぶつの蒐しゆう集しゆうに興味を示していて、その範はん囲いは人体であっても構わないらしい。神しん秘ぴを宿していれば、生身だろうが遺体だろうがな」

　くつくつと笑いながら、作業つなぎの男は気軽に答えた。

「向こうも向こうで広大な実験場を欲していた部分もある。何しろ『白き女王』関連は平和主義者の目がうるさい。こういう『建前』でもなければ研究を始めた途と端たんに総そう叩だたきされるからな」

「馬ば鹿かが！　それじゃあ単に計画を横から乗っ取られているだけじゃあ……!!」

「私はな」

　コンコン、と飽浦あくら大たい咲さくはガラステーブルの天板を指で軽く叩たたいた。

　正確には、そこに置いてある信楽真沙美の携けい帯たい電でん話わを震ふるわせ、意識させるように。

「こんなものに地球人類が支配されるなんてのは真まっ平ぴらなのだよ。これが、世界を埋うめ尽つくす前に、手を打ちたい。人工霊場の中で召しよう喚かん儀ぎ礼れいの関係者はあらゆるカメラやセンサーから消えると知った日には狂きよう喜きしたものだったが、まだまだ足りない。人は、もっと強くなる必要がある。こんなものに世界を覆おおわれて、考えるふりをするだけの肉にく塊かいにならないように」

「……、」

「足りないのだ、一五人では。家族ごっこから有用なデータを抽ちゆう出しゆつしているだけでは間に合わないのだよ。大きな富は得られるが、それを全人類へ還かん元げんする前にこんなものが世界を埋め尽くしてしまう。それを防ぐためなら私は何だってする。どんな事にも手を染める。何しろここは分かり切った破は滅めつから人類全体を救うため、一五人を消費する施し設せつなのだからな」

　言い終えると同時だった。

　ゴゴンッッッ!!!!!!　と、『箱庭』全体が揺ゆさぶられた。

　まるであの時の焼き増しだ。じわじわと胸むねに嫌いやなものが溜たまる信楽しがら真ま沙さ美みに、作業つなぎの狂きよう人じんはこう締しめくくった。

「『帽子屋』のアルベルトは、私の創つくった最高傑けつ作さくだ。故ゆえにあれは届く、頂点の中の頂点に。この『箱庭』は、孵ふ化かを待つ卵であれば良い」

「殻からが破れれば、自らもまた亀き裂れつに吞のまれると分かっていてもですか」

　言葉に、飽浦あくらは首を傾かしげた。

　そして『冒ぼう瀆とくインスピレーション』は言った。

「それが何か問題かね？」
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　恭きよう介すけはマイクロフィルムに焼き付けられていた資料に目を通していた。

　秘ひ中ちゆうの秘、トルネードのように大きくそびえながらも偶ぐう発はつの存在でしかない『白き女王』を確実に呼び出すどころか、現世に縫ぬい止め、自在に操るための方法論。

　思わず奥おく歯ばを嚙かみ締める。

　それでも言葉が溢あふれるのを止められなかった。




「……ボロボロの穴だらけじゃないか」




　ありえない。これでは成立しない。確かに机き上じようの空くう論ろんとしては筋道が通っている。だがブラックホールの定義を口で説明できたとして、ブラックホールを作り出せるか。ビッグバン仮説をぼんやり頭に浮うかべたとして、ビッグバンを起こせるか。ここに刻まれているのは、そういう事だった。間ま違ちがった内容は書かれていないが、かと言って実用段階の設計図とはとても言えない。こんなものに従って実作業に入ったところで、良くて煙けむりの一つも出ない総スカン、悪ければ適てき当とうな爆ばく発はつ事故で命を落とすだけだ。

　これが最高の頭脳？

　世界中から集められた『白き女王』に最も近い者達？

　改めて恭介は思う、本当に『箱庭』は必要なのか。女王完殺という目的をここで果たす意義はあるのか。ビヨンデッタや京きよう美み達を巻き込んで、誰だれも知らない最終戦争を行うのに相応ふさわしい環かん境きようなのか。『真の実力者達』が関わらなければ、彼らは女王に惹ひかれながらも一生表世界のレールから外はずれる事のできない、欲求不満ではあるけれど真っ当な人生を謳おう歌かしておしまいだったのではないのか……？

　そんな風に思っていた矢先だった。

　その震しん動どうはやってきた。

「……、っ」

『ハンプティダンプティ』や『帽子屋』の時と同じだ。おそらく震源は中央の模も擬ぎ戦場、元げん凶きようは召しよう喚かん儀ぎ礼れいを用いた模も擬ぎ戦。いいや安全基準含ふくむ根底の基き盤ばんとなる理論が成立していない以上、それは遊びのつもりの実戦と捉とらえた方が良い。

　部屋には戸と棚だなが二つあった。

　マイクロフィルム保管庫とは別のもう片方、大量の蠟ろう管かんと古い蓄ちく音おん機きが収められた方から変化があった。蓄音機の蠟管がひとりでに回り、接続されたハンディ式の無線機から放たれる音声を拾い始めたのだ。




『模擬戦場で「一五人」の突とつ発ぱつ戦せん闘とうを確認、上に対応を求める！　具体的には「帽子屋」アルベルトと「チェシャ猫ねこ」ビヨンデッタ。これは把は握あく済みか、否いなか!?　このまま静観で本当に構わないのか、どう見たってランクが違い過ぎる！　今度こそ人死にが出るぞ!!』




　思わず舌打ちした。

（早過ぎる……!!）

　経けい緯いについては明白だ。ビヨンデッタは『恭きよう介すけを守る』と言っていた。

　今から練習用のブラッドサインを握にぎって模擬戦場に向かうか。いいやそれでは遅おそい。『帽子屋』は『ハンプティダンプティ』の煙えん幕まく作戦のような奇きをてらう召しよう喚かん師しではなく、純じゆん粋すいに一つ一つのスペックが高い。おそらく決着まで数分とかかるまい。今から電動カートを呼びつけて急行したところで間に合わない。

　そもそも現状、『箱庭』の依より代しろは三人。

　その内の一人は『ジャバウォック』と組んだ末に『ハンプティダンプティ』側からの猛もう攻こうを受け、未いまだ医い療りよう室しつのベッドの上。残る二人は『帽子屋』とビヨンデッタが占せん有ゆうしている。

　つまり。

　たとえ駆かけつけたとしても恭介は召喚師としての力を振ふるって加勢できない。

　ビヨンデッタを助けられない。

　そうこうしている間にも、蓄ちく音おん機きと繫つながった無線機が最悪の報告を続けてくる。

『緊きん急きゆう要よう請せい！　模擬戦場の非常ゲートの閉へい鎖さを申請したい、許可を!!　「帽子屋」は現在「未み踏とう級」に到とう達たつしたが、未いまだに「花弁」を集める手を止めようとしない。あれはさらに上を狙ねらっている。前回は壁かべの一部が剝はく離りした。今回はどこまで広がるか分からんぞ!!』

『未踏級』のさらに上。

　そんな存在はいないはずだ、普ふ通つうに考えれば。

　だが普通なんて枠わくを取り除のぞいて頭を働かせれば、一つだけ答えが浮うかび上がる。

『おそらくは「白き女王」だ!!　ヤツは本当に手が届いた、本当に目の前に出てくるぞ。あんなものを呼び出される前に封ふう鎖さしたい!!』

「……、」

　意図してクールに努めた。

　だが駄だ目めだった。

　無線の内容が事実なら、ビヨンデッタは死ぬ。召喚儀ぎ礼れいのルールなんて話ではない。理論上の話で進めていこう。あの頂点の中の頂点が伝え聞いた通りの力を持つならば、防護円に守られている内は死なない、なんて条件すら危ういと見るべきだ。あらゆる前提を放り投げて限界以上まで想像の翼つばさを羽ばたかせても、なおイメージの限界のその先に位置する『それ』。何が起こるか予測して小さな部屋に鍵かぎを掛かけても、大きな家ごと極大の竜たつ巻まきで吹ふき飛ばされるのでは意味がない。

　できる事は何もない。

　確実な悲劇の到来を計算できても、打破するための道筋が見えない。

　間に合わない。

　ひとたび『白き女王』が現れれば、被召物マテリアルはもちろんビヨンデッタ当人も破は滅めつする。

「いや」

　そこで、恭きよう介すけはふと顔を上げた。

　自作のマイクロリーダーに挟はさみ込んだままのマイクロフィルムに目をやる。

　確かに『帽子屋』の手で『白き女王』を呼び出されれば終わりだ。それは、到とう達たつした時点で勝負が確定すると言われる最強の中の最強なのだから、そこからビヨンデッタが逆転する可能性は万に一つもない。一方的にやられておしまいだ。

　だけど、この中にもう次へのヒントがある。

　そう。

『帽子屋』の手で『白き女王』を呼び出されれば。

「いや」

　もう一度、ズボン付きの手術衣を着た恭介は部屋をぐるりと見回した。

　数々の工作機械を眺ながめ、切手サイズのマイクロフィルムに収められた不備だらけの方法論を思い浮うかべて。

　思う。

　まだ自分にやれる事もあるかもしれない。

「……、いや」

　大事の前の小事なのかもしれない。

　元々全すべては茶番劇で、『白き女王』の完殺計画が全てにおいて優先されるべきなのかもしれない。どのみち、縫ほう界かい召しよう喚かんで女王を現世に縛しばり付けてから戦争が始まれば、この『箱庭』は地じ獄ごくと化す。ビヨンデッタが死ぬのは早いか遅おそいかの違いでしかなく、そんな些さ事じのために完殺計画全体を危うくさせるのは間ま違ちがっているのかもしれない。

　そう分かっていても。

　どうしても。

　城しろ山やま恭きよう介すけには、自分から可能性の芽を潰つぶしにかかる事がどうしてもできない。

（……間に合わせるとも）

　その小さなモンスターは、急速に思考を巡めぐらせる。

　たった一つの答えを得るために。

（ビヨンデッタを見捨てずに、女王の完殺にも差し障さわりのないように。そんな風に帳ちよう尻じりを合わせれば寄り道したって構わないだろう!!）
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　薄うす皮かわ一枚めくった向こう側。

　壁かべ一面を無数の薄型モニタで埋うめ尽つくした暗がりの部屋で、『真の実力者達』の一人、『ガバメント』を治める召しよう喚かん師し、アワード四よん桁けた到とう達たつのゴスロリ着物少女『ヒューマニズム』は小さく笑っていた。

「……わらわ達も願っているのだよ」

　あるいは模も擬ぎ戦場の惨さん状じようを。

　あるいは『大人達』の醜しゆう態たいを。

　あるいは非情に徹てつしきれない青い少年を眺ながめながら。

「ここまでお膳ぜん立だてしても、なお全すべて失敗する可能性を。『白き女王』に近い危険な心性の持ち主を世界中からかき集めて一ヵ所に放り込んでも、なお不発に終わる。それはつまり、わらわ達が思っているよりも世界は未み熟じゆくで、放っておいたくらいでは誰だれも女王には届かない。そんな安全な時代を証明されたようなものだからのう」

　傍そばで聞いていた高級スーツを着き崩くずす男が舌打ちした。

『イリーガル』の頂点にしてアワード０、『百害の王オープンブラフ』だ。

「くだらねえぜ……。周りが望み通りに動かないから私は悪くありませんってか？　事前に布石を打っておけば、悲劇が起きてもテメェだけは善ぜん人にんポジションを守れるって寸法だろうが」

「そう。哀かなしい事に、実際にはそうはならない。絶対に『箱庭』の中にかの女王は召喚される」

　ふう、と少女は息を吐はいて。

　そして正義の支配者は冷れい酷こくに言い切った。

「何故なぜならその時のために、不発に終わった際の強きよう烈れつな再点火材料として……城しろ山やま恭きよう介すけ。お主を『箱庭』へ投入したのだからな」
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『箱庭』の中心点、模擬戦場は地じ獄ごくの様相を呈ていしていた。

　人数は関係ない。もしもここに一万人いれば一万人が死に、一億人がいれば一億人が死んでいただろう。

　実際には赤と白のチェス盤ばんのような床ゆかに立つのはたった二人。

『チェシャ猫ねこ』ビヨンデッタ＝シロヤマと『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

　依より代しろについては、それぞれ『箱庭』専属の三人の内、活動できる二人を分け合って契けい約やくを結んでいる。

『帽子屋』は鉄の処女にも似た拘こう束そく具ぐに包まれた依代。

『チェシャ猫』はトゲだらけの拷ごう問もん椅い子すにも似た車椅子に腰こし掛かける依代。

　双そう方ほう共に、再契約に次ぐ再契約で心身に変調をきたさないよう、大量のプラグを全身に接続して反動を無理矢理押おさえ込んでいた。

　そんな依代達も、今は異形の怪かい物ぶつへと身を変じている。

　被召物マテリアル。

　練習用のブラッドサインを必死に握にぎり、『白しろ棘とげ』を使って正確に『花弁』を打ち込み、被召物マテリアルを『神格級』まで錬れん成せいさせたビヨンデッタも、決して悪くない腕うでだっただろう。そもそも『神格級』とはつまり神話の神々そのものだ。古代王朝が国を挙げての一大祭典を催もよおし一〇〇〇人規模の生いけ贄にえを捧ささげたところで確実に舞まい降りるとは限らない高次存在のはずだ。それを個人の力で呼び出し使役するという事は、つまり古代王朝に単たん騎きで挑いどめる実力の保有者と見て構わないはずなのだ。

　今回の場合は『神格級』の音域『中音』、コスト７。ユピテルの額より完全武装した乙女の姿で現れ古代都市ローマを守護した処女神。

　だが駄だ目めだ。

　相手が悪過ぎた。

　大量の銀貨を縦たてに重ねて一本の金属棒と化したブラッドサインを操る『帽子屋』は、気を抜ぬくと鼻歌すら洩もれてしまいかねない心境だった。そして傍かたわらに立つのは『未み踏とう級』。神々のさらに奥おくにいる存在。

『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』。

　ボロボロに錆さびた車くるま椅い子すへ病的に蒼あおざめた肌はだを持つ瘦そう身しんを預けた女性。紫むらさきの布を要所に巻きつけた体の内、わずかに腕うで一本、指の先をついっと持ち上げる。

　それだけで『死』が席巻した。

　放たれた紫の光条が世界を斜ななめに切り裂さき、女神の持つ盾たてをバターのように裁さい断だんする。それ自体が石化の女じよ怪かいの首をつけた、独立した伝説を持つ一品さえ、いとも容易たやすく。

「きゃああっ!!」

　サイドを縛っただけの手術衣を纏まとうビヨンデッタは必死に声を抑おさえようとし、しかしどうにもならず、外から搾しぼり出されるように甲かん高だかい絶ぜつ叫きようを放ってしまう。

　ぎゅっと心臓を鷲わし摑づかみにされるような感覚に襲おそわれながら、それでも乱れる呼吸を整えて、何とかして敵を睨にらみ付ける。

　怖こわい、確かに怖い。

　だけどここで立ち向かわないと、この怖いのがよそへ向けられる。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。弟『役』の彼の元へ。

　だから。

　だからっ!!

「……つまらんな」

　冷れい酷こくな声が、遮さえぎった。

『帽子屋』が酷ひどく、本当に酷く、冷めた目でビヨンデッタを見み据すえていた。誰だれが見ても狂きよう人じんのくせにどこまでも真まっ直すぐな、誰にも覗のぞき込めない深しん淵えんを眺ながめるようなその瞳ひとみ。

　見み据すえているのは、単に『花弁』や『白しろ棘とげ』の行方ゆくえだけではないだろう。

　もっと根本的な何かを捉とらえて、言こと霊だまが放たれる。

「お前はまともであっても、それだけだ。当たり前のくせに当たり前に終始して、そこから一歩もはみ出ない。安っぽい。響ひびかない。はっきり言おう、付き合うだけ損をする。そんな気分だ」

「なに、を……」

「狂きよう気きが足りないって言っているのさ。それはもう圧あつ倒とう的てきに。俺おれ達はカミサマとやらを踏ふみ台にしているんだぜ。その奥おくで待つ存在さえ手を伸のばして使役しているんだ。こんな冒ぼう瀆とくがあるかよ、まともなんて範はん囲いのはずがねえだろ。ここまで来てまだ正気が通じるなんて信じているのが一番の狂気だぜ。それも圧倒的に退たい屈くつで実にならねえ、最悪につまらん狂気だ」

　一つの言葉の中で狂気を褒ほめたりけなしたり、二つ以上の意味が重複している。

　おそらく真意は『帽子屋』にしか分からないだろう。

　いいや、

「あいつだけだ」

　もう一人の可能性を、乱れた金きん髪ぱつのアルベルトは示し唆さしていた。

　ビヨンデッタという少女の尊厳を徹てつ底てい的てきに突つき放す格好で。

「城山恭介。あいつだけが嚙かみ合う、何故なぜだか同じ場所に立って理解ができる……」

「っ!!」

　ビヨンデッタは反射的に動いていた。

　もはや精せい密みつな計算で勝利の道筋を描えがいているのではなく、ただただ意地の張り合いだった。

　だがどうにもならない。

　どこへ『白しろ棘とげ』を打ってどんな音域の『花弁』をスポットに入れても、彼ひ我がの差は縮まらない。そもそも『神格級』と『未み踏とう級』では文字通りに桁けたが違ちがい過ぎる。『帽子屋』が先に到とう達たつしてしまった時点でビヨンデッタは即そく敗北のはずだったのだ。にも拘かかわらずそうなっていないのは、彼女の実力によるものではない。

「ここまでやってもお前はついてこられるか」

　アルベルトの方が遊んでいるのだ。

　望む『花弁』を全すべて手に入れ、一つの力ある名前を完成させるために。

「俺は『白き女王』、頂点の中の頂点に手を伸ばすぞ。狂った理論の中だけでなく、この整然とした現実に狂気を持ち込む。トルネード、災害さえパーティに加えて。それでもやっぱりお前は喰くらいついてくるのか!?　なあ恭きよう介すけよお!!」

　ガカッ!!　と稲いな妻ずまのような勢いで『帽子屋』から『白棘』が放たれた。

　もはや妨ぼう害がいなどしている余よ裕ゆうもなかった。

　ただただ、置いていかれたビヨンデッタはその行く先を目で追い駆かけるしかない。原初の壊し歌と共に『帽子屋』が獲かく得とくした『花弁』の数は二一。それもランダムではなく、頭文字から末まつ尾びまで、たった一文字も順番を違たがえず正確にスポットへ叩たたき込んでいく例外中の例外。

『規定級』を一〇〇体、『神格級』を五〇体。

　そんな積み重ねの条件を無視してダイレクトに望む被召物マテリアル、求める『未み踏とう級』を召しよう喚かんするための恐おそるべき方法論。

　そしてその未踏級の中でも、さらに奥おくの奥。

　偶ぐう発はつ的に呼び出してしまう事はあったとしても、実戦の中で計画的に呼び出せる絶対の法則がまだまだ見えない存在。

『未踏級』音域なし、コスト21。

　低音、中音、高音、全すべて同一数であるため、本来であればペナルティの『漆しつ黒こくの顎あご』を呼び出してしまう危険な布ふ陣じん。

　だがそれこそが真の正解。描えがき出される血の真名は一つ。




『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。




　神話の神々である『神格級』の、さらに奥に潜ひそんでいるとされる『未踏級』。

　その『未踏級』の中でも、さらにさらに頂点の中の頂点と称される、それ。

　呼び出された時点で決着。

　完全な勝利の体現者。

　未いまだ『神格級』の域から出る事もできないビヨンデッタは、目の前が真っ暗になっていた。自分がぎゅっと両目を瞑つぶっているのか、それ以前に意識が落ちかかっているのか。それすらも混乱する頭では判断がつかない。

　そして。

　そして。

　そして。




「……な、に……？」




　無限に引き延ばされたような体感時間の中で、そんな戸と惑まどいの声が聞こえた。

　そして一いつ瞬しゆんを延長しているのではなく、本当に実時間が動いているのだと、丈の短い手術衣のビヨンデッタはようやく遅おくれて気がついた。

　何も起きていない。

　かの女王の猛もう威いはやってこない。

　真っ暗だった視界が開けていく。完かん璧ぺきに作業を終えたはずのアルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミスこそが、最も呆あつ気けに取られた顔で『紫し電でんの淑しゆく女じよ』へ目をやっていた。

「俺おれは完成させたぞ……」

　どうしようもない理り不ふ尽じんへ。

　手の届かなかった最強へ訴うつたえるように、狂きよう気きの『帽子屋』は叫さけぶ。

「なのに何故なぜ応じない!?　『白き女王』!!」
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　答えは単純だった。

『……お主の言う「縫ほう界かい召しよう喚かん」とは、呼び出した被召物マテリアルを現世に繫つなぎ止め、首に鎖くさりをつけるための技法に近い。それはひとたび接続すれば、あらゆる手順をすっ飛ばして異界からの即そく召喚を可能とする。さながら、釣つり針ばりを引っ掛かけた魚を湖に放しておくようにのう』

　派は遣けん前にゴスロリ着物の『ヒューマニズム』が言っていた言葉だった。

『そしてお主が呼び出している最中は、その被召物マテリアルは自らの意思で退去する事も、世界の裏側で他の召喚師に呼び出される事もない。完全に現世に繫ぎ止め、独どく占せんできるようになる。……つまり、それを使って理論の中の「白き女王」を呼び出せば、少なくともヤツはトカゲの尻尾しつぽを切って逃にげる選せん択たく肢しを失う。完全に殺すための第一歩、という訳じゃ』

　つまり。

　だから。

「……、」

　古い蓄ちく音おん機きに繫がったハンディ式の無線機から矢や継つぎ早ばやに飛んでくる報告を耳にしながら、恭きよう介すけは工作機械に命を吹ふき込んでいた。部屋の主が必死で書き留とめていた杜ず撰さん極きわまりない穴だらけの理論を自分の頭で次々に埋うめていき、そして手を動かす。誰だれも見た事のない悪あく魔まの道具に形を与え、無む垢くな世界を染め上げるようにリリースしていく。

　穴だらけの理論をわざわざ埋めた理由は単純だ。

　恭介独自の理論だけだとかえって高度過ぎる。この場にある材料だけで組み立てられなくなる。だから部屋の主のやり方、レベルにわざわざ合わせた。

　それは、全体で見ればバスケットボールよりも小さな機材だった。

　四角い木き枠わくの台座に、上に乗るのは無限に広がる水面をイメージさせる真円の銀ぎん盤ばん。木枠の中は複雑精せい緻ちな歯車の集合体で、さながら永遠に奏かなで続けるオルゴールにも近い構造だ。

　分かるまい、それが絵本の中の幻げん想そう、泉の精せい霊れいにすがったものだと。

　理解できまい、ただ呼び出されて戦うだけの被召物マテリアルと対等の関係になりたくて始めたに過ぎないという事など。

　何でこうなったと恭介は思う。

　問いかけに、かつて実力者達はこう言った。

『現世と異界の双そう方ほうを恐きよう怖ふと混乱で支配するかの女王を完全殺害できれば、お主の夢もまた叶かなうじゃろう。頭を押おさえられている全すべての被召物マテリアルを解放する、という意味では』

　息を吸って、吐はく。

　覚かく悟ごを決める。

　四角い木き枠わくの側面にあるゼンマイに手を掛かけ、そして回す。

　永久機関にどうしようもない命を吹ふき込んでいく。




　そしてあらゆる手順をすっ飛ばした。

　少年は、ついに純白の閃せん光こうと邂かい逅こうする。




　古い蓄ちく音おん機きと繫つながった無線機からは、混乱し錯さく綜そうする報告が垂れ流されていた。

『っ!?　なん、だ……。ミスショットじゃない、だけど「白き女王」は出てこないぞ。やっぱり不ふ可か侵しんの存在だった、と……？』

『一〇分が経過、人工霊れい場じようは解かい除じよされた』

『「帽子屋」、「チェシャ猫ねこ」、共に生存を確認。これでもまだ不ふ干かん渉しようは継けい続ぞくか!?　止めるなら次の励起手榴弾インセンスグレネードを投げられる前の今しかない、指示を仰あおぐ!!』

　こちらで先に独占した。

　だから『帽子屋』がどれだけ神かみ憑がかった腕うでを持っていても、『白き女王』はもう呼び出せない。対たい峙じするビヨンデッタが脅きよう威いにさらされる事もない。

　完かん璧ぺきな結果だった。

　だがいちいちへたり込んで安あん堵どの息を吐いている場合ではなかった。

　いる。

　目の前に。

　流れるような銀の髪かみを頭の左右でツインテールにした少女。恭きよう介すけよりも頭一つ分以上大きく、そして蠱こ惑わくなどという陳ちん腐ぷな言葉の域を超こえたボディラインを見せつける、それ。服装は純白一色、ウェディングドレスをさらに肉にく抜ぬきして華か美びに整え、要所に銀のアクセサリを足したような服装。

　何が、どれが、という話ではない。

　頭の先から足の裏まで全部が全部、真っ白な光を凝ぎよう縮しゆくして形を与えたような少女。

『規定級』、『神格級』、『未み踏とう級』ときて、その『未踏級』でもずば抜けた頂点に位置する存在。唯ゆい一いつ王座をほしいままにする、最強の中の最強。摂せつ理りを超えた被召物マテリアルをもってして、『でもこれには勝てない』という枠わくや制限を与えるモノ。

『未踏級』音域なし、コスト21。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　現世と異界、双そう方ほうのバランスを崩くずし無む尽じん蔵ぞうの混乱と悲劇を生み出す災さい禍かの核かく。

『箱庭』というスタジオセット、一五兄姉弟妹きようだい計画という茶番劇、縫ほう界かい召しよう喚かんという起き爆ばく剤ざい、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力を束ねる『真の実力者達』の集結……その全すべての先に立つ最大最強の獲え物もの。

　女王完殺。

　城しろ山やま恭きよう介すけがここにいる理由。

　防護円もなければ傍かたわらに依より代しろもいない。手元にはブラッドサインも励起手榴弾インセンスグレネードもない。いいや万全であったとしても切り抜ぬけられる保証はない。そう、切り抜けるだけでも。まして恭介個人で撃げき破はするとなれば難なん易い度どはさらにさらにさらに跳はね上がっていくはずだ。

　理解して。

　全身から汗を噴ふき出して。

　もはや合理的な思考を維い持じするので精一杯の恭介に対し、

「───に、……え……」

『それ』が、口を開いた。

　妖よう艶えんや蠱こ惑わくでは表現しきれない。無む垢くな赤子や枯かれた老人であっても、一目見ただけで心臓の中心から衝しよう動どうを引きずり出されかねないほどの圧あつ倒とう的てき誘ゆう引いん力りよくを持つ美び貌ぼう。

　だがそんな外見に反して、『それ』は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべる。んにゃーっ☆　などという擬ぎ音おんが似合いかねない勢い。まるで初めて遊園地にやってきた小さな子供が、三六〇度全てを驚おどろきで埋うめ尽つくされたかのような顔で。




「あにうえ！」




　むぎゅう！　と変な音と共に城山恭介の視界が消えた。

　頭一つ分以上大きな女性に抱き着かれ、その胸むねに顔が埋まったのだと。

　流石さすがの彼も状じよう況きようを理解するのに二秒以上かかった。
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　　　時系列不明の幸せな記憶　一







　プール。

「……、」

　ハーフパンツに似た水着を穿はいた恭きよう介すけは、しばしその圧あつ倒とう的てきな光景を眺ながめていた。

　相変わらずだが、『箱庭』のスケールはとんでもない。五〇メートル級のプールを中心に、そんな巨きよ大だい設し備せつを投じてもなお圧あつ迫ぱく感かんを感じない高い大天井と、広いプールサイド。窓まどの一つもないのに開放感で満たされる辺り、本当にここが地下に作られた空間なのかを疑いたくなるほどだった。

　問題の屋内プールは競技用にレーンが分かれたものでも、アミューズメント施設にあるようなサーキット状に折れ曲がった輪の形をしている訳でもない。

　丸い。

　直径五〇メートルもの円形の水の鏡があり、中の水もまたゆったりと縁ふちに沿う形で人工的な流れを作っていた。

（……ようは効率化か）

　恭介はそんな風に分ぶん析せきしていた。

　水に恒こう久きゆう的てきな流れを作ってしまえば、後はマグロの養よう殖しよく場じようと同じだ。『泳ぎ続けないと死ぬ』マグロが有限に区切られた柵さくの中で永遠に泳ぎ続けられるのと一いつ緒しよで、限られた空間で数十キロ単位の遠泳と同じプログラムを組み込める。

　後は衛生環かん境きようもあるだろう。緩ゆるやかな渦うずを作っておけば、プールの縁にフィルタを用意するだけで水の中の不純物を全すべて集めて漉こし取ってくれる。サイクロン式の掃そう除じ機きでも思い浮うかべれば分かりやすい。

（一直線ではなく、緩ゆるやかなカーブを描えがくように泳ぎ続けるのもまた、それはそれでコツがいりそうだけど）

「何をぼんやりしているんです？」

　後ろから声がかかった。

　更こう衣い室しつで男女バラバラになっていたはずのビヨンデッタだった。

　彼女はピンク色を基調にした、ビキニというよりもひらひらのついたワンピース型水着を分断したようなセパレート式の水着を纏まとっていた。

「ひょっとして水が苦手とか？　だったらなおの事、準備運動はしっかりしないと。後こう悔かいしてからでは遅おそいですよ。ふふーん、何だったらお姉ちゃんが手伝ってあげましょうか、お姉ちゃんたる私が！」

「へえ、そうなの」

「……な、何で生温かい目でこっちを見るのか説明を……ううん、やっぱりいいや。なんか聞いたら聞いたで折れそうです……」

　挙きよ動どう不ふ審しんになりながらも、ビヨンデッタは濡れたプールサイドに小さなお尻しりをぺたりと押おし付けて、細い足を左右に開いていった。体は柔やわらかいようで、両手の手先を足の指の方へ伸のばすたびに上体が奇き麗れいに折れ曲がる。

「恭きよう介すけ」

　後からやってきたコスプレ少女の京きよう美みは完全にレジャームード一色らしく、白いワンピース型の水着だ。こんな時にも白いツインテールのウィッグは手放せないらしい。

　そして脇わきに抱えているのは……何だ？　ピンク色の反そり返った抱き枕まくらみたいなもの。表面にフラミンゴの顔が描かいてあるが、分類的にはバナナボートをコンパクトにした感じなのかもしれない。

　もう片方の手には、表面にハリネズミのイラストが描えがかれたビーチボールがあった。

（『ハートの女王』の球技大会だっけか。ハリネズミがボールでフラミンゴがラケット……）

　そんな恭介をよそに、準備運動を続けるビヨンデッタが総そう括かつして叫さけぶ。

「卑ひ猥わいですわ！　記号が!!」

「うるさいムッツリ深読み娘、反り返った棒と膨ふくらみ切った玉ならどっちが良いー？」

　何か知らないがビヨンデッタが顔にビーチボールを押し付けられてわたわたしている。

「更こう衣い室しつ、迷わなかった？　ロッカーの鍵かぎとか極刑モノでクセがあったでしょ」

「ああ、そういえば単に鍵を回すだけじゃなくて、奥おくに押し込みながらやらないとロックがかからないんだっけ」

「ちえ、知ってたか。泣なき付いてきたら手取り足取り教えてあげようかと思っていたのに。あ、モチこっちの女子更衣室の方でね」

「……、」

「そんな顔しなーい。同じ『家族』だもの、それに恭介くらいの歳としならノーカンでしょ。その特権は失ってから嘆なげいても遅おそすぎるのだっ！　そんな事よりとりゃー!!」

　京美はケラケラ笑いながら円形の巨きよ大だいなプールに縮小版バナナボートを投げ込み、後から水に流れがあるのを思い出したのだろう。勝手に遠ざかるフラミンゴのボートを追って、準備運動もしないで飛び込んでしまった。

　その、あちこち躍やく動どうする肌はだを眺ながめながら恭介は思う。

　素そ朴ぼくな疑問だった。一五兄姉弟妹きようだい計画が進んで『家族』の絆きずなとやらが増してくると、『そういうの』も気にならなくなってくるのだろうか？　一いつ緒しよにお風呂に入ったり、同じ布団で眠ねむったり。日々の成長が目で分かる京美のボディラインを見ていても、いまいちピンとこなかった。

　そして恭きよう介すけは膝ひざに両手を添そえて屈くつ伸しん運動しているビヨンデッタの方に目を移す。

　いっそ不毛なほどメリハリのない彼女を見て少年は言った。

「まあビヨンデッタならあんまり気にならないかな」

「何かものすごく失礼な事を考えていません？」

　準備運動を終えたビヨンデッタもビヨンデッタで、京きよう美みを追い駆かけるように円形の巨きよ大だいなプールへ向かう。

　馬ば鹿かでも分かると思うが、念には念を入れて恭介は口を開いた。

「危ないよ」

「何を言っているんです、お姉ちゃんたる私がっ、私の方が恭介の手を取ってバタ足を教えてあげ……どぶっ!!」

　プールへ足からダイブしたビヨンデッタがそのまま消えた。

　恭介は思わず額ひたいに手を当てそうになる。

　高校生クラスの京美にとって胸むねの辺り……ちょうど良い深さなら、恭介やビヨンデッタにとっては顔まで水に沈しずむレベルの危険な水深になっているはずだ。しかも疑似的に遠泳と同じ効果をもたらすため、決して侮あなどれない流れがついている。海ほど明確な波がある訳ではないので、感覚的には『足のつかない急流に落っこちた』ようなものだと思えば良い。

　つまりいったんパニックに陥おちいると自力でのリカバーは難しくなる。

　京美の方も気づいたようだが、例のフラミンゴのバナナボートが災わざわいした。水の流れの力をもろに受けるため、オールなしでビヨンデッタの元まで近づくのは至難らしい。

「ああもう」

　機械的に呟つぶやき、そして恭介もまたプールサイドから跳とんだ。

　引き結んだ唇くちびるの間からわずかに入り込む水は、真水ではなかった。ほんの少しだけ塩しお辛からい味が交ざっている。舌がひりつくほどではなく、スポーツドリンク程度のものだ。

（……『涙なみだの湖』か）

　それもまた、ルイス＝キャロルの記号の一つ。

　人間の細さい胞ぼう液えきは真水とも海水とも違ちがう。生理食塩水に合わせておけば、それだけ疲ひ弊へいせず能率的に水中訓練ができるという話なのだろう。

　実際の川と違って凹おう凸とつのある川底や岩の塊かたまりなどで水流が複雑に編み込まれる事はない。あくまで均一な流れなので、勢いに乗るのは難しくなかった。もがき続けるビヨンデッタへ迅じん速そくに近づき、背中側から両腕うでを回して立ち泳ぎで水面へ引き上げようとする。

　が、ここで予想外な事が起きた。

　こういう時だけ無む駄だに優すぐれた敏びん捷しよう性せいを発はつ揮きするのか、ビヨンデッタがいきなりこっちに振ふり返ったのだ。そして死にもの狂ぐるいで真正面から抱き着いてくる。それはもうなりふり構わず、まだまだ未成熟な体をぐいぐい押し付け、両腕どころか両足まで絡からめてくる形で。

　言ってみれば丸太にしがみつくような格好に近いが、恭きよう介すけ側の身動きも封ふうじられかねない。救助者が二次被ひ害がいに遭あう典型的なパターンとも言えた。

（今塞ふさがれているのは、両腕うでと腰こし回まわりだけ。足が動かせるのは救いか）

　間ま抜ぬけな状じよう況きようだが、死の際きわであるのは事実。

　が、恭介は機械的に現状を把は握あくすると、両足の動きだけで姿勢を維い持じし、水面から二人分の顔を突き出す。

「ぷはっ！　あうあうあうあう!!」

「ビヨンデッタ」

「ううううぐぐぐぐー!!」

「ビヨンデッタ、心配はいらない。僕ぼくは手を離はなさないから、ひとまずそっちの両足からほどいてみようじゃないか」

　返事はなかった。

　むしろより強く、彼女は恭介の胴体全体を縛いましめるように手足の力を強めていく。

　理性的に条件を並べても聞き入れる状況ではないらしい。両手が使えれば頭か背中でも撫なでてみたところだが、生あい憎にくとビヨンデッタのホールドにがっつり捕つかまっている。

　水の中で心音を重ねたまま、しばし立ち泳ぎで漂ただよっていると、ようやくバナナボートの京きよう美みと合流した。彼女がこちらに近づいてきたのではなく、プールサイド近くで踏ふみ止とどまっていた彼女の元へ恭介達が流れてきたといった方が正しい。

「やー、ごめんごめん。私もパニクっちゃって対処が遅おくれた。極刑モノだわ。そうよね、ボート捨てて普ふ通つうに歩いていけば良かったのに」

「ひとまず何ともなかったよ」

「それは何より。まあ聞いた話じゃビヨンデッタは水に沈めても一五分間は息を保っていられるっていうし、そこまで深刻とは思っていなかったけどね」

　さらっと人類の上限を超こえた発言が飛び出してきた。

　つまり彼女はボクシングで一五分間連続インファイトの猛もうラッシュも、一五分間連続で短たん距きよ離りスプリント級のラストスパートも朝あさ飯めし前まえという訳だ。無酸素運動の領域ではまさに独どく壇だん場じようである。

　が、京美が気になったのはそこではないらしい。

　彼女は相変わらずバナナボートにしがみついたまま、

「にしても、恭介。アンタ随ずい分ぶん珍めずらしい泳ぎ方を知っているのね」

「？」

「それは軍隊式の泳法じゃなかったかしら。両足の力だけで浮ふ力りよくを確保し、両手で掲かかげた装備を水に濡ぬらさずに渡と河かするための」

　恭介は迂う闊かつに答えなかった。

『大人達』から学んだと言ってしまうのは簡単だが、京きよう美みがその全員にヒアリングして誰だれも泳ぎを知らなければ、ここから致ち命めい的てきな亀き裂れつが入りかねない。

　女王完殺。

　大おお仰ぎような『箱庭』を一枚めくった向こう側を見られる恐おそれがある。

「それよりビヨンデッタを何とかして。こっちの体力も無限じゃない」

「おっと、そりゃそうだ。私のボートに案内しますか。ほらビヨンデッタ、足がつかないならこっちにいらっしゃーい」

　京美が言っても、肩かたを摑つかんでも、ビヨンデッタは全まつたく動かなかった。

　唯ゆい一いつの安全地帯を取られると思っているのか。

　いいや、頭で考えてどうこうというより、体の方が言う事を聞かないのだろう。

　肩に顎あごを乗せる形で真正面から密みつ着ちやくしている関係で、まるで耳元で囁ささやくようにビヨンデッタの唇くちびるから洩もれる葛かつ藤とうが恭きよう介すけに聞こえてくる。

「（……うううこんなはしたない男の子の体を股またで挟はさんでしがみつくなんてありえないでも怖こわい足がつかないの怖い恥はずかしいのに離はなせないうぐぐぐぐー！）」

　どうやらまだ一いつ緒しよにお風呂に入れるほど、人工的な『家族』の絆きずなとやらは完成に至っていないらしい。

　むしろそっちの方が自然でホッとするが。

「すごいわね、岩場に張り付く貝みたいにべったり」

　フラミンゴのバナナボートの上にいる京美が感心半分呆あきれ半分といった調子で呟つぶやいていた。

　よしよーし、と彼女がビヨンデッタの頭を撫なでても大した変化はない。未いまだにパニックは継けい続ぞく中だ。

「じゃあしょうがない。かくなる上は極刑モノの魔ま法ほうの言葉に頼たよりますか」

「？」

　恭介にも把は握あくできないフレーズだった。

　京美は意地の悪そうな笑みを浮うかべて囁く。

「ほらビヨンデッタ、大義名分ができて嬉うれしいのは分かるけど、あんまり露ろ骨こつにうすーい胸むねを押おし付けて抱き着いていると心音の高鳴りが恭介にバレちゃうわよー？」

　ボッ!!　とひっついているビヨンデッタの体温が露骨に上昇するのを恭介も体感した。

　ビヨンデッタの中で恐きよう怖ふよりも別の感情が上回ったのか、慌あわてたように少年の胸むな板いたへ両手を当ててぐいっと引き離はなし、

「だっ誰が!?　誤解ですそんなの！　あと薄うすくな……がぼっ!!」

「「ああー……」」

　当然と言えば当然。

　急に支えを失って再び沈しずんだビヨンデッタを眺ながめ、恭きよう介すけと京きよう美みは同時に息を吐はいた。

　水の流れに従い、二人して救助活動を再開させていく。
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　　　　１




　あれから一月が経過していた。

『ちょっと恭きよう介すけ』

『箱庭』内円、中規模の映画館のようなその大部屋で、白地にピンクのラインの宇宙服越ごしにくぐもった女性らしき声が響ひびく。中身は北欧系の美人らしい、との話もあるが、さて真相はどうなのか。

『例の「女王」、放ったらかしにしてないでちゃんとあなたが面めん倒どう見てあげなさいよ』

「……別に僕ぼくの『モノ』じゃないんだけど」

『あなた以外コミュニケーション取れないでしょ。私達じゃ何話しかけたってんにゃー笑いであにうえあにうえしか返してこないし。あの化け物、あいうえおも理解してないでしょ』

　思わず恭介は前まえ髪がみをくしゃくしゃにする。

　服装は薄うす手での手術衣ではなく、赤と黒のＴシャツとハーフパンツだった。どこかのサッカークラブのユニフォームらしい。機能性があれば十分、といつまでも手術衣だった恭介を見た『ハンプティダンプティ』や『ドードー鳥』が彼をウォークインクローゼットに引っ張り込んで、ならもっと機能的であれば問題あるまいと言わんばかりに何着も押おし付けてきたものの一つだ。

　そう、恭介は彼らと交流を持ち始めていた。

　ビヨンデッタや京きよう美みとの輪の中にいた時は人間味のない、いっそ記号じみた『姉弟』だと感じていたが、格好こそ奇き抜ばつであっても、いざ言葉を交わせばどこにでもいる普ふ通つうの人と違ちがいはない。

「ちなみに問題の女王は……？」

　小さく息を吐はいて恭介が尋たずねると、答えたのは一〇歳の彼よりさらに幼い少女だった。城しろ山やま純じゆん理り。『侯こう爵しやく夫人』などというカードを引き当てたためか、思いっきり無理して妖よう艶えんな西洋喪も服ふくを纏まとっている。しかも帯おび紐ひもを交差させて、背中に赤ちゃんの人形をおぶっていた。

「キッチンの奥おくで背せ伸のび格かく闘とう中。ああ、西ブロックのね。あれだけのスペックがあっても戸と棚だなの上のポテチが取れなくて涙なみだ目めになる事があるみたい。でも健康の事を考えると口に入れない方が良さそうなので手伝ってもあげられない辺りが帯に短しタスキに長しだよね」

「微び妙みように使い方間違っている。ああもう、前は空っぽの浴よく槽そうの中でひっくり返って出られないとかやっていなかったか」

　とてもじゃないが最強の中の最強、『未み踏とう級』の頂点とは思えない動きだ。

　だが、さも当然のような口くち振ぶりでクラウディア＝シロヤマが自然の摂せつ理りを語る。

『あの化け物はね、恭介に助けに来て欲しくてやっているのよ。だから颯さつ爽そうと駆かけつけてあげなさい、彼女だけのナイト様』

　どこまで本気か分からないが、一度も見た事のない『癇かん癪しやく』でも起こされて大暴れされたら大問題だ。冗じよう談だん抜ぬきに『箱庭』全体が崩ほう落らくして全員生き埋うめもないとは言い切れない。

　呆あきれ返った恭きよう介すけは、ややあってこう口を開く。

「それじゃ行ってくる」

『おう。男の子はそうでなくっちゃあね』

　けらけらと笑い声を響ひびかせながら宇宙服が返した。

　こんな風に笑い合えるなんて、思ってもみなかった。

　それは白地にピンクのラインの宇宙服を纏まとう『ハンプティダンプティ』だけではない。全体の話だ。どこか、これまでの『箱庭』とは雰ふん囲い気きが違ちがう。リレクティブグラフ、一五人の絆きずなを測る指標となる折れ線も乱れが少なく穏おだやかで、前より距きよ離りが縮まっている。一面を覆おおい尽つくすピリピリとした空気が消えている。理由、いや契けい機きは明らかだ。

『白き女王』の出現と、固定。

　恭介は大部屋を出る直前、ホームシアターなどとは比べ物にならない大スクリーンへ目をやった。明かりが点ついているためぼんやりと輪りん郭かくを失った画面には、しかし明確に人名のリストがずらずらと並べられている。

　毎度お馴な染じみのランキングボードだった。

　だがもはや、『箱庭』の一五人はそちらにさして注目しない。

「……、」

　世界は、意外と壊こわれない。

『白き女王』が出てきた瞬しゆん間かんにガラガラと音を立てて崩くずれていく訳でもない。

　それが新しん鮮せんで、不気味で、爆ばく発はつすると思っていた同じ部屋の不ふ発はつ弾だんを眺ながめるような気分だった。爆発されては困るのに、爆発しないのも心が不安定になる。

　ざわざわした気持ち。

　さながら吊つり橋ばし効果のように、それは恭介に様々な感情の波をもたらしていく。

「恭介君」

　そんな少年の耳に、淑しとやかな大人の女性の声が届いた。

　振ふり返ると、白衣にタイトスーツの開発者がこちらに近づいてくるところだった。

『教授御ご前ぜん』、信楽しがら真ま沙さ美み。『ガバメント』所属の開発者。

「どうしたんですか、こんな所で」

「いや」

　恭介と同じ角度から模も擬ぎ戦場へ目をやった信楽真沙美だったが、やがて彼女はこう呟つぶやいた。

「良い事だと思います」

「？」

「どんな形であれ、争いが一つなくなったのなら。それは素直に認めてあげるべきだと思いますよ、たとえ周りがどう言おうともね」

「……、」

「あはは、『あの子』が出てきてからは私の授業コマを取ってくれる子も少なくなってきて寂さびしいんですけどね。律りち儀ぎに通ってくれる恭きよう介すけ君だけが心のオアシスです。ではー」

　笑って言って、彼女は立ち去っていった。

　恭介はしばらく動けなかった。

　どんな形であれ、争いが一つなくなった。

　白。

　かの存在がそうした。

　ランキングはあの日を境にぴたりと更こう新しんをやめていた。

　つまり誰だれ一人として模も擬ぎ戦場で模擬戦など行っていなかった。

　女王への到とう達たつ。

　別のアプローチで目的が果たされた以上、巨きよ大だい施し設せつはセミの抜ぬけ殻がらかドライフラワーのようにその名残なごりを風に揺ゆらすだけであった。

　ここはもう、争いのない世界。

『家族』同士で戦う必要のない平和な世界。
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　ひょっとしたら、前提が間ま違ちがっているのかもしれない。

『白き女王』は無む尽じん蔵ぞうの破は壊かいとバランス崩ほう壊かいをもたらす存在とは限らないのではないか。

　そう、今のこの状じよう況きようのように。

　扱い方さえ正しければ、女王は争いを止めて人を救ってくれるのではないか……？
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　Ｔシャツとハーフパンツの恭介が食堂に面した問題のキッチンに入ってみると、七歳の『侯こう爵しやく夫人』が言ったのとはちょっとだけ状況が変わっていた。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　掛かけ値なしに人類の最終兵器であるツインテールは戸と棚だなの上のポテチを諦あきらめ、その場にへたり込んでわんわん泣ないていたのだ。

「えーん」

　まるで『それ』しか言えないように。

　何かの封ふうでもされているように。

「うえーん、あにうえ、あにうえええ……」

　そして恭きよう介すけが入ってくると、何かのスイッチが切り替かわったように新しい言葉が溢あふれ出してくる。あいうえおを理解した口くち振ぶりへと変化していく。

「あっ！　あにうえ!!」

　直前までの大おお粒つぶの涙なみだは何だったのか。

　幼おさな子ごそのものの全力全開の笑みで、立ち上がる事すら億おつ劫くうに体を床ゆかに引きずり回して恭介の方へすがりついてくる。

「どちらへ行っていたのでございますか!?　あとわたくしはクアトロチーズ味を食べてみたいです。あの白いぱりぱり！」

「……、」

　───女王を殺せ。

　───現世と異界、双そう方ほうのバランスを突つき崩くずす争乱の元げん凶きようを完殺しろ。

「一体どうしたんだ、×××」

「あのね、あのですね……」

　恭介のハーフパンツ、その腰こしの辺りにがっつり両りよう腕うでを回したまま、『白き女王』は首を横に振った。

　それはもう猛もう烈れつに。

「みんなが意地悪するのでございます」

「？」

「恭介に迷めい惑わくをかけるなって。最強の中の最強がこの程度で躓つまずくはずがないって。全部自分でやれって。くだらないごっこ遊びでキモチノワルイ愛あい想そうを振り撒まいていないで、最強の力を見せてみろって」

　ぐずぐずと鼻を鳴らして。

　恭介でもやらないような、分かりやすく唇くちびるを尖とがらせて。

「……お前は一五人じゃないんだから、『家族』にはなれないって。人間とは寿じゆ命みようが違ちがうんだから、ずっと一いつ緒しよにはいられないって。召しよう喚かん師しと被召物マテリアルは同じ場所には立てないって」

　───そのために全すべてを騙だませ。

　───信しん頼らいを勝ち取り、自由を得て、たった一いつ瞬しゆんの奇き跡せきに至る道を繫つなげ。

「あのね×××、そんな風にはならないよ」

「本当に？」

「ああ」

「本当の本当に、あにうえはどこにも行かないのでございますか？」

　泣き腫はらしてすっかり目元を赤くした少女の顔を見上げて、小こ柄がらな少年は一度だけ頷うなずく。決意も思考も何もない、さも当然の事を改めて確認するような気軽さで。

「僕ぼく達はずっと変わらないよ。僕はどこにも行かないし、×××の側そばに立ち続ける。そんなに心配なら、一つ約束をしようではないか」

　Ｔシャツにハーフパンツの少年は右手の小指を差し出した。

「？」

「僕達の間ではこうやって約束を交わすんだよ。指切りげんまんって言って」

「一体どんな効力を持つおまじないなのでございますか、あにうえ」

「うん」

　───だからそれは、最初の時点から破は綻たんしていた約束。

　───噓うそをつかないという宣言の時点で、すでについていた噓。




「もしも約束を破ったら、自分の指を切り落とすっていうおまじないだよ」




　小指と小指を絡からめて。

　椅い子すを使って戸と棚だなの上の菓か子し袋ぶくろを一つ取ってやると、それだけで最大最強の存在はその場で小さく飛び跳はねて全身で喜びを表現していた。

「あにうえっ！　じゃあじゃあ一いつ緒しよに食べましょう。わたくしパーティ開きというのをやってみたいのでございます！　こう、こうして、袋の後ろを縦たてに開くやり方で……」

　完かん璧ぺきに笑った。

　完璧に付き合った。

　完璧に話の花を咲さかせた。

　全部終わって、いつまでもついてこようとする『白き女王』に部屋で待っていろとリクエストを飛ばして。

　その背中が消えたところで、恭介は小さく息を吐はいた。




　ゴンッッッ!!!!!!　と。

　己の頰ほおを拳こぶしで殴なぐる音が、『箱庭』の通路いっぱいに響ひびき渡わたった。

　人間とはまことに理り不ふ尽じんな生き物で、完璧な事が許せない時だってある。
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　薄うす皮かわ一枚めくった真実。

　無数の薄型モニタを壁かべ一面に並べた薄暗いその部屋で、ゴスロリ着物の少女『ヒューマニズム』はくすくすと笑っていた。

「……青いのう、少年」

　それは明確に嘲ちよう弄ろうするようでいて、しかしどこか哀かなしみの混じった声色。

　獲かく得とくアワード２７９９の怪かい物ぶつは、己の知覚してきた世界の限界まで経験の根を伸のばし、そして予言めいた言葉を放つ。

「『それ』は誰だれもが思う事で、じゃが、『それ』は決して誰にも成し遂とげられん。『箱庭』に来る前から分かっておったはずであろう？」

「けっ」

　吐はき捨てるように言ったのは、組んだ脚あしをどかりとテーブルに載のせた『イリーガル』の王。

「何が『ヒューマニズム』だ。人間賛美を謳うたっている割に、人間って生き物が全まつたく理解できてねえようだな」

「ほう？」

「人間ってのはな、間ま違ちがっていると分かっていても追い求めちまうものなんだよ。理想を。正しさが全すべてとか言って何でもかんでも錆さびた部品みてえに切り捨てられるような機械じゃねえんだ。むしろ俺おれは安心したよ。あのガキ、精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルのセンサーヘッドみてえな眼をしてやがったけど、どうやら『それだけ』じゃねえらしいってのが分かってな」

「その甘あまさは計画に支障をきたす」

「うるせえな。理想を叶かなえて心を失っちまったらそれはそれで破は滅めつの始まりだ」

『ガバメント』と『イリーガル』は静かに睨にらみ合う。

　ぎちりと軋きしむ空気に、周囲のオペレーター達はごくりと喉のどを鳴らす事もできなくなっていた。生き残るためには心臓の音さえうるさいと、本ほん末まつ転てん倒とうな願いさえ抱いだき始める。

　そんな中で、うつらうつらと船を漕こいでいた道服の美女だけが自由を獲かく得とくしていた。

『フリーダム』の主にして、眠ねむりの世界の住人。

「……でも私は、今の状じよう況きようも悪くないって考え、分からなくもないよ？」

　むにゃむにゃと口の中でくぐもらせるような声色で、目元を擦こすりながら彼女は言う。

「だって、『白き女王』は私達人間と違って最強過ぎるからこそ、武器を向けてもジメジメドロドロした感じはしないんだし、それで三大勢力は人間の会話ができるんだもの。自分で攻め込んで自分で壊れたりもしない。やっぱりダメよね、自分達で決めた国境如ごときに縛しばられて手前勝手に区切られる人類って。あーあ、宇宙から巨きよ大だい円えん盤ばんでも襲おそってこないかなあ……」

　どうしようもない意見だった。

　だが自由の支配者は無ぶ遠えん慮りよに横たわる真実を抉えぐり抜ぬいている。

「……、」

「……、」

『ヒューマニズム』と『百害の王オープンブラフ』はそれぞれ視線を外はずす。

　この争いが終わったら、次はどうなる。

　深く静かで、そして重たい命題だった。『どうなっても良い』と最初から匙さじを投げている『フリーダム』と違い、『ガバメント』と『イリーガル』にはそれぞれ守るべきものがある。単純に三つ巴どもえの全面戦争で守り抜けるとも、お涙なみだ頂ちよう戴だいの全面和平で争乱の火種が奇き麗れいサッパリなくなるとも思えない事も。

『白き女王』は憎にくい。だがその存在に支えられたものもある。

「……危険な思想じゃな」

『ガバメント』の代表が、ゆっくりと首を横に振ふった。

　そう思ってしまう事が、すでに強大な引力に魂たましいを摑つかまれ始めている。

　そんな口振りだった。

「確かに、『次の時代』とやらがどうなるかは知らねえ」

『イリーガル』の首領もまた息を吐はき、そして太い葉巻を咥くわえる。




「でもあんな目をしたガキを最前線に立たせる時代とやらは、俺おれ達の代で終わらせてえよな」




　ふっ、という小さな笑みがあった。

　ほとんど眠ねむりの世界に落ちかけていた『完全平へい衡こう』だった。

「ロマンチストだねえ」

「馬ば鹿か野や郎ろう。テメェの理想を掲かかげる事もできねえ人間に、世界の正しさなんて冷たいシステムから背を向ける決断なんかできるかよ」
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「……むにゃむにゃ……」

　Ｔシャツにハーフパンツの恭きよう介すけは食堂で『白き女王』を見かけた。

　というかテーブルに突つっ伏ぷす形で居眠りしている。

　戸と棚だなの上のポテチが取れない女王を助けて『約束』をした経けい緯いがあるからか、ここ最近は厨ちゆう房ぼうや食堂近辺で『白き女王』がうろついている事が多い。快の記き憶おくと結びつけて安心でも得ているのかもしれなかった。

　悪あく魔まが囁ささやく。

　───いい傾けい向こうの、はずだ。作戦内容からも逸いつ脱だつしていない、はずだ。

　───信しん頼らいの獲得は暗殺の始まりというのは紛まぎれもない事実だし。

「……、」

　見た目は神こう々ごうしさを通り越こして長時間目にしていると魂を引きずられそうなほどの美び貌ぼうを持つ『白き女王』だが、ツインテールの髪かみをだらしなく流し、半開きの口の端はしから涎よだれまで垂らしているのを見ると、まるで小さな子供を見ているような気分にさせられる。

　最強の中の最強が風邪かぜなど引くのかは分からなかったが、恭きよう介すけは近づいて『白き女王』の肩かたに手を置いた。

「ほら、起きなって。×××」

　こういう時、攻こう防ぼう共に究極の存在は大変だ。何しろ神々を超こえる存在の一いち撃げきさえ軽くいなしてしまうのだから、人間如ごときが耳元で叫さけんだり揺ゆさぶった程度で『刺し激げき』になるとは思えない。寝ね相ぞうが悪くて寝返り一発で国が吹ふっ飛ぶ……なんて事にならなかったのは素直に感謝するしかないだろう。

「んー」

　だから、『白き女王』の方からそんな声が聞こえたのは、恭介の無む駄だな足あ搔がきとは関係なかったはずだ。

　寝ぼけているというか、何かの反射なのか。

　瞑つぶった目を開く事もなく、ぼんやりと首を振ふって、『白き女王』が間近にあった恭介の人差し指を唇くちびるで咥くわえてしまった。

「……、」

「むー……ふー……」

　白い歯で甘あま嚙がみされ、ぬめる舌の先で指の腹を舐なめ取られる。

　これではもう小さな子供というより、口の前に哺ほ乳にゆう瓶びんを差し出された赤ん坊ぼうみたいだ。

　しばし為なすがままにされて、恭介は首を傾かしげ、それから改めて言った。

「……何してんの？」

「くー、ひゅー……んん？　あにうえ？？？」

　ちなみに『白き女王』はパチリと目を開けた後も、特に恭介の指から口を離はなさなかった。母猫ねこに甘える子猫のような調子のままだ。

「わたくしはお腹なかがすいてしまいましたー……」

「栄養摂せつ取しゆなら錠じよう剤ざいかゼリー飲料が───」

「むーむー！　あにうえ、もっと他に何かないのでございますか？」

「……ふむ」

　正直、恭介はあんまり食に興味がない。『白き女王』を連れて隣となりの厨ちゆう房ぼうの方に入ってみるが、とりあえず目につくのは、

「ああ、缶かん詰づめなんかがあるな」

「却きやつ下かでございます」

「乾かんパンなんかもここ最近は味が大分良くなったって話を聞くし」

「大却下」

　そんな感じで次々反対されてしまう。

　あと残っていて、恭きよう介すけにも手が出せそうなのはこんなものしか残っていなかった。

「しりある、でございますか？」

「ああ、これを大皿に入れて、冷蔵庫の牛乳を注げば出来上がり」

　特に深い意味はなかった。

　どうせ脇わきに撥はね除のけられる候補の一つに過ぎないと考えていた。

　が、『白き女王』は予想外の反応を見せた。

「うん、ならこれで結構でございますわ」

「？」

「へっへへー。あにうえに初めて作ってもらったご飯でございます！」

　作ったも何も、大皿にシリアルと牛乳を入れて銀のスプーンを突つき刺さしただけなのだが、食堂まで待たずにその場でもくもく食べ始めた『白き女王』はどこまでも嬉うれしそうだ。

　なので、Ｔシャツにハーフパンツの恭介はちょっとだけ異を唱えてみる事にした。

「待った」

「嫌いやでございます。今さら取り上げようとしたって後の祭りですもの！」

「そうじゃなくて。僕ぼくは良く知らないけど、通は牛乳の他にも色々入れるらしい。ヨーグルトとか、ドライフルーツとか……」

　せめてそれくらいの手間を掛かけないと駄だ目めな気がしてきた。

　戸と棚だなの中や冷蔵庫を漁あさってあれこれ投入していく内に、気がつけば摂せつ取しゆカロリーが三倍近く増えている計算になってしまった。

『白き女王』は無む邪じや気きに笑っているが、これがビヨンデッタや京きよう美みだったら無言でぶっ飛ばされていてもおかしくない有り様である。

「あにうえ、おかわり!!」

「はいはい」

「あにうえも一いつ緒しよに食べなければ駄目でございます！」

　とはいえ、今からいくつも大皿を増やすのも面めん倒どうだろう。

　無駄な改造で糖とう分ぶんだのカロリーだのが倍増しているなら、二人で分けて食べてしまえばちょうど良いくらいだ。

「それじゃ失礼」

「あっ！」

　と、同じ大皿にスプーンを差し込んだら、何故なぜだか『白き女王』の顔が真っ赤になった。

「なに？」

「……あにうえと同じお皿で……一緒にご飯を……これでは間接キスになってしまいますわ！　なんていう記念日なのでございましょう!!」

「……、」

　ともあれ、世界は平和になった。

　ビヨンデッタや京美が召しよう喚かん儀ぎ礼れいの犠ぎ牲せいになる可能性は考えなくても良くなった。

『ジャバウォック』や『ハンプティダンプティ』ともいがみ合う必要はなくなった。

　全部『白き女王』のおかげ。

　彼女が頂点に立ってくれたおかげ。

　だから。




　───良かったじゃないか。これで心置きなく女王完殺に注力できる。

　───全部彼女のおかげだ、感謝をしなければならない。




「……、」

　悪あく魔まは囁ささやく。

　幼い少年は真正面から宿敵を見み据すえ、胸むねの内でそれを隠かくし貫つらぬく。

　ぐらぐらと揺ゆれる頭で彼は考える。

　正しいって、何だ？




　　　　６




　模も擬ぎ戦場は停止した。

　一五人が模擬戦と称して安全設定さえままならない危険な召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いを繰くり返す必要もなくなったはずだった。

　良い兆ちよう候こう。

　そのはずだったのだ。

「じゃん」

　両手を腰こしに当て、恭きよう介すけに己の衣装を全面誇こ示じするのはピンクの髪かみの少女だった。

　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

　何だか服装は白と桜色をベースにしたウェイトレスみたいになっている。

「どうしたのそれ？」

「ふふん、ようやっと『ハートの女王』に頼たのんでいた衣装ができたのです！」

　見て見て、とばかりにビヨンデッタはその場でくるりと回転した。

[image: ]

　ウェイトレスに悪魔の角つのや尻尾しつぽ。

「……いまいちコンセプトが見えないんだけど」




「あら。契約に従いどのような者の戦いにでも手を貸すなんていうのもロマンチックじゃありません？　そう、例えば、報復論や復讐劇なんていうのも感極まる方向性の一つですしね？　それくらい狂えばあなたのお姉ちゃんとしてやっていけますもの」




「っ……!?」

　恭きよう介すけは思考に引っかかりを覚えていた。

　滑なめらかに動いていたはずのレコードの針がいきなり引っかかったような。

　ビヨンデッタは今、なんて言った？

　世間話みたいな調子でサラリと何を出した？

「？」

　むしろ、正面の悪あく魔まはキョトンとした顔で首を傾かしげていた。何がおかしいのかを理解していない。そんな表情だった。

　状じよう況きようが見えない恭介を置いて、その状況とやらが進んでいく。

「あっ、京きよう美み」

　ビヨンデッタがパッと顔を明るくする。

　だが呼ばれた方は目線を投げる事さえない。コスプレマニアでギャラリーにあった絵画や彫ちよう刻こくを参考に『白き女王』の装束を自作していた、ややタレ目気味で黒い眉の女子高生くらいの少女。みんなの頼たよれるお姉さん役。

　見る影かげもなかった。

　自分の体重に振ふり回されるようにふらりふらりと頭を揺ゆらし、口の中で何かをブツブツと呟つぶやいている。

「どうにもならない……」

　比べるのは、間ま違ちがいだったかもしれない。

　人が作ったものにしては、本当に良くできていたはずだ。

　だがどこかほつれや皺しわ、汚よごれがぽつぽつと見える白いドレスを引きずるようにして。

「……憧あこがれるのが極刑モノで間違いだったんだわ。最初から太陽なんて手を伸のばすべきじゃなかった。どうせみんな笑っているんでしょう。本物と見比べて私を笑っているんでしょう……？」

　こちらに気づいていないのか、気づいていながら無視したのか。

　結局一度も振り返る事なく、城しろ山やま京きよう美みはどこかへ消えてしまった。

　見えない何かが、ねっとりと絡からみついてくるような感じがした。その引き金を自分で引いた。恭きよう介すけにはそんな焦あせりがあった。

　壁かべの画面には、いつまでも変動しないランキングボード。

　冬が来て光合成の力を失っても、なおしつこく枝に残る茶色い枯かれ葉はのようなその表示。

　少なくとも、間違っていないはずだ。

　こうして今、恭介達一五人は直接的な脅きよう威いから逃のがれているはずだ。

「何見てんだよ……」

　だが、精気のない声が恭介の胸むねを貫つらぬいた。

　振り返ると、一体いつの間にいたのか。乱れた金きん髪ぱつも浅黒い肌はだも輝かがやきを失い、すっかりやつれて、しかし両目だけがギラギラと輝く男が立っていた。

『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

　かつて、いや書類上は今も、ランキングボードの序じよ列れつ一位に君臨する召しよう喚かん師し。

　だが『箱庭』の全員が模も擬ぎ戦場自体に寄りつかないのだから、有名無実も良いところだ。そしてその事実は、誰だれよりも当人が理解しているのだろう。

　いいや。

　し過ぎているのかもしれない。

「ばかにっ、くそ、馬ば鹿かにしやがって。なんて目で年上を見てんだよ。おれはっ！　俺おれは誰にも負けない召喚師なんだ！　才能があるんだよっ!!　俺が変わったんじゃねえ、周りが勝手に変わったんだ!!」

「っ」

　ビヨンデッタはぎゅっと体を小さくしながらも、それでも恭きよう介すけの前に立った。

　ランキングボード消失後も、『お姉ちゃん』であり続けようとしたために。

　その強さが、光が、『帽子屋』にはどう映ったのか。

　くしゃりと顔を全部歪ゆがませて、声を詰つまらせ、そして激げつ昂こうした。

「ふざけっ！　何だっ、この立ち位置は!!　どうして俺おれがこんな惨みじめな場所に立っているんだ!?　おれはっ、そう、俺は何も変わっていないはずなのに!!」

　ボキリと何かが砕くだける音さえ響ひびいた。

『帽子屋』の口の中で、嚙かみ締しめた奥おく歯ばでも砕けたのか。

「最強の独どく占せんは楽しいか、ええ、恭介！　召しよう喚かん儀ぎ礼れいは元々誰だれにでも平等に開かれているはずだった。お前が妙みような事さえしなければ、女王の力は誰にでも分配されるはずだった。お前が歪めたんだ、この世界を!!　だから、ちくしょう、だから俺は……!!」

　だが岩のように強く握にぎった拳こぶしが振ふり上げられるより前に、次の動きがやってきた。




「あにうえ？」




　世界が、凍こおりついた。

　マグマのように沸ふつ騰とうしていたはずのアルベルトが、そのまま止まる。

　急激な熱の変化に耐たえられないように、その心が亀き裂れつだらけになっていく。

　いっそ見ていられないほど痛々しく、でも誰だってそうなるだろう。ぶるぶると全身を震ふるわせて、唇くちびるを嚙む。彼はもう動けなかった。年上であるとか、優すぐれた召喚師であるとか、そんななけなしのブランド、プライドはごっそりと削けずり取られていた。

『白き女王』。

　そんな存在がやってきたら、腕わん力りよくなんて、召喚儀礼なんて、一体何の意味があるのか。残るのか。呼び出された時点で決着などという怪かい物ぶつが無条件一〇〇％で個人の味方をするなんて話になったら、どんな勝負を挑いどんだところで勝ち目なんてあるはずがないではないか。

　序じよ列れつ一位。

　ランキングボードの英えい雄ゆう。

　狂くるっている事に美学を持ち、誰にも理解されない事で価値を生み出す。己の死すらも天てん秤びんに載のせ、刹せつ那な的てきな快楽に結びつくなら躊ちゆう躇ちよなくその命を消費する。

　そういう怪かい物ぶつのはずだった。

　だけど違ちがった。

「[image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ!!!!!!」

　そのなれの果ては、ついに一言も出せなかった。

　正面に立っていた恭介達は、見てしまったのだ。

　あれだけの絶ぜつ壁ぺきが、圧あつ倒とう的てきな圧を誇ほこっていた召しよう喚かん師しが、無言でボロボロと大おお粒つぶの涙なみだを流すのを。きっと女王の迫はく力りよくに対してではない。脅きよう威いを前にして、強敵と同じ場所に立って、何もできない自分に不ふ甲が斐いなさを感じて泣ないているのだと。

　命を、惜おしんだ。

　惜しんでいるところを、格下の相手に目もく撃げきされた。

　絶対に、それは見てはいけない涙だった。

　幼い恭きよう介すけやビヨンデッタが目撃するのは、神に懺ざん悔げすべき罪と呼んでも良いはずだった。

　どうにもならずに。

『帽子屋』は背を向ける。去っていく。走っていく。それは恭介やビヨンデッタも同じだった。未み熟じゆくな彼らには、小さくなっていく英雄の背中になんて言葉を掛かけて良いのか、分かるはずもなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　あまりにも残ざん酷こくな救世主が、そんな声を掛けてきた。

　どこか人間味に溢あふれ、あの『白き女王』とは思えない、年上の女性から頭を撫なでてもらうような声色。それで、ようやく恭介達も気づいた。

「……京きよう美み」

「ごめんなさい」

　言って、女王の格好をした目上の女性は身を屈かがめて、恭介とビヨンデッタを抱き締しめてくれた。

「さっきは無視してごめんなさい。どうするべきか、どんな風に顔を向けて良いか分からなかった。でも、『帽子屋』が叫さけび声を上げているのを見て、やっと戻もどる決心がついた。……外から見て極刑モノで理解した。あなた達の目には、きっと私も同じように見えているんでしょうね」

「そんな……」

　ビヨンデッタが『ハートの女王』の胸むねに埋うもれたまま、口を開こうとした。

　Ｔシャツにハーフパンツの恭介ごとぎゅっと抱く力が増し、言葉は封ふう殺さつされた。

「駄だ目めよ。許してはいけない」

　優しい声色だった。

　だがどこか不安定に揺ゆらいでもいた。

「……そうしたら、きっと私が私を許す機会を失うもの。ええ、正直に白状するわね。私の中の黒いものは、まだなくなっていない。おそらくこれはもう、永遠になくならない。大きくなったり小さくなったりする事はあっても、ええ、あなた達を憎にくむ心を完全に消し去る事はできない。そう思う」

「……、」

「大人気ない馬ば鹿か馬ば鹿かしい逆さか恨うらみと思ってくれて構わないわ。だから恭介、ビヨンデッタも。私を信じてはダメ。背中を見せてはダメ。打ち解けたなんて思ってしまってはダメ。常に警けい戒かいして、疑って、突つき放すの。……お願い、本当に極刑モノでお願い。温かい隙すきを見せて、私を家族に手を出す最低の姉にしないでちょうだい」

　どうして良いのか。

　こういう時、『大人』ならどういう風に振ふる舞まうのか。

　恭きよう介すけにも、ビヨンデッタにも、分かるはずがなかった。だから彼らは、ただただ優しい姉の背中に手を回してぎゅっと抱き締しめ返した。

　離はなしたくない。

　でも、いつか離さなくてはならない。

　温かいぬくもりに包まれながら、恭介は自分の思い描えがいた世界、希望、可能性、そうしたものが急速に瓦が解かいしていくのを感じた。

　───『帽子屋』は悪くない、『ハートの女王』も間ま違ちがっていない。

　───『白き女王』だってそこにいるだけだ。具体的に悪さを働いている訳じゃない。

（……なのに、どうしてこうなるんだ……）

　結果だけを見れば、純然たるマイナス。

　おそらく『白き女王』がいなくならない限り、この悪あく循じゆん環かんは永遠に続く。

　プライドを削けずり落とされた兄や姉は理想と現実の隙すき間まにすり潰つぶされ、転がり落ちていく。いいや、兄や姉でこうなのだ。『子供達』よりもっと上の立場にいたはずの『大人達』は、どこまで歪ゆがみが加速している事か。

　でも。

　だけど。

（悪くない、悪）

　恭介は歯は嚙がみする。

　手足の自分が、解き放たれた精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルの自分が、頭の真似まね事ごとをして悩なやむなんて間違っているかもしれない。誰だれに銃じゆう口こうを向けて引き金を引けば良いのかは教えられているのだから、容疑者リストを眺ながめてうんうん唸うなるのは筋すじ違ちがい。そんな手順はすっ飛ばし、後は従順に命令に従えば全部解決するのかもしれない。

　なのに、どうしても考えてしまう。

　世界とは、何でここまで冷れい酷こくに歪んでいるのかと。




（そんなものを倒たおしてしまうのが、本当に正しい結末なのか）




　この日の夜、城しろ山やま恭介は信楽しがら真ま沙さ美みの研究室を訪ねた。

　見せてもらったのはリレクティブグラフ。

　一五人の絆きずなを測る指標。リアルタイムで変異する折れ線。

　予想通りだった。

　全すべてはメチャクチャになっていた。




　　　　７




　恭きよう介すけもビヨンデッタも疲ひ弊へいしていた。

　どれだけ『箱庭』の中が充実していたとしても、蔓まん延えんする乾いた何かから逃のがれる事はできなかった。

　たった一人の女王。

　当たり前といえば当たり前のはずなのに、あまりにも強過ぎる存在がそんな前提さえ不公平、不平等、理り不ふ尽じん、不条理に映ってしまう。

　何故なぜ、誰だれの前にでも共通で現れてはくれないのかと。

　だから、そんな事を言い出したのはビヨンデッタだった。

「とっておきの場所へ連れて行ってあげます」

「？」

　付き合ったのは運の尽つきだったのかもしれない。

　ウェイトレス服のビヨンデッタがいきなり蜘蛛くもの巣の『外円』に向かい、一番外側に面した壁かべのパネルを取り外はずした時は流石さすがに全身へ電流が走ったかと思った。

（……一枚めくった裏側の存在を知っている!?）

　その『露ろ見けん』は、恭介とビヨンデッタの敵対を意味するかもしれない。

　つまり、口を封ふうじろと『真の実力者達』から命じられる可能性がある。

　だが、杞き憂ゆうに終わった。

　パネルを外した先は、壁一面に薄うす型がたモニタをずらりと並べたあの部屋ではなかった。ただただ煙えん突とつみたいに細長い縦たて長ながの穴と、金属製の梯子はしごが取り付けられているだけだった。

「早く来なさい。こんなのバレたら穴を塞ふさがれてしまうかもしれません」

「これは？」

「おそらくダクトの取り付けミスです。配管の接続ミスは結構良くある話で、過去には遊園地の飲料水が工業用水と繫つながっていたなんて事故も報告されているんですって」

　つまり図面には存在しない秘ひ密みつのルートだ。

『真の実力者達』は把は握あくしていないのか。あるいは、把握していて放置しているのか。

　先に潜もぐり込んだビヨンデッタに続いて、恭介も煙突のようなスペースに入る。壁のパネルは内側からも閉じられるらしい。

　慣れた手つきでペンライトを耳に挟はさみ、ビヨンデッタは梯子に手を掛かける。

「さあて、行きますよ」

「どこに？」

「上」

　一言で答えて、小こ悪あく魔まのように笑って言い直した。

「いいえ、外に」

　そこから先は長かった。

　何しろ直線距きよ離りだけで五〇〇メートルの地下に位置する『箱庭』だ。全国規模の電波塔とうにすら匹ひつ敵てきする。単純な階段での上り下りだけでも一大イベントになりかねないのに、まして梯子はしご。握あく力りよくの低下や汗で掌てのひらを滑すべらせた場合、そのまま虚こ空くうへ落下もありうる。

「ビヨンデッタ、正直に言いたい」

「何ですか。美容と健康の秘ひ訣けつを知って驚おどろいていると？」

「あなたが先に上っているとスカートの中が全開なんだけど。というか下着まで白とピンクのシマシマなのか」

　返事は踵かかとを使った本気のキックだった。

　とはいえもう一〇〇メートル以上垂直に上っているので、ここから位置取りの変へん更こうはできない。

　あれこれ苦労しながら二人は梯子を上り切る。

　……これができてしまうという事は、やはり『箱庭』の子供達は心身共に平均値を大きく超こえたスペックを持っているのだろう。裏の裏に属する恭きよう介すけはもちろん、正規プログラムの中にいるビヨンデッタも怪かい物ぶつなのだ。

　かぱりと四角い蓋ふたを押おし上げると、待っていたのはオレンジの光と一いち陣じんの風。

　あるいは自然界よりも丁てい寧ねいに環かん境きようを整えられているかもしれない『箱庭』だが、それでもやっぱり中と外とでは解放感が違ちがう。

　ビヨンデッタに続いて表に出た恭介は、しばらく夕暮れに染まる世界を眺ながめていた。

　起き伏ふくのある丘に、少し離はなれた所まで迫せまっている南国風の森の木々。

　うっすらと混じる潮の匂においに、頭上を飛び去る鳥の群れ。

　恭介は余計な事は言わなかった。

　ただただ、その風景を前に立ち尽つくしていた。

　小こ奇ぎ麗れいな贅ぜい肉にくを削そぎ落とした一言を、ただ呟つぶやいていた。

「……すごいね」

「ふふっふ、それが一番の褒ほめ言葉です！　でもまだ早い、こっちから見下ろす景色が最高なんですから!!」

　ウェイトレス服のビヨンデッタに手を引かれ、恭介は小高い丘へ向かった。

　南国の大自然を思わせる大きな森が、夕暮れに染め上げられていた。

　おそらく誰だれも地下世界の存在なんて知らないであろう、ただただ隔かく絶ぜつされた自然だけが溢あふれ返った景色だった。足元は土というより湿しめった白い砂といった方が近い。

「陸が動いている。僕ぼくが来た時は連つらなる島のようだったのに」

「迷い陸おかというらしいです」

　恭きよう介すけは小高い丘の上から、ビヨンデッタと並んでそんな光景を眺ながめていた。

　こうしている間にも眼下の陸地はアメーバか何かのように形を変えていく。海かい抜ばつが極きよく端たんに低く、しかもあちこちに海底トンネルが空いているからだろう。単に満潮干潮のタイミングで陸地が沈しずんでいくのとは違ちがって、どこから陸や海が広がっていくかは分からず、それが生き物めいた動きを連想させるのだ。

「本土側の川の河口から流れ出るきめ細かい砂が、海流の関係でこの辺りに堆たい積せきするのだそうで。潮の満ち引きに無数の海底トンネルが生み出す複雑な流れも組み合わさって、陸の形や場所が絶えず移動するのだとか」

　恭介がここへ連れてこられた時は小さな島が点々と続くような光景だったが、今は『地平線』の向こうまでオレンジの光に染まる砂地が続き、その所々を内側から海が食い破っていた。この光景だって永遠には続かず、やがてはいくつかの島々へと分断されていくのだろう。ひょっとしたら、一日として同じ景色は生まれないのかもしれない。海面上昇にさらされる島々などは潮の満ち引きに応じて周期的に水すい没ぼつと浮ふ上じようを繰くり返したりもするが、こちらはその規則性が見えないのだ。

　アメーバのように形を変えているのは海抜数センチとか十数センチとか、極きわめて浅い砂の堆積地の方だろう。恭介達のいる『箱庭』の出入口や、遠くの方にある本土とさらに沖合いにある別の大きな島を繫つなぐ十数キロ単位の長さの連れん絡らく橋きようの橋げたなどはちょっとだけ小高い位置にあるため、陸がどれだけ形を変えても飲み込まれる事はないはずだ。

　陸のようで陸でない、島のようで島でない、海のようで海でない。

　そんな幻まぼろしのような場所に、しかし一本の芯しんを貫つらぬく形で開いた長大な竪たて穴あな。それさえも確固と曖あい昧まいを奇き妙みように同居させる印象に一役買っているように思える。

　まるで異世界への入口。

　落下中に時間感覚を失い、壁かべの棚たなにある小こ瓶びんを手に取る事さえできると言われる、永遠の少女がどこまでも落ちていったウサギの巣穴のような神しん秘ぴ性せい。

「ま、言ってしまえば膝ひざにも満たない遠とお浅あさがずーっと続いているようなものですから、海水浴なんかには向かないみたいですけどね。遠浅のサガとして、安心してざぶざぶ歩いているといきなり深くなってドボン、なんて事もあるでしょうし」

「野暮だよ」

「ですね」

　長い長い橋にはいくつもの車が行き交っているようだが、向こうのトラックからこちらは見えない。ここまで長い橋だと感覚的には高速道路みたいなもので、途と中ちゆうに出口はないため車が島に停まる事はないし、仮に大声で叫さけんだとしても届かない。肉声なんて常人なら一〇〇メートルが限界、プロのオペラ歌手でも二〇〇メートル飛べば良い方だからだ。それに、召しよう喚かん師しとなった彼らは一いつ般ぱん人じんの視界に入らない限り、その存在を忘れられてしまう。声の届く届かないは、さしたる問題ではないのだ。

　ウェイトレス服のビヨンデッタもそこまで望んではいないらしい。

　助けを求めている訳ではない。

　そもそも、『箱庭』の外の世界に居場所があるとも限らない。

　恭きよう介すけほどではなくても、一五人が各おの々おの集められたのには、それなりの経けい緯いがあるはずだ。

　冷たい風に煽あおられる髪かみを片手で押おさえ、彼女はどこまでも広がる景色を眺ながめていた。

「ねっ、努力するだけの価値はあるでしょう？」

「……そうだね」

　素直に応じた。

　ビヨンデッタは短いスカートを風で揺らしながらくすくすと笑って、

「地下からの距きよ離りを考えれば、ちょっとした山登りですもの。こうして上から見下ろす景色には感動がありませんとね」

「ビヨンデッタはいつも？」

「デッタ姉さんです。……そこまで頻ひん繁ぱんに出かけていたら流石さすがにバレます。ただ、元気をもらいに来る時には足を運ぶという感じでしょうかね」

　つまり、今がそうなのだ。

　ビヨンデッタもビヨンデッタで、息苦しいほどに打ちのめされているのだ。

「ねえ恭介」

「なに？」

「京きよう美みの様子を見ていて、私もふと思った事があります。確信を得たと言っても良い」

　改めて。

　己の罪と向き合うような口くち振ぶりで、ビヨンデッタは正直に語る。

「私はあなたが憎い」

「……、」

「望む力を望むだけ持って、全すべてを見下せる立場にいながらそんなカードを放ほう棄きして、上から目線で平等に接して『くれる』あなたが憎い。私の思い描えがいた『お姉ちゃん』を全ぜん否ひ定ていして、私の理想の『お姉ちゃん』を優しくバラバラにしたあなたが憎くて憎くてたまらない。だけど、憎いだけでは終わらせたくない自分がいます。この胸むねの中に、紛まぎれもなく『お姉ちゃん』を続けたい自分が」

　そんなつもりはなかった。

　言い訳をする権利は、少年にはなかった。

　何故なぜなら恭きよう介すけはビヨンデッタが射い貫ぬいた真実以上の秘ひ密みつを抱えている。女王完殺のための茶番劇。人生の全てを振ふり回された一五人、その計画自体が絵に描かいた餅もちに過ぎない事を理解している。

　理解していながら、黙だまっている。

　知れば、殺さなくてはならないと分かっているから。

　だから。

「どうすれば良い？」

「ええ」

　顔を合わせたくないと言われるかと思った。話しかけるなと言われるかと考えた。

　でも違ちがった。

　自分の胸むねの真ん中に手を当て、ビヨンデッタ＝シロヤマはこう宣言したのだ。




「少しでも怪あやしい素振りを見せたら、すぐに私を殺しなさい。不意打ちで頭の後ろを殴なぐっても、『白き女王』を使って真正面から粉ふん砕さいしても構わない。そうすれば、私は最後の最後まであなたの『お姉ちゃん』でいられるから」




　なんて答えて良いのか、完かん璧ぺきなはずの精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルにも分からなかった。

　崩くずれていく。

　あらゆるものが音を立てて瓦が解かいしていく。

　力とは何だ。

　最強の定義とはどういうものだ。

　こんな善ぜんも悪もない最低最悪の流れを押おし留とどめる事もできず、ただただ崩ほう壊かいの流れを目で追う事しかできない今の自分は、本当に望む力を望むだけ手に入れた状態にあるのか。

「僕ぼくは……」

　口を開こうとした時だった。

　変化があった。

　がさりと近くの茂しげみが揺ゆれたのだ。

「っ！」

　ウェイトレス服のビヨンデッタはとっさに恭きよう介すけの前へ出る。いつも通りに、どこまでも『お姉ちゃん』として。それが与えられた役割だとしても、全まつとうする事に意味を見み出いだして。

　守られながら、恭介は唇くちびるを嚙かんでいた。

　彼らの前に姿を現したのは、長い金きん髪ぱつを頭の後ろで束ねた大男だった。宮きゆう殿でんで紅茶を嗜たしなむ貴族にも、自前の船で海を荒あらし回る海かい賊ぞくにも見える、相反する印象を持つ大人の男性。

　ここまで来て、『箱庭』関係者以外の第三者はありえない。

　それが表の人物なのか、女王完殺まで含ふくむ裏の人物なのかはさておいて。

　見上げるように、そして挑いどみかかるように睨にらみ付けるビヨンデッタに、金髪の男は面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かいた。

　ビヨンデッタというより、恭きよう介すけを見み据すえて彼は言う。

「……面倒臭くせえのは真まっ平ぴらだ、俺おれは何も見なかった」

　それで、『所属』が分かった。

　彼は裏の裏だ。ビヨンデッタが得る情報に気を配る必要がある。返答次第によっては精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルの恭介はともかく、彼女についてはここで命を摘つみ取られる恐おそれも出てくる。

　その在り様は王冠を戴いただく捕ほ食しよく者しや。

　まさに獅し子し。

　女王完殺の実働部隊だろう。つまりは恭介が縫ぬい止めた獲え物ものを直接的に殺害する集団の一員。『白き女王』は呼び出した時点で勝負が決まる……という定説を、根底から覆くつがえそうとする暴力の化身達。

　斥せつ候こう偵てい察さつの恭介とは、異なる強さを持った存在。

「早く行け。そして次はもっと丁てい寧ねいに進めるんだ。世の中には、面倒臭い方が燃えるなんて頭の捻ねじれた連中だっているんだからな」

「……、」

　意思表示はしなかった。

　イエスでもノーでも、こいつと対等に意思表示した事をビヨンデッタに知られるのは、それだけでマイナスだ。恭介がではなく、ビヨンデッタにとっての大きなマイナスに繫つながる。

　口くち封ふうじなんてさせるものか。

　殺せなんて命令を、受けるものか。

　守る。

『家族』を守る、絶対に。

　この感情は間ま違ちがっているか。状じよう況きように合わせて『修正』してしまえば楽になれるか。

　恭介はそんな合理性に背そむいた。

　違ちがう。この懊おう悩のうを捨てたくないのだ。

『家族』のために悩なやみを抱いだける自分を抹まつ消しようしたくなんかないのだ。

　鉄の意思を目線で受け取ったのか、金きん髪ぱつの男もそれ以上は拘こう泥でいしなかった。恭介達の前を悠ゆう々ゆうと横断し、別の茂しげみの奥おくへと消えていく。

　そっと息を吐はく。

　だが直後に、彼の胸むねに言葉が刺ささった。




「……やっぱり、私では『お姉ちゃん』は務まらないんですね」
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　そして夕暮れの森で、金きん髪ぱつの大男は近くの木の幹に軽く拳こぶしを叩たたきつけた。

　忌いま々いましそうに吐はき捨てる。

「何をやっているんだ、あのガキ。格好良過ぎるじゃねえか……」

　南国らしいきめ細かい砂や生命力たくましい木々は美しいが、しかし同時に低い声もたっぷりと吸い込む。迷い陸おかは極きわめて珍めずらしいこの地方にしかない現象だが、絶えず陸の形が変わるという事は海図があてにならず、座ざ礁しようする船も多い事も意味する。美しさの陰かげに潜ひそむそうした重みが、男の呻うめきを飲み干したのかもしれない。

　わざわざ『箱庭』を建造するからには立地の条件だってある。迷い陸はその性質上、下手へたな孤こ島とうよりも民間人が誤って立ち入る可能性は低く、かつ、難所として悪目立ちもしない。世の中には廃はい墟きよや難所をわざわざ攻める物好きもいる。いまいちパッとしないくすぶっている観光資源、くらいが一番理想なのだ。

　と、無線で通信が入ってきた。

　森に潜み、『その時』を待つ捕ほ食しよく者しやの群れの一人からだ。

『どうしたクロード、定時の連れん絡らくが遅おくれているぞ。何かあったのか』

「いいや」

　一度だけ振ふり返り、そして彼は流れるように噓うそをついた。

「何もなかった。準備にはどれくらいかかるのかね。木の上で昼寝したりバーベキューパーティしたりもいい加減に飽あきてきたぜ」

『言うなよ。子供のやる事だ』

「そうだな」

『おや、名門マゼンタレイン家の跡あと取とりにも情は通じるのか』

「ふざけるなよ」

　クロード＝マゼンタレイン。

　かつて、一人の少女の人生と引き換かえに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな生活から背を向けた『フリーダム』のエースは、吐き捨てるように、躊ちゆう躇ちよなく言い放った。

「そういうのが嫌いやだから、俺おれは『ガバメント』の家から出しゆつ奔ぽんしたのさ」
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「あにうえ」

『箱庭』の私室。

　ベッドの上で飛び跳はねる『白き女王』は無む邪じや気きに質問してきた。

　何気なく享きよう受じゆして、でも、世界でただ一人、城しろ山やま恭きよう介すけにしか体感のできない時間。

「あにうえはどうしてウサギさんなんですか？」

「これ」

　Ｔシャツにハーフパンツの恭介は勉強机の上にあった大きめのカードを摑つかんでひらひらと揺ゆらす。

「最初に引いた『配役』だ。おそらくタロットの一種だろうね」

　タロットと言うとロマの秘ひ術じゆつや薔薇ばらや黄金を象しよう徴ちように掲かかげる魔ま術じゆつ結社の真しん髄ずいが記されている……などなどを思い浮うかべるかもしれないが、実は別に一種類の決まった形がある訳ではない。ギリシャ神話やマビノギオンなど、基き軸じくとなる伝でん承しようを基にオリジナルで製作されたものも少なくない。

『箱庭』で採さい用ようされたのは、ルイス＝キャロルの名作を土台としたもの。

　その七八枚全体をシャッフルして最終的にどこを目指すのかは、恭介にも分からない。何しろ『白き女王』が本当に形を持って目の前を自由に闊かつ歩ぽするなんて状じよう況きようは、『箱庭』の『大人達』も想定していなかっただろうから。

　永遠の少女は、人の手で御ぎよする事のできる存在ではない。

　そういう意味なら、確かにこのカードセットは破は綻たんする事で真実を突ついたのかもしれない。

「……、」

　ただ、そこをいきなり説明しても無邪気過ぎる『白き女王』は首を傾かしげるだけだろう。

　なのでそもそも大元になっているルイス＝キャロルの名作を話す必要があった。

　しかしタイトルこそ世界的に有名だが、起き承しよう転てん結けつはメチャクチャな話だ。恭介は自分で語って聞かせておいて、本当にこれで正しいのか、自分が覚え違ちがいをしていないか眉まゆをひそめそうになる場面も多々あった。『そこが良い』という焼き魚の胆きもの苦さを楽しむような世間の評価は、まだまだ恭介にはちょっと見えない。

　ちなみに『白き女王』は終始ベッドの上で飛び跳ねていた。

　ルイス＝キャロルがお気に召したのか。単純に恭介の長話に付き合うのが楽しいのか。そこまでは判断がつかないが。

「つまり、あにうえがウサギさんでわたくしが永遠の少女なのでございますね」

「？　いや違ちがうだろう、アリスは元の世界から不思議の国へ転がり落ちたんだ。×××には当てはまらないよ」

「ですから」

　キョトンとした顔で女王は自分の顔を指差して、

「元の世界から」

　それから恭きよう介すけの鼻先を指差す。

「あにうえの世界へ転がり込んだのでは？」

「……、」

　そういう見方もできる訳か。

　現世と異界。この視点自体、地球に住んでいる恭介達から見たものに過ぎない。女王にとっては『向こう』が元の世界なのだから、確かに不思議の国にやってきてウサギと出会った事になる。

　これがカードセットの意味？

　永遠の少女に様々な『配役』の人物をぶつける事で、一つの物語の中へと封ふうじ込めてコントロールするのが……？

　いいや、全すべて把は握あくしていたと考えるのは流石さすがに情報が混同しているか。

『箱庭』の知る情報と、その裏の『真の実力者達』が知る情報には乖かい離りがあるはずだ。まして女王完殺を目指す裏の裏は、コントロールが可能などとは考えていない。

　ただ、それにしては奇き妙みようなまでの符ふ合ごうではあるが。

　まるで、冷酷なシステムの中にちょっとした人間味が紛れ込んでいるような……？

「ウサギさん」

『白き女王』は繰くり返し声に出した。

　そして一人で喜んでいた。

「うふふ！　じゃあじゃあ明日はもっともっと色んな所を案内してくださいませ。何しろこの『箱庭』とかいうの、兎にも角かくにも広過ぎるんですもの。あにうえに手を引っ張ってもらって、オススメスポットをたくさん紹しよう介かいしてほしいです！　だって『箱庭』はこんなに大きくて、一月経たってもまだまだ見て回っていない所がたくさんありますもの!!」

「……そうだね」

「名前が二つあるというのもいけません。何だかわたくしとあにうえがバラバラの存在みたいで」

　ルイス＝キャロルばりに理り不ふ尽じんな事を言い始めた。

　そして子供のように唇くちびるを尖とがらせた『白き女王』は、両手を胸むねの前で合わせてこんな風に提案してきたのだ。

「ではこうしましょう！　わたくし達が一つになるために、新しい名前を決めれば良いのでございますわ!!」

「うん？」

「そうでございますわね……」

　ゆっくりと考えて。

　そして頂点の中の頂点は、こういう風に城しろ山やま恭介を再定義した。
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「アリス（ウィズ）ラビットなんていかがです？　これでもう、わたくし達が二つに分かれる事などありえませんもの!!」
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　いつまでも木々にしがみついたセミの抜ぬけ殻がら。

　それは中央の模も擬ぎ戦場だけに留とどまらなかった。『外円』、大人達が忙いそがしく動き回っているはずの、そうでなければならないはずの数々の研究室は完全に稼か働どうを止めていた。

　一五兄姉弟妹きようだい計画。

　あらゆる人種民族を一つの屋根の下に入れ、同じ『家族』とする事で七〇億人の争いを未然に食い止める大おお仰ぎようなプロジェクト。

『白き女王』の前には、見る影かげもなかった。

　それでいて計画自体が中止されない理由もまた明らかだ。あまりにも惜おしいのだ。青カビから抽ちゆう出しゆつされるペニシリンは、元々別の実験中に偶ぐう発はつ的てきな事故でシャーレの中に紛まぎれ込んで繁はん殖しよくしたものから発見された。奇き跡せきのようなバランスで『白き女王』が存在し、同じ『箱庭』の条件を整えてもう一度試しても同じ結果が生じるとは限らない。だからこそ、解体できない。

　シュシュを使って長い黒くろ髪かみをポニーテールにして腰こしまで垂らし、深い青のタイトスーツの上から白衣を羽織る美女、信楽しがら真ま沙さ美みはこの状じよう況きように深い息を吐はいていた。

『箱庭』の計画は遅おそかれ早かれ破は綻たんする。

　それは良い。彼女の目的は人類救済なんて大おお仰ぎようなものではなく、その過程で使い潰つぶされる予定の一五人の子供達を早々に拾い上げて、広い世界に居場所を用意してやる事だから。冷れい酷こくなだけのシステムに人間らしい優しさを加えたかっただけだから。

　だが破綻した後も続くというのは予想外だったのだ。知らない間に横よこ槍やりを入れてきたパトロン、スポンサーの存在がつくづく痛い。計画を変質させて望み通りに改造したい彼らからすれば人類救済なんて片腹痛いだろう。それよりも『白き女王』の掌しよう握あく、コントロール法の確立の方がまさに垂すい涎ぜんと映るはずだ。

　たかだか一五人の命くらい、簡単に天てん秤びんへ載のせてしまうくらいに。

　今は模も擬ぎ戦場は停止しているが、何か新しい泥どろ遊びを思い付けばすぐにでも一五人は地じ獄ごくへ逆ぎやく戻もどりだ。それも目の前の奇跡に眩くらんで際限なくエスカレートさせる形で。

「飽浦あくらさん」

『外円』の通路で段ボール箱いっぱいの資料を抱えてせわしなく歩く作業つなぎの男を呼び止めた。デジタル嫌ぎらい、それも恐きよう怖ふ症しようと呼べるほどの。資料の山はその弊へい害がいだろう。

『冒ぼう瀆とくインスピレーション』は、箱を抱えたままこちらを見み据すえた。

「ちょうど良い、私もあなたに話があったのだよ」

「……協力を申し出るような何かが？　生あい憎にくと、私は『白き女王』へ不用意に触ふれてみたいとは思えませんが」

「あれだけの奇跡を前に？　あれは私の理論の完成だ！　かの女王を現世に留とどめるまでに至ったのだ。もう一歩、あと一歩で操そう縦じゆう法ほうまで繫つながるに違ちがいない!!」

「……、」

　たとえ彼の持つ全すべての資料をひっくり返しても、女王本人に繫がる道は見つからないだろう、と胸元のホイッスルを指先でいじりながら『教授御ご前ぜん』は冷静に考えている。

（だとすれば、誰だれが穴だらけの理論を埋うめたのか……）

　確証はない。だが分かる。

　彼でなくては、『白き女王』が彼を認めて執しゆう着ちやくする理由がない。

「そもそも、『白き女王』とのコミュニケーションは不可能です。唯ゆい一いつの例外は彼だけ。何故なぜ彼女が他の第三者との会話に全て『あにうえ』しか返さないか分かっているでしょう。呼んでいるんですよ、彼を。自分と話したければ彼を通してくれと宣告しているんです。神と呼ばれる存在のさらに先、未み踏とう級の中でもぶっちぎりの頂点。そんなものを許可なく目にしているだけで天てん罰ばつが下らないだけマシな方だと思いますが」

　信楽しがら真ま沙さ美みは苦い調子で応じた。

　否ひ定ていのための言葉を。

「我々が『白き女王』へアプローチを仕し掛かけても当然のように無視されますし、仮に彼女の意に反する方法で無理に粉をかけ続ければどんな返礼が待っているかは予想がつきますよね？」

「もちろんだとも」

「『白き女王』は、どこまで行っても『白き女王』です。今でこそ安定しているように見えますが、その力は決して衰おとろえた訳ではありません。最強の『未み踏とう級』、神話の神々さえ踏ふみ台とする頂点の中の頂点。迂う闊かつに怒おこらせれば、何が起きるかは明白のはずです」

　当たり前の警告をした。

　だが飽浦あくら大たい咲さくという男は変わらなかった。

　かつて入れ込んでいた『帽子屋』も放り出して、今の今まで一体何をしていたのか。じんわりと信楽真沙美の胸むねに嫌いやなものが溜たまっていく。

　先手を打った。

「……まさか、鍵かぎである彼に干かん渉しようするつもりですか？　懐かい柔じゆう、交渉、それでも駄だ目めなら恫どう喝かつや脅きよう迫はく？　それこそ！　『白き女王』を激げつ昂こうさせる結果にしかなりません。実験においてまず第一に優先すべきは、結果の追つい求きゆうではなく安全性の確保のはず。自ら完成させた殺人ウィルスに真っ先に感染しているようでは話にならない。あなたも開発者なら理解しているでしょう」

「ああ、そうだとも」

　作業つなぎの男はあくまでも笑っているだけだった。

「色々考えた。あるいは、城しろ山やま恭きよう介すけの脳か心臓に爆ばく弾だんでも埋うめ込むか。あるいは、城山恭介と距きよ離りの近いビヨンデッタや京きよう美みへ細工を施ほどこせば直接的な女王の怒いかりは迂う回かいできるか。だが駄目だ。かの頂点に対し『挑いどむ』というプロセスがすでに間ま違ちがっている。そういう類たぐいの選せん択たくは不条理なまでの力と理り不ふ尽じんなまでの正しさを前に呆あつ気けなく粉ふん砕さいされるだろう。そう、神話や歴史の中の悪役が準備に準備を重ねたところで、神々の引き立て役として蹴け散ちらされてしまうのと同じようにな」

「だとしたら……」

　そこまで分かって、なお止やめない『冒ぼう瀆とくインスピレーション』が逆におぞましかった。

　コロンブスの卵のつもりで、一体どんな禁域へ手を伸のばそうとしているのか。

「逆に考えれば良いのだ」

　信楽しがら真ま沙さ美みの背筋に電流が走った。

　分からないから恐おそろしいのではない。分かってしまった自分の頭の醜みにくさに嫌けん悪おした。

「『白き女王』は、我々の前にいる時にイレギュラーな反応を見せるのではない。城山恭介と共にいる『真っ当に会話できる状態』の方こそがイレギュラーなのだ。あれは元から狂くるっている。狂っているはずの存在が正常に戻もどる条件を探る方が有益だ。違ちがうかね」

「だとしても、その役は一人しか負えません。今さら配役は交こう換かんできない」

「いいや、ルイス＝キャロルの話に出てくるウサギは一匹だけではない」

「まさか……」

「そして『案内人のウサギ』が出てくるエピソードはいくつかあるが、その中で永遠の少女を使用人として扱あつかう場面がなかったか。シェイクスピアやドストエフスキーのような頭の痛くなる古典の名作ではない、所しよ詮せんは子供に向けて記された児童文学だぞ。まさか分からんとは言わせない」

「まさか!!」

　もしもこの場に刃物があったなら、迷わず刺さしていたかもしれない。

　だがそれでは意味がない。おそらく水面下ではもう始まっている。飽浦あくら大たい咲さく一人を殺害したところで邪じや悪あくな状じよう況きようは止まらない。

「一五人に『配役』を決めさせたが、七八枚全すべてを網もう羅らできた訳でもない。枠わくが余っていたのは僥ぎよう倖こうだった」

　そして狂った歯車は言い放った。




「オペレーション『三さん月がつウサギ』。かの『帽子屋』と共に茶会を開いた理解不能、ただただ狂きよう気きの人物。女王の完全制せい御ぎよなどという狂いに狂ったお題目には相応ふさわしい『配役』だろう？」




　状況は壊こわれ、狂っていく。

　新たなものを作るには良くも悪くも天才的な頭脳が必要かもしれない。

　だが歴史を動かすだけならば、それは椅い子すと冠さえあれば馬ば鹿かでもできる。

　当然、善よし悪あしさえ考えなければ。













　　　時系列不明の幸せな記憶　二







「ケーキだ」

　食堂の隣となりにある厨ちゆう房ぼうへ忍しのび込み、巨きよ大だいな業務用冷蔵庫の扉とびらを開けて首を突つっ込んでいた探検隊員一号ビヨンデッタがそんな風に呟つぶやいていた。

「ケーキを見つけましたー!!」

　無理矢理二号にされてやや辟へき易えきとしていた恭きよう介すけをよそにビヨンデッタは小こ躍おどりしそうな勢いだった。同じ厨房では夜食派のために作った料理へ透とう明めいなラップを掛かけていた京きよう美みがそっと息を吐はいている。

　冷蔵庫の中にあったのは、手製と思おぼしきショートケーキだった。コンビニケーキのような一欠片かけらではなく、きちんと真ん丸のホールケーキである。普ふ通つうに切って分ければ、これだけで一〇人分はあるだろう。

「ああそれ、バレちゃった？」

「京美が作ったの？」

　恭介が質問すると京美は機き嫌げん良さそうに頷うなずいた。変にさん付けより呼び捨てで呼んでもらった方が気が楽らしい。

「知らない。でも時々誰だれかが作って冷蔵庫にしまっているみたいなのよね」

『箱庭』での食しよく糧りよう供給は割と大おお雑ざつ把ぱだ。

　とりあえず必要な分の食材は常に『大人達』が補給してくれる。だが別に『大人達』が最後まで面めん倒どうを見てくれる訳でもない。一五人の内、気晴らしに料理がしたい者がいたらそいつが全員分のご飯を作る。作りたい者が同時に複数現れたら分担する。逆に一人も現れなかったらみんなで栄養ブロックやシリアルを食べる。それだけである。

　ちなみにビヨンデッタはやたら料理を作りたがるが目玉焼きとトーストしか並ばず、恭介に至っては放っておくとゼリー状のビタミン剤やサプリメントしか口にしないからそもそも厨房に立つ事がない。和洋中オールマイティにこなす京美が担当する時は、比ひ較かく的てき『当たり』の日だという認識が広がっていた。

　恭介とビヨンデッタは顔を見合わせて、

「誰が作っているんだろう」

「そんな事より食べてしまって良いんですかね」

　ほらほら冷蔵庫の扉はさっさと閉める、と京美に注意されてしまった。

　彼女は彼女で、気軽に大皿のホールケーキを取り出しながら、

「私ご飯作ってたから早い段階で気づいていたのよね。あ、ケーキあるって。でもってこんなメモが一いつ緒しよについていたの」

「？」

　ビヨンデッタが首を傾かしげると、京きよう美みはひらひらと手を振ふった。

　いつの間にか、人差し指と中指で一枚のメモを挟はさんでいた。

「早い者勝ち、ですって」

　ひょっとしたら、特に義務でもないのに料理を振る舞まっている兄姉弟妹きようだいに対する、誰だれかからの感謝の気持ちなのかもしれない。

　そして京美は京美で、一人でこれだけのケーキを独どく占せんするのはかえって気が引けた、と。

　シンク近くの調理台に大皿を置いて、改めてみんなでケーキを眺ながめる。大きなショートケーキだった。時計の文字盤ばんみたいに鮮あざやかなイチゴが正確に並べられ、こちらも手製と思おぼしきホワイトチョコのプレートや砂さ糖とう菓が子しの人形まで置いてある。プレートにストロベリーチョコの文字で書かれているのは『Eat Me』の文字。やっぱりこの辺りはルイス＝キャロルであった。

　ビヨンデッタはギンギラに輝かがやく瞳ひとみでケーキを凝ぎよう視ししながらも、

「このお人形さん、どことなく京美に似ているような気がします」

「私じゃなくて『白き女王』の方かもしれないわよ」

　恭きよう介すけの初見の印象では京美の方だった。

　三頭身もない人形だが、目鼻立ちの特とく徴ちようは良く捉とらえている。丁てい寧ねいに観察しないとこうはいかないだろう。デフォルメされているからといって簡単に作れるものではないのだ。

　一いつ瞬しゆん、お絵え描かき大会のモデルのようなものを思い浮うかべる恭介。

　彼は少し考えて、

「……ビヨンデッタじゃ平たいから特とく徴ちようがなくてつまらないのかもしれないな」

「何かひどい事考えましたよね今？　確実に!?」

　半はん泣なきで叫さけぶビヨンデッタを放って、状じよう況きようが進む。

　京美はいったん万能包丁を手に取り、それからやっぱり果物ナイフに持ち替かえて、

「それじゃ切っちゃうわよ。……って言っても、私達三人で分けても大き過ぎるか。恭介、ビヨンデッタ。辺りに他の兄姉弟妹きようだいがいないか見てきて。無理して全員探さなくても良いから」

「そう言って！　一人で先に食べ始めたら許しませんからね!!」

「ビヨンデッタ。あれだけの大きさなら一人じゃ食べきれないよ」

「恭介は弟だから分からないのです。チョコプレートや砂糖菓子に込められたレアリティというものがっ！」

　やいのやいの言いながら、恭介達はお使いの旅に出かける。

　ちなみにざっと食堂の周りを見てきたが、一五人のメンバーは見当たらなかった。

　代わりにいたのは、

「あら、依より代しろの方を連れてきたの？」

　戻もどってきた恭きよう介すけ達を見て、京きよう美みがちょっと驚おどろいた顔になっていた。

『箱庭』で確保している三人の依代の一人。歳としは京美と同じくらいの少女で、褐かつ色しよくの肌はだに金きん髪ぱつを頭の後ろでまとめている。他の二人は『鉄の処女』の薄うすい寝ね間ま着き、『イバラの冠』の銀ぎん髪ぱつおかっぱ、そして彼女は車くるま椅い子すのような器具に腰こし掛かけていた。ただし椅子の部分には金属製のプラグがびっしり。これもまた、中世の拷ごう問もん具ぐとしてはあまりに有名なトゲ付きの『拷問椅子』を模した精神安定用の器具だろう。

　依代としても異質なくらいの重装備。

　実を言うと最初の頃はその異形な見た目から遠巻きに眺ながめる兄姉弟妹きようだいも少なくなかったのだが、恐おそる恐る近づいてみれば、普ふ通つうに話せる人だった。毒々しいまでの拘束具を纏まとっているのは恭介達が頻ひん繁ぱんに契けい約やくと解かい除じよを繰くり返して負担を掛かけているからに過ぎず、それを怖こわがるのはお門かど違ちがいも良いところである。

　でもって、最後に。

　そんな車椅子の背後に回り、グリップを握にぎって押おしている女性は、

「信楽しがら真ま沙さ美みがいた」

「信楽酔よっ払ぱらっているみたいですよ」

「あら珍めずらしい、真沙美のヤツが自じ炊すいスペースにやってくるだなんて。部屋にストックしていたおつまみ系が切れたのかしら」

　オトナを呼ぶ時は名前の後にさんをつけろ新兵野郎うー、と間延びした声を上げているのはタイトスカートのスーツの上から白衣を羽織る、長い黒くろ髪かみをポニーテールにした開発者、『教授御ご前ぜん』の信楽真沙美その人であった。だが肩かたは左右で高さが合っておらず、スーツも全体的に着き崩くずれていて、極きわめ付けに何だか頰ほおが紅潮している。

　彼女は車椅子の上の依代の頭をポンポンと撫なでると、離はなれ、のたのたとしたおぼつかない足取りで業務用冷蔵庫とは別べつ枠わくで設もうけてある鍵かぎ付つきの戸と棚だなの方へ歩いていく。

　その気になれば一五人の誰だれでも鍵はこじ開けられそうなものだが、恭介達は興味がない。

　戸棚の中にずらりと並んでいるのは、

「うー、部屋のお酒が切れたー。ウォッカウォッカ……」

「うわあ、ここより上がないようなもの極刑モノでパカパカ飲んでるわよこの人」

「信楽ってバイオエタノールとかで動くエコなエンジンでも積んでいるんですか？」

　呆あきれたように言う京美やビヨンデッタだったが、信楽の方は気にする素そ振ぶりもない。

「別に酔ってないし？　まだウォッカをストレートで一二杯目だし？」

「何でそこだけしれっと無む双そうぶっているのよ!?　ナニと立ち向かおうとしているの!!」

　京美が慌あわてたように叫さけぶ。あとその最強論、一〇歳前後の恭介やビヨンデッタに言い放って一体どんな共感を得ようとしているのやら。謎なぞが謎を呼びすぎている。

「てゆーかウォッカをアル中の象しよう徴ちようみたいに扱あつかうのは風評被ひ害がいも良いところですっ。癖くせが少なくて尾おも引かない人類の三大発明の一つなんですからね。コンビニの棚たなを御ご覧らんなさい、果実酒の中身は大たい抵てい焼しよう酎ちゆうかウォッカと相場が決まっているんですよ！　おー、愛いとしのアブソリウムー」

　そんな常識、世間一いつ般ぱんではランドセルを背負っていてもおかしくない歳とし頃ごろの恭きよう介すけやビヨンデッタ達に同意を求められても仕方がないし、何よりストレートのまんまなみなみとグラスに注ぎ始めた信楽しがら真ま沙さ美みの『嗜たしなみ方』はやっぱり普ふ通つうではないはずなのだが、いちいち拘こう泥でいしていても仕方がない。どうせ翌朝になって二ふつ日か酔よいの頭を抱え、『アブソリウムお前もかー』などとカエサルばりの怨えん嗟さの叫さけびを放つのは信楽真沙美当人なんだろうし。

　当の本人が言うには、

「ひっく、仕事を忘れた大人なんて大体こんなもんです」

「……仮にも完かん璧ぺきな『家族』の構築を目指す『箱庭』でそんな事言ってて良いのか『大人達』。っとっと、そんな事よりケーキケーキ。これで五人で切り分けになるんだけど……真沙美って甘あまいもの食べるのかしら？」

「わらひは正しい意味での両刀だかららいじょうぶであります！　軍ぐん曹そう殿どの!!」

「この子達の前で容易たやすく両刀とか口走るなぶっ飛ばすぞ」

　何故なぜだか斜ななめに立って敬礼する信楽真沙美に中指を立てつつ（これもあまり教育によろしくはないはずだが）、城しろ山やま京きよう美みは果物ナイフを握にぎり直して真ん丸ホールケーキの分割に取り掛かかる。

　ビヨンデッタがこそこそ恭介に内ない緒しよ話ばなししてきた。

「（……あの調子だと、信楽が作った訳でもなさそうですわ、このケーキ）」

「（……美味おいしくて害がないなら誰だれでも良いけど）」

　おらー、イチャイチャしてんじゃないよガキンチョども近いんですよ距きよ離りがー、と信楽真沙美が雪崩なだれのようにのしかかってきたので、恭介とビヨンデッタは巻き込まれる形でいったん話を切り上げさせられる。というか右に恭介左にビヨンデッタ、双そう方ほうの腕うでを肩かたに回されて揉もみくちゃにされているのでそれどころではなくなってきた。

　一方で、車くるま椅い子すの依より代しろと京美はホールケーキの前で、目分量で調整と協議を続けていた。何しろ十字に切れる四等分と違ちがって、五等分は少々バランス感覚が要求される。

　失敗したら大きくなってしまったピースは恭介やビヨンデッタにやろう、と京美は心の中で予防線を張りつつも、

「五人でもちょっと多いくらいだけど、まあ、この量なら食べられるか。恭介とビヨンデッタはいくらでも甘いものが入りそうな歳だし」

「わっ、私はお姉ちゃんですから！　恭介と一緒にはしないでいただきたい!!」

　酔っ払いに頰ほおずりされながら顔を真っ赤にして反論するビヨンデッタだが、目線はケーキをロックオンして離はなさない辺り程度が知れている。

　京美は笑みを隠かくさず、果物ナイフを使って円形のホールケーキを奇き麗れいに切り分けていく。一つ一つが小さな皿へ移されていくたびに、ビヨンデッタの目線はテニスの観戦客みたいに行ったり来たりしていた。

　でもって、

「問題はここからになる訳」

　京きよう美みが切り出すと、うんうんと激しく頷うなずいているのはビヨンデッタだけだった。

　恭きよう介すけと『拷ごう問もん椅い子す』の依より代しろは首を傾かしげるばかりだ。とにかく空すきっ腹ぱらに何か入れておきたいのか、酔よっ払ぱらいの信楽しがら真ま沙さ美みがふらつく指先で果物ナイフの方の生クリームをすくい取ろうとしたのを見て、これについてはやんわりと窘たしなめる事に。

　京美は車椅子の依代から譲ゆずり受けた果物ナイフをシンクにある水を張ったトレイへひとまず置きながら、

「切り分けたケーキは五つ。でもってその中にスペシャルは二つ。……チョコプレートと砂さ糖とう菓が子し。さあみんなどれを取る!?」

「砂糖菓子は私です!!」

「見るからに私を象かたどっているんだから譲りなさいよそこはー!?」

「さっき『白き女王』かもって言い出したのはあなたでしょう！」

「大体アンタは毎日何かしらチョコだのワッフルだの頰ほお張ばってるでしょ！」

「甘あまいもの食べないと寂さびしくて死んじゃう可愛かわいい女の子病だって分かっているならなおの事譲ってください!!」

[image: ]

「自分の弱さに色々盛ってんじゃねえ表に出ろ!!」

　ぎゃあぎゃあ言い出した二人の横で、普ふ通つうに何も乗っていないショートケーキの皿を取っている依より代しろが大人過ぎて逆に辛つらい。

　そして一番の大人（であるはず）の信楽しがら真ま沙さ美みは床ゆかの上に転がって丸まり始めてしまった。早々に決着がつかなければこのまま寝ねる、という子供達が大人に抱いだく憧あこがれを盾たてに取った悪夢のようなテロリズムである。

　仕方がないので、恭きよう介すけは恭介で仲ちゆう介かいに入る事に。

「分かった、じゃあこうするのはどうだろう」

「間を取って僕ぼくが美味おいしくいただく、とかいうのはナシですからね！　そういうギャグは今いらないから!!」

「そうじゃなくてね」

　言って。

　恭介は砂さ糖とう菓が子しの人形を指で摘つまんで。

「どっちも譲ゆずれないなら、二つに分ければ良いんじゃないかな」

「ヴぁーっ!!　私の首がもげたー!?」

　割と涙なみだ目めの絶ぜつ叫きようが響ひびいたのは、直後の事だった。
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[image: ステージ 03　地獄の扉、錠前を外すのは誰か]
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　さらに一月が過ぎようとしていた。

　季節で言えば秋から冬に。

　南に位置する迷い陸おかには、あるいは空調完備の地下世界にとっては関係ないのかもしれない。

　その広大な空間の呼び名についても、いつの間にか変化があった。

　今日も誰だれかが言った。




『女王の箱庭』、と。




「……、」

　もはや公然とした変化だった。当初あった一五兄姉弟妹きようだい計画など誰も見向きもしていない。恭きよう介すけの側の子供達はもちろん、表向き施し設せつを管理している『大人達』まで。誰も彼もが目を眩くらませているのだ。『白き女王』というあまりにも巨きよ大だいな発見に。

　一五人の完成なんてまどろっこしい事をしなくても、女王がいれば目的は完かん遂すいする。

　あるいは、人類救済なんてもはやどうでも良くなったのか。

　大人達は、もうリレクティブグラフなんて見ていなかった。

　よそ見運転どころか、ハンドルさえ握にぎっていない。

　絆きずなの深さを示す折れ線の推移がどうなったなど、言うに及およばずであった。

『チェシャ猫』が夜な夜な意味不明な闇討ちに明け暮れている、『ハートの女王』が怪我をした職員に手を差し伸べて信奉者を作っている、などというおかしな噂も耳にする。

「あにうえ、どうかなさいましたか？」

　食堂。スプーンをグーで握って牛乳とシリアルを注ぎ込んだ大皿と格かく闘とうしながら、件くだんの女王はキョトンとした顔で尋たずねてきた。本当にナイフとフォークが使えないのか、恭介に面めん倒どうを見てもらいたがっているのかは判断が難しかった。

　一いつ緒しよに食べている内に、恭介自身も好みが変わってきたなとは思っていたが。

　いいや、そもそも。自分は絶えず『修正』を繰くり返して標的へ向かう精せい密みつ誘ゆう導どうミサイル。栄養摂せつ取しゆという行こう為いに執しゆう着ちやくする人格など持ち合わせはなかったはずなのだが。

「何でもないよ」

　全すべてを隠かくし、Ｔシャツにハーフパンツの恭介は曖あい昧まいに笑った。

（……大だい丈じよう夫ぶ）

　何に対する願がん掛かけなのかも分からないまま、恭介は胸むねの奥おくでそっと思っていた。

　まるで死刑執しつ行こうのサインに脅おびえる囚しゆう人じんの気分だ。何もない事が安らぎに繫つながらない。何しろ、この状じよう況きようを観察している三大勢力のトップが、いつ今の生活を取り上げるか分かったものではない。そしてその時は、遅おそかれ早かれいつか必ずやってくる事だけは決まっているのだ。

　女王完殺のゴーサインが出れば、この『箱庭』は、いや地表部を含ふくめた迷い陸おかの全体は今この瞬しゆん間かんにも世界一苛か烈れつな戦場と化す。三大勢力の頂点を中心に世界中から集められた精せい鋭えいの召しよう喚かん師しと依より代しろ。対するは『未み踏とう級』のてっぺんに聳そびえる最強の中の最強。両者が真っ向から激げき突とつすれば、現場が形を保つ方が難しい。こんなものは、大義を為なすための卵。割れてしまえば、表面にへばりついている小さな命がどうなるかなど目に見えている。

　それを推おし進める側に立っておいて、一体何が大だい丈じよう夫ぶなのか。

　一五人も『白き女王』も、最初から守れやしないくせに。

　本当に自分の立ち位置が見えなくなったまま、歯を食いしばって恭きよう介すけは願う。

　切に。ただひたすらに。

（大丈夫だ。水面下で何が起きているとしても、こうして女王を僕ぼくが独どく占せんしている限り、何も起こらない。どれだけ空気がピリピリしていても、具体的に『爆ばく発はつ』さえ起こらなければ悲劇は蔓まん延えんしないんだから……）

　いっそ健けな気げなまでに滑こつ稽けいであった。

　あらかじめ予言書に記された破は滅めつの日を、ああでもないこうでもないと必死になって否ひ定ていしようとしているような。

　読み手の都合で解かい釈しやくを捻ねじ曲げようとしても、そこに書かれている文字がひとりでに動き出す事などありえないというのに。

「×××」

「はい？」

「約束してくれ。何度も何度も繰くり返すようで気分が悪いかもしれないけれど」

「ええ、もちろん。それであにうえの気が済むのでしたら、何度だって」

　くすりと笑って。

『白き女王』は右手を小さく上げてこう宣せん誓せいした。




「わたくしは誰だれも傷つけません。それがあにうえと共に歩く条件だというのならば、最強も頂点もかなぐり捨てて、わたくしはあらゆる武力を放ほう棄きしましょう」




　でも、本当は分かっているのだ。

　こんなのはいつまでも、永遠には続かない。

　下手へたに『爆発』を許されなかった内圧は膨ふくらむばかり。

　いつか本当に、とんでもない災さい厄やくが芽を吹ふいてしまう事くらい。
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　不安だった。

　とにかく不安で不安で仕方がなくて、息苦しかった。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　詳くわしい話を切り出す事もできず、唇くちびるを嚙かむ恭きよう介すけに、診しん察さつ室しつのような部屋で信楽しがら真ま沙さ美みはそう言った。彼女が本来なら必要のない聴診器を胸に下げている時は、善き相談役というサインだ。

　だが、恭介のおまじないとは意味が違ちがう。

『ガバメント』に属する開発者、『教授御ご前ぜん』は続けてこう話したのだ。

「……確かに、この『箱庭』ではおぞましい事が進行しています。それはいつか表に露ろ見けんし、大きな災さい厄やくへと発展していくでしょう」

　無理矢理な否ひ定ていではない。

　ある事を前提に、彼女は大丈夫と言った。

「私個人にはそれを止める力はなかった。いいえ、力で止めようとすればかろうじて保っていた均きん衡こうが破れ、すぐにでも災厄が容器から溢あふれ出してしまうような状じよう況きようでした。だから、大それた事を言う資格はないのかもしれない」

「それは……？」

　女王完殺とどこまで関係している。

　この人は本当に表の『箱庭』の開発者で留とどまっている人なのか。

「でも大丈夫。人間は確かに弱い一面を持つけれど、同じくらい強い一面も備えているものです。今は邪じや悪あくに傾かたむき、大き過ぎる海の水に自ら溺おぼれかけているような状況であったとしても。絶対に土ど壇たん場ばになれば気づきます。気づいて、手を止める。人間には進む力の他に、留まる力もあるはずなんですから」

　深くは内容に切り込まないが、決して逃にげている訳ではないだろう。

　恭介よりも状況を深く理解していて、なお話さない方が得策だと感じた。しかもそれは情報を握にぎる事で優位に立とうとする浅はかなプライドによるものではない。彼女の言葉には、久しく忘れていた、いっそ『箱庭』から枯かれてしまったのではないかと思うくらいの人間らしい温かさが宿っていた。

　尋たずねずにはいられなかった。

「……あなたが」

「？」

「あなたが、タロットの絵え柄がらを決めたのか。×××は元の世界からこちらの異世界に飛び込んできた存在で、僕ぼく達が正しく接すれば×××を一つの枠わくに収めてコントロールできるって。いいや、彼女に誰も殺させずに済ませられるって……」

　信楽しがら真ま沙さ美みは優しく笑った。

　だけど首を縦たてにも横にも振ふらなかった。

「忘れないで、恭きよう介すけ君。あなたには私が聖人君子に見えているかもしれない。分かりやすい優しさがあるから、すがってしまうのかもしれない。ですがこれは、特別なものではないんです。決められた人間にしか宿らないのではない。本来は、誰だれしもが持っている感情に過ぎないんですよ」

「……、」

「例えば、警備主任のエルベスタ＝トイドリームという方を知っていますか」

　答えられなかった。

　警備関係の人間は皆みなガスマスクで顔を覆おおい、耐たい爆ばくジャケットでボディラインを隠かくしているため性別も年ねん齢れいも不明だ。そうした分厚い装備のためか、歩行や仕草もどこか非人間的で個性を摑つかみにくい。その中から一人一人を識別するのは流石さすがに難しい。

　くすくすと笑いながら信楽真沙美は続けた。

「巨きよ大だいエンタメ企き業ぎようトイドリーム社の跡あと取とりでありながら、メルヘンについて勉強していくほどにそのおぞましさに恐きよう怖ふして、いつしか夢と幻げん想そうの国と敵対するようになった召しよう喚かん師しです。……でも彼の趣しゆ味みはお菓か子し作りで、作ったケーキの上にはチョコプレートとか砂さ糖とう菓子の人形を細かくデコレーションしないと気が済まないんですって」

　あっ、とＴシャツにハーフパンツの恭介は思わず声を上げた。

　キッチンの冷蔵庫を覗のぞくと、たまに誰が作ったものか分からないデザートが入っている事があった。まだまともだった頃ころのビヨンデッタや京きよう美みと取り合いになったので覚えている。どれだけ平等に切り分けても、砂糖菓子の人形のせいで争そう奪だつ戦せんは終わらないのだ。実際には『Eat Me』と書かれたホワイトチョコレートのプレートの方が美味おいしいのに、だ。

「つまりそういう事。見えないから分からない。でも、だからといって、その人物に優しさがないとは限らない。私は、どんな人間にも優しさから転じた強さはあるものだと信じています。それは飽浦あくら大たい咲さくのような、一見して状じよう況きようを悪い方へ進ませている当人だとしても。だから大だい丈じよう夫ぶですよ、恭介君。安全地帯はここにしかないなんて考えてはいけません。その拒きよ絶ぜつはあなた自身の瞳ひとみを曇くもらせ、状況を悪い方向へ動かす力の源みなもととなってしまうんですから」

　誰がタロットの絵え柄がらを決め、『白き女王』さえ救おうと細工を埋うめ込んだのかは明言されなかった。

　だが顔や名前は分からなくても、具体的にいるのだ。それを心から願って実行に移した張本人が。女王の力に振り回されて大人も子供もなくなった欲望の集団の中に、きちんといてくれるのだ。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、一人ではない。

　取り巻く環境は最悪に近くて、一五人も『白き女王』も破は裂れつ寸前で、恭介自身がそうなるように仕向けてしまった組織のメンバーだとしても。現実を無視するような彼の願いと同調し、誰だれも傷つかずみんなが笑顔になってくれるような未来を祈いのってくれる誰かはいるのだ。

「……、」

　少しずつ理解しよう、と恭介は思った。

　こんなどん詰づまりの状じよう況きようから何をどう動かせるかは分からない。

　だけど抗あらがいたい。転がり落ちていく『箱庭』の一五人とも、『白き女王』の完殺を推おし進める『真の実力者達』とも。どんなに馬ば鹿か馬ば鹿かしくても、現実離ばなれしていても、実現の見込みなんてなくても良い。それでも挑ちよう戦せんしたい。誰も倒たおれない道を。女王も含ふくめて、皆みなと一いつ緒しよにいられる道を。

　みんなと分かり合いたい。

　力を貸してほしい。

『箱庭』の大人達と戦う訳ではない。『真の実力者達』と戦争なんて真まっ平ぴらだ。そういう問題じゃなくて、そういう問題以前に、もっとみんなと話し合いたい。

　本当に、『白き女王』を手に入れなければならないのか。

　本当に、『白き女王』を完全殺害しなければならないのか。

　それ以外の道はないのか。

　あらゆる先入観を捨てて、みんなが納得できる結末を、もう一度模も索さくする事はできないのか。

「……船が欲しいな」

　そしてポツリと、冗じよう談だんのような事を恭介は呟つぶやいた。

　首を傾かしげる信楽しがら真ま沙さ美みに、彼は続けてこう言った。

「たとえ今日にでも世界が終わって、あらゆる陸地が沈しずんでも、それでもみんなを引っ張り上げられるように。そんな船が欲しい」

「あっはは！　本気で願っているならネット経由でいくらでも注文できますよ。恭介君、ここに来てかなり経たつでしょう？　あなたには実感ないかもしれませんけど、電子上の口座の中でなら大金持ちになっているはずです。……私達は、それくらい酷ひどい事を続けてきたんですからね」

「……、」

「で、どうします？　恭介君が全まつたく口座に手を付けていない場合……うはあ！　漁船なら遠洋漁業に出かけられる!!　でもちょっと野暮ったいかなあ。あっ、クルーザーなんてどうです!?　お洒落しやれですぞー？」

　ああでもないこうでもないと言いながら、様々なホームページを覗のぞいていく。

　船がどうこうというより、それが楽しかった。

　語り合う事で自分がｉｆの未来へ歩き始めているような、想像の翼つばさで全まつたく別の並行世界へスライドしていくような、そんな気がして。

「へえ、奇き麗れいな白い船じゃないですか。それじゃなんて名前の船にするんです？」

　登録に必要な事を全すべてまとめて、信楽しがら真ま沙さ美みはそう尋たずねてきた。

　Ｔシャツにハーフパンツの恭きよう介すけは少し考えて。

　そしてあらゆる前提を切り捨てる覚かく悟ごを示すため、敢あえてこの名をつける事にした。




「ホワイトクイーン号。これが良い」




　もう『敵対』はやめた。

　城しろ山やま恭介は、その名に寄り添そって生きていく。

（……だって、『白き女王』は止めてくれたじゃないか）

　静かに思う。

　円形の模も擬ぎ戦場で殺し合いのような真似まね事ごとをしていた日々を。『ジャバウォック』に『ハンプティダンプティ』、そして『帽子屋』。当たり前のように被召物マテリアルをぶつけ合い、相手の尊厳を毟むしり取って見下していた日々は、『白き女王』の到とう来らいと共に立ち消えたはずなのだ。

（……だって、『白き女王』は何も悪くないじゃないか！）

『ハートの女王』や『帽子屋』は確かに追い詰つめられた。

　だけど、それも付き合い方の問題なのだ。『白き女王』を相手に何かのジャンルで勝てるなどと思わなければプライドだって削けずられないのだ。真っ当に接する事のできる恭介には分かる。牙きばを折れとか爪つめを差し出せとかそういう話ではない。強い弱いが世界の全てだなどと思わなければ、女王に心を削られる事はない。それだけのはずなのに。

（……だって、これまで世界中であった被ひ害がいだって、完全な形で彼女を呼び出していなかったからじゃないか!!）

　そもそも女王完殺の動機づけとなった世界各地の災さい厄やくは、結局のところ、半はん端ぱな知識や技術で呼び出そうとした『自称』知識人の所業に過ぎない。だとすれば、呼び出された女王ではなく安全策を講じなかった彼らにこそ原因があるのではないか。指先一つ、髪かみの毛一本。それさえ御ぎよする事ができないのに、『白き女王』を支配できるなどと思い上がらなければ、恭介と同じフィールドに立って円満に話ができたかもしれなかったのに。

　だとすれば、何だ。

『白き女王』を殺さなくてはならない理由は、何だ!?

「恭介君」

　目の前で名前を呼ばれて、恭介の肩かたがびくりと震ふるえた。

　見み透すかすような『教授御ご前ぜん』の瞳ひとみ。

　だが彼女はうっすらと笑ってこう告げたのだ。

「何だか知らないけど良い顔をしています。もう一〇年経たっていたら惚ほれていたかもしれないくらいに」

「……、」

「私は人の心の中をダイレクトに見る事はできないけれど、そんな顔ができるなら、きっと胸むねの中にあるのは悪いモノではないはずです。必要な時は言ってください、私も全力で応おう援えんしますから」

　何もかもぶちまけたかった。

　だけど恭きよう介すけは噓うそつきで、みんなを騙だましていて、『箱庭』自体が壮そう大だいな茶番劇である事など話せなかった。

　だから彼は、静かに決心する。

　改めて、こう思う。

　板いた挟ばさみだろうが何だろうが知った事か。

　もう誰だれも、『白き女王』は傷つけさせない。

『箱庭』のみんなも、外から見ている『真の実力者達』も、もっと外にいる世界中の召しよう喚かん師しや依より代しろ達も、さらにさらに一番近くて一番遠い位置にいる女王も。

　誰も彼も救う。

　こんな不毛な争いばかりの連れん鎖さなんて、ここで断ち切る。

　絶対に。

（一人くらい、いたって良いだろう）

　愚おろかであるのは分かっていた。

　だけどここを足あし掛がかりにしなければ世界は永遠に開かない。

（そんな不ふ遜そんな事を考える、不殺の王になりたいと願う大おお馬ば鹿か野や郎ろうがいたって良いだろう!!）

　タロットの一番最初のカードを思い出す。

　そう、愚ぐ者しやは世界の真理へ至るのだ。

（最強の力だとかカリスマ性だとかじゃない。ただただ女王とずっと一いつ緒しよにいたいって、仲間の輪に加えたいって、それだけを願う者がいたって良いだろう!!）
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　薄うす皮かわ一枚めくった薄うす暗くら闇やみで、『誰か』がポツリと呟つぶやいた。

　絶対に叶かなうはずのない願いを、うっかり耳に入れてしまって。

　馬鹿馬鹿しいと分かっていても、戦場での迷いが寿じゆ命みようを縮めると理解していても、それでもなお振ふり払えない想おもいがある事も分かっているから。

　だから、忌いま々いましくも哀かなしげに、その『誰か』は呟いたのだ。

　自分では簡単に認められ、だが他者から突つき付けられるのには痛みを伴ともなうその一言を。

「……大おお馬ば鹿か者ものが」
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　本当に、何がきっかけだったのかは恭きよう介すけにも分からない。

　決意を新たにした彼は、信楽しがら真ま沙さ美みの研究室を出て自らの生活圏けんである『内円』に戻もどるまでの道すがらに、その破は滅めつに遭そう遇ぐうした。してしまった。

「……、───」

　初めは小さな声だった。

　ドア越ごしに届く、あるいは常人ならば聞き取る事もできなかった小さな振しん動どう。




『世界を渡わたるとは、まことに不便なものなのでございますね』




　心臓に。

　不意打ちの一いち撃げきを喰くらったような、そんな衝しよう撃げきを与える声色だった。

（……『白き女王』、どうしてっ!?）

　改めてドアへ目をやる。ここは『大人達』の生活圏である『外円』、そして前に一度は忍しのび込んだ事がある部屋だった。『帽子屋』のチューニングにのめり込んで最強の召しよう喚かん師しの座を目指していた開発者、飽浦あくら大たい咲さくの研究室だ。

　だが女王は恭介以外とのコミュニケーションは途と絶ぜつしているはずだ。

　訳が分からない彼の耳に、さらにドア越しの声が続けざまに響ひびく。




『最高位であるが故ゆえに、わたくしを呼ぶのは難しい。あにうえに多大な負担をかけてしまう』

『わたくしはただ、こうしてあにうえの傍そばに寄り添そっていたいだけでございますのに』




　そもそも、これは何だ？

　声そのものもそうだが、話している内容もおかしい。

　恭介が縫ほう界かい召喚を完成させた以上、『白き女王』が召喚の難しさや制限時間について思い悩なやむ必要はないはずだ。誰だれもが分かり切っているはずの前提が取り除のぞかれ、空回りする歯車よりも空くう虚きよな応おう酬しゆうがただただ続く。

　そう、応酬。

　不気味な女王の声に応こたえる格好で、別の声があった。

　驚おどろくべき事に、それは城しろ山やま恭きよう介すけと全まつたく同じものであった。




『被召物マテリアルだからって、何も召しよう喚かん師しの命令に従うだけじゃなくても良いと思わないかな』

『もっともっと、いろんな声が聞きたい。純じゆん粋すいな姿で、自由な本音が聞きたい』

『僕ぼく達は命を預け合う、同じ仲間なんだからさ』




　何で。何がどうして。

　混乱する恭介の中に、酷ひどく、とても酷く、どんなに温かい光を差し向けても決して溶とける事のない氷の核かくがあった。そして絶ぜつ対たい零れい度どの思考はそんな表層の混乱を嘲あざ笑わらっていた。

　───本当は分かっているだろう、恭介？

　───分からないと言ってしまうほど馬ば鹿かではないのが、お前の弱点だ。

「……かっ、は……!?」

　呼吸が、詰つまった。

　いけない。その答えだけは。仮説として頭の中で組み立ててしまっただけでも罪深い。ましてそんな事態が進行しているかもしれないなどと仮定してはならない。

　本当に、本当の本当に嫌きらいになってしまう。

　皆みなと分かり合って、手を取り合って、どん詰まりの状じよう況きようから一歩でも抜ぬけ出す。

　そんな決意が、コワレテイク……!!




『すごい、すごい！』

『一〇分間の制約も、対人戦の制約もない。本当に好きな時に好きな方に呼び出していただく』

『あはは、これであればいつでも遊びに行けます！　どんな事だってして差し上げられる!!』




　否ひ定ていしたくても、できなかった。

　だからもう、我が慢まんの限界だった。

　いちいちこっそり鍵かぎを開けてドアの隙すき間まから覗のぞき込むなんて手順は踏ふまない。一発でドアを蹴けり破った。縦たて一列に二桁けたもの錠じよう前まえが取り付けられた分厚いドア。その全すべての金具が破断して部屋の奥おくへと倒たおれ込んでいく。

　中には女王がいた。

　そして当然ながら、城しろ山やま恭介が二人いる訳ではなかった。

　作業つなぎの陰いん気きな男。

　女王の正面に腰こし掛かける飽浦あくら大たい咲さくはちらりとこちらを見ると、彼本来のものとは似ても似つかない、声変わり前の少年のようなソプラノボイスで謳うたっていた。




『女王、ここは危ないよ。僕ぼくの後ろに下がっていて』




　　　　５




『箱庭』のあちこちは密みつ室しつと化していた。

　もはや『大人達』はおろか一五人の『きょうだい』の間でさえコミュニケーションは途と絶ぜつ。

　ならば彼らは自ら閉ざした部屋の中で、一体何に没ぼつ頭とうしていたのか。




『女王、こっちにおいで。今日はビリヤードを教えてあげる』

「ええっ。本当によろしいのでございますか、あにうえ!?」




　その答えが、これだった。

　何も『白き女王』は飽浦あくら大たい咲さく一人が独どく占せんしていた訳ではない。

　それだと説明がつかない。

　何しろ今日の今日まで城しろ山やま恭きよう介すけはずっと『白き女王』と一いつ緒しよにいて、独占し続けてきたのだから。




『女王、髪かみに何かついているよ。取ってあげる』

「ありがとうございます、あにうえ！」




　だからこれは、第一の前提が間ま違ちがっている。

『白き女王』にただ一つのアリバイなんて当たり前の制約が通用する、という前提が。

　あまりにも大き過ぎる女王は、完全に単一の存在でありながら表おもて舞ぶ台たいに出てくる仮かり初そめの個体が一つしかないとは限らない。

　前例がある。

『未み踏とう級』音域なし、コスト21。

『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』。

　綴つづりは変えても取り扱あつかう文字は全まつたく同じ『未踏級』。召しよう喚かん儀ぎ礼れいのペナルティとして現れ、ルールの違い反はん者しやを容よう赦しやなく貪むさぼり食う恐おそるべき被召物マテリアル。かの存在は『白き女王』と同一の存在でありながら別べつ個この生命のように振ふる舞まう事もできるはずだ。




『今日のご飯は何にしようか、女王』

「えへへ、わたくしはあにうえと一緒に食べられるなら何だって！」




　つまり。

　条件さえ整えれば、『白き女王』は分化する。枝分かれする。

　その全すべてが独立した『白き女王』として活動を始める。

　ルイス＝キャロルの話になかったか。『案内人のウサギ』に使用人と間ま違ちがわれ、全まつたく別の名前を与えられた事により、アリスが一時的に新たな配役を得る場面が。




『女王、ずっと僕ぼくを一人にしないって約束してくれる？』

「もちろんでございます！　たとえ世界を全部敵に回したって、わたくしはあにうえと共に歩き続けますもの!!」




　そしてルイス＝キャロルの世界では、ウサギは一匹だけではない。

　一番有名な『案内人のウサギ』の他にも、いくつかウサギの名を冠するキャラクターが登場している。

　つまり。

　だから。




『じゃあ女王、僕達は』

「ええ、ええ！　ずっと一いつ緒しよに歩いていきましょう、どこまでも!!」




　囁ささやいていたのだ。

　各おの々おのの部屋で、各々の『白き女王』に向かって。

『帽子屋』も、『ジャバウォック』も、『ハートの女王』も、『ハンプティダンプティ』も、『侯こう爵しやく夫人』も、『ドードー鳥』も、『チェシャ猫ねこ』も……。

　皆みなが皆。

　複数いるウサギの鳴き声……恭介と全く同じ声色で。




『嬉うれしいよ、女王』

「ああ、ああ！　そのお言葉を耳にできるだけで、わたくしはもう……!!」




　取り上げられないなら、そのまま利用しろ。

　あくまで城しろ山やま恭きよう介すけのままで良い。好意を踏みにじり、誤認させろ。

『白き女王』の淡あわい想おもいさえ騙だまし抜ぬいて、好意のままにコントロールしろ。

　それが。その最大最悪の邪じや悪あくこそが。

　オペレーション『三さん月がつウサギ』の真実であった。
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「う……」

　目が、いや頭が眩くらんだ。

　くわんと揺ゆれる意識に猛もう烈れつに込み上げてくる吐はき気。

　恭きよう介すけは自分の足で立つのもやっとな状じよう況きようで、どうしようもない悪意と向き合った。

　踏ふみ込んだ先。

　飽浦あくら大たい咲さくの研究室で。

　分かっていても、分かっていたのに。

　叩たたき込まれた衝しよう撃げきはあまりに酷ひどくて、彼は思わず絶ぜつ叫きようしていた。

「うおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

　自分で自分の喉のどを裂さいているような痛みが炸さく裂れつした。

　両目からボロボロと涙なみだが溢あふれ、それでも目の前の悪夢は滲にじんで消えてはくれなかった。

　酷い。

　あんまりだ。

『白き女王』は確かに人間ではない。頂点の中の頂点、あらゆるバランスを突つき崩くずす極大の最強でしかない。でも、だとしても。その淡あわい想おもいまで踏みにじられる道理がどこにある。騙だまし討うちで寄ってたかって暗殺しようとしていた自分に言えた事ではない。百も承しよう知ちだ。ただ、どうしても。どうしても思ってしまうのだ、こんなのは絶対に間ま違ちがっていると。

　好意を誤認させて。

　虚うつろな瞳ひとみに正しい像が映り込まないようにして。

　ニヤニヤ笑いで誰だれに寄り添そわれているかも分からないまま、ただただその力を引き出され続けるだなんて。そんなのが許されるのか。許してしまって良いのか!?

　騙していた。

　みんなみんな騙していた。

　もしも一五人の絆きずなを示すリレクティブグラフを今目にする事ができたなら、恭介の折れ線は決定的に皆みなから外はずれた位置で暴れていただろう。

　一番の咎とが人びとである恭介が糾きゆう弾だんするような事ではないのかもしれない。そっくりそのまま非難を返されるだけかもしれない。だけど違う、こうじゃない。『白き女王』がいれば、みんなまとまるかもしれないと思ったのだ。付き合い方さえ間違えなければ、一五人や大人達が振ふり回される事もないと信じていたのだ。なのに、これは、何だ？　事故で振り回されるだけじゃない。ビヨンデッタや京きよう美みさえ、『白き女王』を騙だまして利用する事に喜びを覚えていた。そこには信しん頼らいとか信用とか、そういう温かいものは何もなかった。

　ただ最強。

　とりあえず最強。

　温かいものや柔やわらかいものよりも、そんな安あん易いでどうしようもない『力』の方を優先してしまったが故ゆえに……!!

「……、───」

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎちぎちぎち、と。

『白き女王』の首がゆっくりと回り、どうしようもない瞳ひとみが恭きよう介すけを射い貫ぬいた。

　いいや、彼女の目にはどう映っているのか。

　おそらくはコントロール権限を握にぎった飽浦あくら大たい咲さくが命じれば、『白き女王』は何も分からないまま恭介へ容よう赦しやなく牙きばを剝むくだろう。『未み踏とう級』の頂点、最強の中の最強。防護円も何もない今の恭介なら女王の髪かみの毛一本で塵ちりと化す。

　勝てない。

　絶対に勝てない、ここで死ぬ。




　───いいや、本当は分かっているはずだろう。

　───それならどうして、お前は施せ錠じようされたドアをわざわざ蹴け破やぶった？




「あ……」

　頭の奥おくにある氷の核かくの囁ささやきが、聞こえた。

　これから起きる事が、じわりと脳に浮うかんできた。




　───許せなかったはずだ、全部ぶち壊こわしてご破算にしたいって願ったはずだ。

　───だから『そうなる』よ。何もかも、お前が望み、計算した通りに。




「ああっ!?」

　直後の出来事だった。

　パチン、と。細い細い配線が焼き切れたように。

　こちらを正確にロックオンしていた『白き女王』の瞳が、元に戻もどった。『大人達』の研究室の中で彼女はキョトンと首を傾かしげて、自分の両手に目をやって、それからぐるりと部屋全体を見回して。

　引きつった笑みで、しかしまだ希望を捨てられない男が不自然なソプラノボイスを放っていた。

『おかしい、こんなはずじゃない。おい女王、聞こえているだろう、僕ぼくの言葉が！　こっちを見るんだ、僕が誰だれなのか答えてみろ!!』

　そして『白き女王』はあの瞳ひとみで言った。

　Ｔシャツにハーフパンツの恭きよう介すけをロックオンしたのと同じ、どうしようもなく無機質な瞳で。

「お前誰だ」
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　ばぶヴェグどぶちゃあッッッ!!!!!!　と。

　世界は赤と黒に染め上げられた。
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「あ……」

　恭介の中でも、何かが壊こわれた。

　もはや人としての原形もない。残ざん骸がいだって怪あやしい。壁かべ、床ゆか、天井。室内の六面全すべてを赤黒く染めるだけになった、ペースト状の『それ』。

「うく、あ」

　女王がやった。

　取り返しのつかない事をやった。

　もう戻もどれない。拙つたない拙い希望であった、みんなと話し合って女王完殺という無理難題を放り捨てて別の道を模も索さくしていく、という可能性は目の前で潰ついえた。

「うぐぉぉぉああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　気がつけば絶ぜつ叫きようしていた。

　全てを拒きよ絶ぜつするように恭介は髪かみを搔かき毟むしり、あてどもなく走り続けた。途と中ちゆうで何度も何度も転び、壁に体をぶつけ、しかしいちいち痛みを訴うつたえている余よ裕ゆうもなく。

　頭の中でガンガンと別の声が響ひびく。

　氷の核かくは笑っている。




　───良かったじゃないか、狙ねらい通りになって。

　───本物と偽にせ者もの。正しい方を選んでもらってスカッとしたろ？




「あああああああああああああ!!　ああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　───これで『白き女王』の力はお前だけのものだ。お前一人のトクベツだ。

　───いいや、まだまだお前の声を借りて蜜みつ月げつを盗ぬすんでいる馬ば鹿か者ものがいるんだったか。




「やめろっ、くそ、やめろ！　そうじゃないっ、こんなの求めてない!!　違ちがうんだ、これは一体何の計算だ!?　僕ぼくはこんなの望んでいないぞ！　絶対に願ってなんかいない!!　だってみんなで笑いたかったんだ!!　誰だれも傷つかずに終わらせたかったんだっ!!　なのに何だ、これは一体何なんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




　───何って、みんなに求められている『最大公約数の城しろ山やま恭きよう介すけ』だよ。

　───お前好みの言い方でよろしければ、精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルとでも呼ぶべきか？




　絶ぜつ叫きようが止まらなかった。

　自分で自分を信じられなかった。

　信楽しがら真ま沙さ美みは言った。どんな人間も優しさから繫つながる強さを持つと。だけど、それは裏を返せばこういう話ではないか。『それ以外のもの』も抱えていると。人間は優しさと同じ数だけの邪じや悪あくを最初から備えていると。

　自分の中に芽生えた優しさの正体は、何だった？

　精密誘導ミサイル。

　最初から脳にインプットされた標的を追い詰つめるため、ただひたすらに『修正』を繰くり返して軌き道どうを細かく変えていく。全すべては『真の実力者達』の狙ねらい通りに。女王完殺の手順を踏ふんでいく、ただそれだけを目標に掲かかげて。

　だから、こうなった？

　いつまでもいつまでも結果を出さない状じよう況きように対し、恭介の核かく心しんが『最さい適てき解かい』を選せん択たくした？

　正義の皮を被かぶって、みんなを助けるなんて言葉を囁ささやいて。

　実は最初から最後まで変わっていなかった。

　最短の道へ自らを歩ませるための。

　仮かり初そめの、善ぜんでしか……。

「うおおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　───叫さけべ叫べ。それでみんな異変に気づいて集まって来るぞ。

　───存在してはならない複数の女王が互たがいの顔を見合わせたら、一体何が始まるだろうな。




　慌あわてたようにＴシャツにハーフパンツの恭きよう介すけは口を噤つぐむが、もう遅おそかった。

　パタパタという足音が響ひびく。それも複数の方向から、全まつたく同じ足音が。

　ダメだ、と恭介は思った。

　この流れは止められない。かち合ったら最後、今の今まで誤認を利用して良いように操られていた『白き女王』がどんな返礼をするかなんて分かり切っている事なのに。

　だって、言えるか？

　来るなと叫んで、本当に足を止めるヤツがいるか？

「……、」

　どうする事もできないまま、恭介は最後の時を待つ。

　だがここで彼はまたしても間ま違ちがえた。あるいは聡そう明めい過ぎたのが裏目に出たのか。

　ばったり出くわした複数の『白き女王』。

　その中に一人、何故なぜだか知らないけれど、不思議と見分けのつく女王が紛まぎれていた。

　今の今までずっと一いつ緒しよにいた存在。

　思わず、本当に思わず。

　恭介は叫んでいた。




「駄だ目めだメリー!!　こっちに来るなッッッ!!!!!!」




　奇くしくも。

　メリー＝アンとは『案内人のウサギ』がアリスを使用人と間違えて呼びつけてしまった事で発生した新しい名前で、この名前を使っている間に限り、彼女は周囲から本当に使用人として扱あつかわれている場面があった。

　永遠の少女に、それ以外の配役を与えるための名前。

　ウサギから少女に授さずけられたもの。

『アリス（ウィズ）ラビットなんていかがです？　これでもう、わたくし達が二つに分かれる事などありえませんもの!!』

　かつて。

　無む邪じや気きにそう提案された時、実は恭きよう介すけはわずかに難色を示していた。

『それだと「箱庭」から与えられたままだよ』

　だから。

　だから。

　だから。

『最初から、出会った時からあなたの事はこう呼んでいるんだよ、メリー。メリー＝アン。アリスでありながらアリスでない、ウサギから名付けたもう一つの配役。これであなたは、あらゆる枷かせから外はずれた自由な存在になれる』

　まだ女王完殺の話に恭介自身が囚とらわれていて、騙だます目的ですり寄っていた頃ころの話だった。だけどそのくだらない噓うそが、最後の最後に恭介の支えとなっていた。

　そのはずだった。

　しかし。

　どうして気づかなかったのか。

　その名を与えてもらえなかった他のアリス達が、特別にしてもらえなかった有う象ぞう無む象ぞうが、恭介の言葉を受けてどれほどの狂くるおしいダメージを受けるのかを。

　自分達は所しよ詮せん紛まがい物で、その寵ちよう愛あいを受けられるのは自分以外の一人だけ。

　それが。

　その事実が。




　世界に連れん鎖さ的てきな純白の爆ばく発はつを生む。

　一人だけでも猛もう威いを振ふるう『白き女王』が、一いつ斉せいに沸ふつ騰とうして破は壊かいの嵐あらしを巻き起こす。
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　白い爆発に全身を叩たたかれた。

　意識を失っていたのは、ほんの数秒か、あるいは一時間以上か。

「かっ、は……」

　視界がぐらつく。最低限の空間把は握あくができない。Ｔシャツにハーフパンツの恭介は喉のど奥おくに何か引っかかるような感覚を押おさえ込みながら、必死になって呼吸を確保していく。

　今の爆発で、何人死んだ？

　ビヨンデッタは、京きよう美みは、信楽しがら真ま沙さ美みは……みんなは、どうなった？

　そして。

『白き女王』は……？？？

「に、うえ」

　その時、壊こわれた世界に聳そびえるのは一人だけ。

　全すべて殺し合った。

　たった一つの愛情を独どく占せんしたいがために、全まつたく同じスペックの女王達が揃そろいも揃って。

　女王とはそういうものであるといわんばかりに、生き残ったのは一人だけ。

「……あにうえ……」

　もはや、どの『白き女王』なのかは判断がつかなかった。

　まるで蠱こ毒どくの壺つぼ。死し闘とうの果て最後に立つのは、一体誰だれだ。

　だけど恭きよう介すけには、一つだけ分かった事があった。

（あれは、メリー＝アンじゃない……）

　断言する。

　してあげなければならない。

（彼女は誰も傷つけないと僕ぼくに誓ちかった。だからきっと、最後の最後まで暴力を封ふう印いんしたままやられたに違ちがいない）

　そんな口約束さえしなければ。

　全力で牙きばと爪つめを振ふるっていれば、まだしも生き残れたかもしれなかったのに……。

　哀かなしかった。辛つらかった。いっそ怒いかりに逃にげてしまいたかった。

　だが駄だ目めだ。

　今は『白き女王』を押おさえ込むのが先だ。彼女も彼女で罪はない。ただ呪じゆ縛ばくに囚とらわれていただけだ。その鎖くさりを断ち切って、恐おそるべき反動を押し付けたのは他ならぬ恭介自身だ。

　もう最さい善ぜんは望めない。

　でも諦あきらめてはいけない。少しでも、次善の位置で彼女を止める。

　これ以上哀しい暴走はさせない。




　───まだ足あ搔がくのか。




「うるさい……」




　───これで女王完殺が始まる。予測通り、縫ほう界かい召しよう喚かん下であれば女王は殺されても異界へ逃げられない事も具体的に証明された。後は『実力者達』が残った欠片かけらを数で押し流してしまえば今度こそ絶ぜつ滅めつするさ、あの『白き女王』であったとしてもな。




「うるさいっっっ!!!!!!」




　バギン!!　と頭の奥おくで何かが焼けた。

　決して溶とけるはずのない氷の核かく。それがまとめて焼かれる感かん触しよくだった。

　耳の奥から、どろりとした液状の感触が伝う。

　多分これが、本当に最後の『修正』になる。精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルを精密誘導ミサイルたらしめていた残ざん酷こくな思考能力はもう使えない。

　それでも良い。

　壊こわれてしまっても構わない。

　振ふり切れ、他人が決めた運命を。摑つかみ取れ、自分自身の未来を。

　だから代わりに、誰だれかを救える力が欲しい。たとえ何か決定的な過あやまちを犯してしまったとしても、そこで諦あきらめない強さが欲しい！　狂くるってしまったその人を抱き寄せてもう大だい丈じよう夫ぶだと言える、究極の光が欲しい!!

　ただの少年となった彼は、満足に起き上がる事もできない体を引きずって移動を始めた。

『白き女王』に向かって、ではない。

　戦う事に意味はない。『未み踏とう級』の頂点に人の力で挑いどむなど無む謀ぼうだし、そもそも彼女を傷つけるという選せん択たくがもう間ま違ちがっている。

　女王を狂わせている力の源みなもとを探せ。

　それを破は壊かいして、仮かり初そめの恋れん慕ぼや親愛といった枷かせを彼女の胸むねから取り外はずせ。

「……、」

（……『大人達』は、ルイス＝キャロルの物語を七八枚のタロットに収めていた）

　広い広い蜘蛛くもの巣のような『箱庭』の構造を思い浮うかべる。それ自体もウサギの巣穴の奥に広がっていたサイケデリックな絵本の世界を模しているのだろう。どこにどんな象しよう徴ちようや記号を盛り込めば最大効率で『三さん月がつウサギ』の影えい響きよう力りよくで満たせるかを計算する。

（『白き女王』を永遠の少女に見立て、物語の世界に閉じ込める事で、配役にして個々バラバラのカードである僕ぼく達の動きに合わせて『白き女王』を操そう縦じゆうしようと試みた）

　そしてどこに向かって何を取り外せば彼女が正気に戻もどるかを導き出していく。

（その上で、『案内人のウサギ』と『三月ウサギ』を混同させ、僕の役割を横から奪うばっていたのが『現状』だっていうなら……）

「あにうえ、どちらへ向かわれるのでございますか？」

「天国以外なら、どこだって良い……」

　向かう先が地じ獄ごくの底であったとしても。そこに彼女を救う術すべが眠ねむるのであれば。

　歯を食いしばって、少しずつでも必死に進んで。

　最後の最後に、摑む。

　一番最初にみんなで引かされたカードセット。おそらくはルイス＝キャロルの名作を土台にオリジナルで編み出したタロットカード。その中の一枚、誰も選ばなかった『三月ウサギ』。

　二匹目のウサギ。

　混同の原因。

「もう大丈夫だ」

　息も絶え絶えに、恭きよう介すけは宣言した。

　信楽しがら真ま沙さ美みに言われて、心の底から救われたその言葉を。

「今助けてやる、女王。この『三さん月がつウサギ』のカードを破れば、混同も誤認も収まって、あなたは全部元通りになる。そうすれば、もう間違った恋心に振ふり回される事もなくなるんだ……!!」




　　　　10




　その時。

『白き女王』は自分が何者なのかも分かっていなかった。

　度たび重かさなる共食いの果て、最後の最後に残った一個体。直前までの記き憶おくは全すべて『誤認』であてにならず、自分を証明するものは何もない。だからこそ、空っぽの自分が執しゆう着ちやくするようなものなど存在しなかったのかもしれない。

　それでも。

　それでもなお、未練があったのだ。

（……全部、元通りに……？）

　チクリとわずかに胸むねを刺さす、それ。

　そんな些さ細さいな痛みが、世界を終わらせる起き爆ばく剤ざいと化す。

（間違った、恋心……？？？）

　小さく、唇くちびるを嚙かんだ。

　空白一色の思考に、何か得体の知れないものが滲にじみ出た。

（なら、それなら）

　確かに、純じゆん粋すいとは言い難がたいのかもしれない。

　広い広い湖に、一滴てきの毒液を落とされたのかもしれない。

　だけど、それで、全部ダメなのか。

　残さず否ひ定ていしなくてはならないのか。

　つまり。

　つまりは。




　わたくしが元に戻もどったら。

　あにうえが自分で言った、わたくしの側そばに立ち続けるという約束はどうなるの？

[image: ]
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　ガカァッッッ!!!!!!　という恐おそるべき閃せん光こうが生じた。

　破は滅めつとはまさにこの瞬しゆん間かんを指した。

　それまでのものは規格外であってもまだまだ前ぜん哨しよう戦せんだった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　恭きよう介すけは絶ぜつ叫きようし、全身を白に叩たたかれた。

　吹ふき飛ばされ、背中から壁かべに激げき突とつし、その壁さえ脆もろくも崩くずれ去った。

　呼吸困難に陥おちいる恭介は、そこでぬるりとした感かん触しよくに震ふるえる。

　自らの血ではない。

　無数のコンクリートに全身を叩かれ、飛び出した鉄筋に胴体を複数箇か所しよ突つき刺さされているのは……、

「『ハートの女王』……ッッッ!?」

　城しろ山やま京きよう美み。ややタレ目気味で黒い眉の、コスプレ好きのみんなのお姉さん。しかしどうしようもなく絶命していた。蘇そ生せい措そ置ちなんてものを考えるのが憚はばかられるほどの遺体であった。

　軽い。

　あまりにも軽い。

　そこにはドラマチックな演出も、大きな意味も、何もない。心臓が止まり血流が滞とどこおって脳の組織が破は壊かいされていけば人は死ぬ。生物として当たり前の事実が人間の尊厳という尊厳を空くう虚きよに奪うばい去っていく。

　ここまでの無法が許されるのか。

　いくら相手が頂点の中の頂点だからって、世界はこれを許して良いのか。

　起き上がる事もできないまま血の海でもがく恭きよう介すけをよそに、『白き女王』は何かもぞもぞと蠢うごめいていた。

　床ゆかに落ちた一枚。

　自らを愚ぐ弄ろうする『三さん月がつウサギ』のカードを拾い上げ、大切に大切に両手で胸むねへ抱き寄せていたのだ。

「どうしてだ、女王……」

　理解できなかった。

　城山恭介には、『白き女王』の気持ちが本当に理解できなかった。

「どうして救いを拒こばんで被ひ害がいを増やすんだ!!　女王!!」

　対して、『白き女王』は淡あわく、本当に淡く笑った。

　彼女は自分をメリーと呼んでくれない誰だれかに向けて、こう宣言した。

「今のあにうえには、きっと分かりません」

「何を……」

「たとえ間ま違ちがいが混ざっていても良い、自分で自分の区別がつかなくたって。そこまで思えるほどの誰かがいるという事が、あにうえには分からないのです」

「ふざけ、な……。ふざけるなァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　それが、訣けつ別べつの合図となった。

　正しさを求めて恋こい心ごころを理解できなかった恭介と、恋心を求めて正しさを切り捨てた女王。

　全すべてを奈な落らくへ突つき落とす、最悪の戦争がいよいよ始まる。













　　　時系列不明の幸せな記憶　三







　そもそも最初の目的は思考実験だった。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいで呼び出せる被召物マテリアルは規定級、神格級、未み踏とう級を全部合わせればそれこそ星の数に匹ひつ敵てきし、何を呼んでどこへ錬れん成せいを繫つなげていくか、どれを目標にしてどんなルートを描えがいていくか、敵対する召喚師の呼び出している被召物マテリアルまたはこれから呼び出す被召物マテリアルを想定してどういう風に迂う回かいあるいは先回りするか、そのコストや『音域』は……といった道筋は、蜘蛛くもの巣のように複雑に張り巡めぐらされている。

　ここへさらに『花弁』やスポットの配置、『白しろ棘とげ』のストック、地形や敵対召喚師の動きなどを加味しなくてはならないのだが、そちらはひとまず保留にし、今回はあくまでも思考実験に特化する。

　この被召物マテリアルの群れをいかに効率良く覚え、肌はだで感じ、体で覚えていくか。

　最適な媒ばい体たいは一体何か。

　つまり、

「はい『化ける箱rum・te』からの三連コンボで山札の中からアルファベットカードを引いて『吞み込み消化する革袋jkv・jkv・kmol・m』に錬成完了、コスト11で音域は中音、つまりコスト10で低音の『牙を隠し持つ真球t・ei・d・ko・fb・ji』にコスト面でも弱点音域面でも大ダメージ、と。さらに一回休みのビヨンデッタを後しり目めに錬成を進めて神格級へゴー!!」

「ヴぁー!?」

　手製のカードゲームであった。

　城しろ山やま京きよう美みの宣言に大量ダメージでフルボッコ状態のビヨンデッタの絶ぜつ叫きようが、広々としたパーティスペースに木霊こだまする。

『大人達』は暗記学習や反復練習などで被召物マテリアルのパターンを一五人に植え付けようとあれやこれやと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返していたが、それを傍はたで見ていた信楽しがら真ま沙さ美みが『つまらんつまらーん、みんなのモチベが上がらないでしょそんなのじゃー』と叫さけんで一人で作り上げたのがこのカードゲームだった。

　コンボや一回休みなど、実際のブラッドサイン式とはやや勝手が違ちがうものの、単純に『どの被召物マテリアルがどの被召物マテリアルに強いか。どの被召物マテリアルを踏ふみ台にすればどの被召物マテリアルに届きやすいか』を覚えるのには都合が良い。

　ちょっと離はなれたところで京美やビヨンデッタの対戦を眺ながめていた恭介は、隣となりにいる人物へこう尋たずねた。

『開発者』の信楽しがら真ま沙さ美みその人である。

「信楽は交ざらないの？」

「さんをつけろ新兵野や郎ろう。大体、私が交ざってどうするんですか。これは召しよう喚かん師しのお勉強のために用意した教材だっていうのに」

　呆あきれたように言いながら、彼女は彼女で透とう明めいな液体の入ったグラスを傾かたむけている。

　今は仕事の時間ではない、というサインらしい。

「……、」

　一見ちゃらんぽらんな信楽真沙美だが、恭きよう介すけは恭介で気になる事があった。このカードゲーム、いかにも子供向けに加工されてはいるが、元をただせば『第三の召喚』、ブラッドサイン式召喚儀ぎ礼れいで呼び出せる被召物マテリアルを片かたっ端ぱしから網もう羅らしている。それこそ規定級、神格級、未み踏とう級……さらには頂点の中の頂点、『白き女王』まで。

　カードイラストもお手製でデフォルメされたものなのだが……では、これを作った信楽真沙美本人はこれだけの数の被召物マテリアルの外見や特とく徴ちようを、どうやって知ったのだ？

　励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時に展開される人工霊れい場じようの中では、あらゆるカメラやセンサーは召喚師や被召物マテリアルを捉とらえられなくなる。つまり写真や動画などの資料を参考にした訳ではない。いいや、それはできないのだ。

　という事は、彼女はこれらを全すべて直接その目にしてきた？

　他の開発者のように今現在判明している被召物マテリアルの文字列から理論上存在するであろう個体名を類推しているのではなく、実際に？

　名称や音域などの断片的な情報をまとめるだけでも相当の労力がかかるはず。

『箱庭』の中央に位置する円形の模も擬ぎ戦場でだって、あらゆる被召物マテリアルの呼び出しを済ませた訳ではないというのに……？？？

「んー？　どうしました少年、さては罪作りなお姉さんの色香に当てられてしまったのか」

　とろんとした目を向けてくる『開発者』は、あくまでもちゃらんぽらんなままだ。

　恭介が口を開こうとしたその時、ボロ負けしたビヨンデッタからお声が掛かかった。

「恭介！　あなたもこっちに来なさい、意地悪コンボばっかりしてくる『ハートの女王』や『帽子屋』をけちょんけちょんにしてやるのです!!」

「何であなたは被召物マテリアルじゃなくて人間を召喚しているのよ……。まあ良いか、恭介！　次はあなたを揉もんでアゲル」

　指先をちょいちょい動かして呼びつける『姉』に、恭介は息を吐はいて信楽真沙美から離はなれる。大人は大人でひらひらと手を振ふっていた。

　図上演習のような、机の上の戦争が始まる。

　審しん判ぱん役のビヨンデッタが言った。

「せーの、どんっ」

　そして恭きよう介すけと京きよう美みの二人は同時に一枚目のカードを送り出した。

「『始祖の黄ｓ』」

「げっ、『始祖の緑ｋ』よ。音域で負けてるー」

　嘆なげく『ハートの女王』だがそれほど慌あわてていない。このカードゲームの場合、先攻後攻ではっきりと難度が変わるチェスかリバーシほど初手の出し合いは重視されていないのだ。

　その後もカードを並べたり重ねたり、色々と錬れん成せいを繫つなげて被召物マテリアルはどんどん強くなっていく。

　そして恭介が宣言した。

「チェック」

「？」

「すまない、『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。これで即そく死しだ」

　うぎゃー!?　と城しろ山やま京美が叫さけんでカードの束を放り出した。

『白き女王』。

　呼び出した時点で勝利が確定するという最強の中の最強。

　ビッグバンにも似た、理論は分かっていても目にする機会はまずないと考えられた存在。

　ポーカーで言えば、コツコツとカードを集めてフルハウスを揃そろえてニヤニヤしていたところへ、いきなりロイヤルストレートフラッシュをぶつけられたようなものである。

「う、運よ運。こんなものは無効試合だわ。恭介、もう一回勝負!!」

「はあ……。実戦でもそう嘆いてあうあう四つん這ばいモードになるつもりなのか……」

「極刑モノでうっさいな！　気高き姉を完全敗北モードで屈くつ服ぷくさせるとは何事かー!!」

　顔を真っ赤にした『ハートの女王』と再戦。

　が、またしても、

「あ、『白き女王』だ」

「ぐわー！」

「ごめんまた『女王』」

「ぎゃー!!」

「『女王』」

「……ッッッ!!!???」

　そしていつまでも交こう替たいしてもらえず、審しん判ぱん役のままのビヨンデッタが退たい屈くつそうな顔で待ったをかけた。

「ちょっと、いくら何でも恭介に『白き女王』が集中し過ぎていません？　何かイカサマでもやっているんですか」

「そんな事言われても僕ぼくだって困るよ」

　試しにカードセットを交こう換かんし、扇おうぎ状にカードを構える恭介の背後からビヨンデッタがチェック。この状態で『ハートの女王』や狂きよう気きの『帽子屋』、宇宙服の『ハンプティダンプティ』などとも戦ってみるが、

「『白き女王』だ」

「ぐはあ!?」

「はあ……どうしても出るんだよね、はい、『白き女王』」

『ぶしゅふう、こっ、これはあなたの実力じゃないんだからねー！』

　兄や姉達は片かたっ端ぱしから滅めつ多た切ぎりである。

　が、死し屍し累るい々るいであっちこっちに転がる兄姉よりも、何よりわなわなしているのは背後から恭きよう介すけの手札を観察していた審しん判ぱん役のビヨンデッタである。

　恭介が不ふ審しんな動きをしていないのは、彼女が一番分かっている。

　なのに気がつけば恭介の手には必ずと言って良いほど『白き女王』が転がり込んでくる。

　この理り不ふ尽じんを何と呼べば良いのか。

　奇き跡せきか、あるいは悪夢か。

「うーん、単なる相性とは違ちがうかなあ……」

　離はなれたところで透とう明めいな液体をパカパカ吞のんでいた信楽しがら真ま沙さ美みが、何とも言えない顔で呟つぶやいていた。




「ひっく、彼はよっぽど女王に愛される星の下もとに生まれたのかもしれませんねえ」
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　敵かなうはずなんか、なかった。

　一いつ矢しを報むくいるどころか爆ばく発はつに全身を叩たたかれた恭きよう介すけは、自分の足で起き上がる事もできないはずだった。根性論や精神論でどうにかできるレベルではなく、そもそも根本的に複数箇か所しよの骨が折れているのだ。内臓についても何ら無事な保証はなく、むしろ至近で女王のもたらす純白の閃せん光こうに巻き込まれてこの程度で済んでいる事の方が僥ぎよう倖こうなくらいであった。

　だから、きっと。

　一発で城しろ山やま恭介が死なずに済んだのは、彼の力のおかげではなかったのだ。

「恭介君!!」

　横から割り込む声があった。

　長い黒くろ髪かみをポニーテールにまとめ、深い青のタイトスーツの上から白衣を纏まとう女性。

『教授御ご前ぜん』の信楽しがら真ま沙さ美み。

　いいや、彼女だけではない。

　しゅしゅっ、ふしゅう!!　というくぐもった息を洩もらす音がいくつも響ひびいた。『女王の箱庭』の警備担当。顔をガスマスクで隠かくし、全身を耐たい爆ばくジャケットで覆おおい、タコの脚あしのようなデバイスをいくつも腰こし回まわりに装着させた、老若男女の区別もつかない召しよう喚かん師し達。

　だが依より代しろが足りないはずだ。

　手にした銃じゆう器きでは『白き女王』には敵わない。いいや、万全で依代や励起手榴弾インセンスグレネード、ブラッドサインを揃そろえていたとして、最強の中の最強、呼び出された時点で試合終了な『白き女王』にどう立ち向かうというのだ!?

「……よせ……」

　折れた骨の痛みに歯を食いしばり、Ｔシャツにハーフパンツの恭介は必死で声を紡つむぐ。

「これは僕ぼくの責任だ。僕が全部悪いんだ。だからよせ……!!」

『ふざけるなよ』

　マスクの一人が振ふり返らずに遮さえぎった。

　ケーキ作りが趣しゆ味みで、一五人のためにたびたび手作りの洋よう菓が子しを冷蔵庫の中に収めてきた、顔も分からない誰だれか。

『今の今まで、こんなのを子供一人に押おし付けてきた方が間ま違ちがっていたんだ。だから俺おれ達にも挽ばん回かいのチャンスをくれよ』

　違う、そうじゃない。

　叫さけぼうとしたが、激痛に口を塞ふさがれた。

　信楽真沙美がボロボロになった小さな体を抱き上げたのだ。

『女史は避ひ難なんルートの緊きん急きゆうエレベーターへ。予備電源もいつまで保つか分かりません』

「お願いね……。生き残ったら、これを思い出話にどこかで吞のみましょう？」

『よしてください、昔から惚ほれっぽくて痛い目ばかり見てきたんです』

　ザッ!!　と全員が動いた。

　ガスマスク達は一秒でも長く『白き女王』を足止めするために、信楽しがら真ま沙さ美みは腕うでの中の小さな命を守り抜ぬくために。

　何もかもが壊こわれていく。

　恭きよう介すけが本当に守りたかったものが一つ一つ形を失っていく。

「あにーうえー……」

　狂くるった声が彼の全身を叩たたく。

　だがそれだって、元々狂わせたのは誰だれだった？

　こうなる前に食い止めてやれなかったのは、一体誰の責任なんだ。

「あにーィィィうえーェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッッ!!!!!!」

　ドン!!　ゴゴンッッッ!!!!!!　と。

　あれだけ堅けん牢ろうだったはずの広大な地下空間が、嵐あらしの中の菓か子し箱ばこのように揺ゆさぶられる。次々亀き裂れつが走り、逃にげる信楽真沙美を追い抜ぬいて、大天井が崩くずれて壁かべが倒たおれる。それ自体が一つの生き物であるかのように牙きばを剝むき、爪つめを振ふるってくる。

「うふふ。あはははは」

「早いっ！　力量差は分かっていた事ではありましたけど、それにしたって!!」

　信楽真沙美は歯は嚙がみする。

　緊急用のエレベーターまではまだまだ遠い。

　彼女は白衣の胸むねに留とめていたＩＤカードを取り外はずし、何もできない恭介に握にぎり込ませた。それから周囲をぐるりと見回し、一点で目を留める。チラリと見えたのは白とピンクの色彩。

「そこのあなた、デッタちゃん！」

「っ」

「恭介君をお願いします。このカードがあればエレベーターは操作できるわ。場所は分かりますよね？　行って!!」

　ズン……ッ!!　という恐おそるべき震しん動どうが背後から伝わってきた。

　動けない恭介をビヨンデッタに預けると、彼女は白衣を翻してそちらへ振り返った。

　逆に言えば。

　ＩＤカードを預けるという事は、信楽真沙美はそのエレベーターの扉とびらを開けるチャンスを諦あきらめた、という事実を意味していた。

「くっ、ああ……!!」

　Ｔシャツにハーフパンツの恭きよう介すけは折れた腕うでを必死に動かして、白衣の背中を摑つかもうとした。

　だが実際には何もできない。

　ビヨンデッタに抱えられたまま、再び恭介だけが安全圏けんへ逃のがれていく。

　その間にもあちこちで震しん動どうがあった。

　信楽しがら真ま沙さ美みは巻き込まれ、そして恭介には面識のない大人達も戦っては散っていったはずだ。こちらは知らなくても、そんな事はどうでも良いと言わんばかりに。小さな命を守るため。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　短いスカートを翻し、幼い悪あく魔まはそう言った。

「『お姉ちゃん』が必ず守ってあげますから。だから恭介は大丈夫……!!」

　なんて答えれば良いのかも分からなかった。

　とにかく何か叫さけばなくてはならないはずなのに、言葉が詰つまって何も出ない。

　行き場を失った感情の奔ほん流りゆうは口からではなく、目からボロボロと溢あふれていた。

　ああ、と恭介は思う。

　自分は今、泣ないているのか。

　無様に涙なみだをこぼしているのか。

　でもそれは何故なぜ？

『女王の箱庭』の歪ゆがみを察知できなかったから？　『白き女王』の箍たがを破ってしまったから？　守りたかったはずの人々が次々に白の閃せん光こうと瓦が礫れきの中へ消えてしまったから？

　全すべて失って。

『彼女』と敵対する以外の道を失ったから？

　二人はようやく緊きん急きゆうエレベーターの前まで辿たどり着く。数基一列に並べられた、しかし一枚のＩＤカードでは一つしか開放できないそれ。

　だがここまでだった。

　しかも理由は『白き女王』ではなかった。




「よお、恭介」




　低い低い、その声。

　枯かれ果てたランキングボードの序じよ列れつ一位。それでも一五人の中では紛まぎれもなく最高の腕を持つ、乱れた金髪に浅黒い肌の召しよう喚かん師し。

『帽子屋』アルベルト＝Ｓ＝ディヴァインスミス。

　傍かたわらに鉄の処女めいた拘こう束そく具ぐで縛いましめられている依より代しろの女性を携たずさえて、悪あつ鬼きは嗤わらう。

「ここらでちょっと遊ぼうぜ。防護円を張ってりゃ手足が折れてても問題ねえだろ。ああ、召喚儀ぎ礼れいで戦っている間『だけ』は」

「今がどういう状じよう況きようか分かっているんですか!?」

「どうでも良いさ」

　アルベルトの指の間を一枚の銀貨が躍おどる。その銀貨に同じものが重なり、重なり、重なり、重なって、ずしりと重たい金属製のブラッドサインへと変じていく。

「この一いつ瞬しゆんに全力を注げるのならば、何だって。ああ、ああ。模も擬ぎ戦場を奪うばわれてからずっとそんな感じだった。俺おれは今、久しぶりにリアルな色しき彩さいの中で生きている」

『帽子屋』は銀製の他にもう一本、練習用のブラッドサインを肩かたに担かついでいた。まさか二刀流という訳でもあるまい。条件を整えるため、彼はわざわざこちらへ練習用の棒切れを放り投げてくる。

　受け取ったのは恭きよう介すけではなかった。

　遮さえぎるように伸のばしたビヨンデッタの手が、摑つかみ取った。

「……先に行きなさい、恭介」

　信楽しがら真ま沙さ美みから受け取ったＩＤカード。頼たよりない蜘蛛くもの糸を、ビヨンデッタもまた自ら手放す。緊きん急きゆうエレベーターの扉とびらを開放してろくに動けない彼を押おし込むと、彼女はウェイトレス服のミニスカートを軽く摘つまんだ。

　ゴトン！　と両足の間から野球ボールより一回り小さい金属球体が落ちる。

「餞せん別べつです」

「待っ、ビヨンデッタ、お前───」

「あれが本気を出せば、エレベーターシャフトごと砕くだかれます。誰だれかが足止めしなくてはなりません」

　返答の機会などなかった。

　ビヨンデッタ＝シロヤマは脱だつ出しゆつ口ぐちであるエレベーターから一歩後ろへ下がる。地じ獄ごくへと舞まい戻もどり、しかしウェイトレス服の短いスカートの端はしを摘まんだまま、彼女は不思議と穏おだやかな笑みを浮うかべてこう囁ささやいた。




「大だい丈じよう夫ぶ、私は『お姉ちゃん』ですもの。きちんと恭介を守ってみせます」




　鋼こう鉄てつの扉が、左右から閉じる。

　最大の罪人だけを乗せて、金属製の蜘蛛の糸が急速に上昇していく。







「……意外なもんだ」

　地獄の底で、狂きよう気きの『帽子屋』が呟つぶやいていた。

「俺おれもテメェも閉じた部屋で女王のヤツを騙だましおおせるのに夢中だったくせに。この段階まで来て、まだ『家族』に執しゆう着ちやくするかよ。ある意味で一五兄姉弟妹きようだい計画は成功していたのかもしれねえな」

「いいえ」

　浅黒い肌の男の言葉に対し、練習用のブラッドサインをぎちりと軋きしむほど握にぎり締しめながら、ビヨンデッタは首を横に振ふった。

「私もそろそろ限界です。元々あの子の見てない裏では他人の復讐に手を貸していた身。あれ以上恭きよう介すけの顔を見ていれば、きっと憎にくしみ一色で彼の首を絞しめていた」

「……、」

「あなたは恭介が憎い訳じゃない、私にはそれが分かる。……何故なぜならば、『女王の憎ぞう悪お』を受け取ったのはこのビヨンデッタ＝シロヤマなんですから」

　城しろ山やま恭介がもたらした縫ほう界かい召しよう喚かんに、そこから派生した『三さん月がつウサギ』。

　誰だれも彼もが恭介のふりをして最強の『白き女王』を操そう縦じゆうする方法に辿たどり着いた。

　だけど、結局は。

　満たされなかったのだ。完かん璧ぺきに支配しても完全に操縦しても、『白き女王』はビヨンデッタ達を見てくれない。架か空くうの薄うすっぺらな城山恭介に愛の言葉を囁ささやき、無条件で信しん頼らいしていくサマを眺ながめていくだけ。あるいは『家族』よりも『姉弟』よりも深く深く。自分達では世界を端はしから端まで捜さがし回ってもここまで安心して背中を預けられる人なんて絶対見つけられないと、そう思い知らされる格好で。

『大人達』がどうだったかは知らない。

　だけど恭介を除のぞく一四人は、愛情以外の何かを受け取った。

　ビヨンデッタの場合は『女王の憎悪』。

　ではアルベルトの場合は……、

「『女王の獰どう猛もう』」

『帽子屋』はいっそクリアなほど響ひびく声で、真まっ直すぐに答えた。

　束つかの間ま、脳を覆おおう狂きよう気きの霧きりが晴れたように。

「……俺はただ依より代しろを助けたかった。寄ってたかってたらい回しで再さい契けい約やく続き、体の中も外もボロボロになっていく三人を何とかしたかった。だから飽浦あくらの口車に乗って最強を独どく占せんすれば、模も擬ぎ戦場も潰つぶせるんじゃねえかって。恭介のヤツが『白き女王』を掌しよう握あくしたのは予想外だったが、それでも依代さえ消しよう耗もうしなけりゃ何でも良かったんだ」

「話が嚙かみ合いません。あなたは模擬戦場を取り上げられて私達に逆さか恨うらみしてきたはずでしょう？」

「結局駄だ目めだったんだ。戦いを取り上げられ、被召物マテリアルを身に宿す必要のなくなった依代達がどうなったか知ってるか。知らねえだろ。当たり前だ、テメェらはもう女王に首ったけで、その後に依より代しろ達がどこにいたのかも分からねえはずなんだから」

　頂点の中の頂点、『白き女王』を呼び出して固定するのに依代はいらなかった。

　他の被召物マテリアル、二番手以下などいちいち召しよう喚かんする必要性がなかった。

　だから、無む邪じや気きなほど残ざん酷こくに彼女達は切り捨てられた。

　居場所を失って腐くさっていく依代達を間近で眺ながめ続けて……そして、『帽子屋』も配線が切れた。

「俺おれ達は化け物に寄り添そわなければ生きられない」

　乱れた金髪の狂きよう人じんは笑っていた。

　いいや、本当に狂くるっていたのは『帽子屋』ではなく、周りで展開される茶会の方か。

「だから最後の最後まで楽しませてもらうぜ、ただただ生きるために。俺が得たのは『女王の獰どう猛もう』だ！　戦う事で喜び、戦う事で感動を与えるカリスマだ!!　さあ与えてやる、束つかの間まの夢であろうとも、お前達依代が一歩でも前へ進もうとする力を!!」

　ざしっ、とウェイトレス服のビヨンデッタの傍かたわらに誰だれかが立った。

　銀ぎん髪ぱつをおかっぱにした大人の女性。全身を黒くろ革かわのベルトのような拘こう束そく具ぐでギッチギチに縛いましめ、額ひたいのラインで頭を金属と内向きのプラグの輪……現代版のイバラの冠で締しめ付けた、『帽子屋』とは別口の依代。だが『三人の依代』というくくりが存在するのであれば、彼女達も彼女達で一五人と同じく密みつな関係にあったはずだ。

　にも拘かかわらず、わざわざ対立関係を選ぶ。

　一秒でも良い、一いつ瞬しゆんでも長く。全力全開で魂たましいがひりつく戦いの中に没ぼつ頭とうしようとする。

「……私が得たのは『女王の憎ぞう悪お』」

　ぶつりという音が響ひびく。

　依代との契けい約やくのため、ビヨンデッタが犬歯で己の唇くちびるの端はしを嚙かみ切り、血の珠たまを浮うかばせたからだ。そして鉄てつ錆さび臭くさい味と共に、彼女もまた自分が決定的に塗ぬり替かえられていくのを自覚する。

　生きるにしても死ぬにしても、『お姉ちゃん』はここまでだろう。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

　次に会う時は、もう自分は別の何かに変へん貌ぼうしているはずだ。

　構わず、振ふり切り、ビヨンデッタ＝シロヤマは唇の血を指で拭ぬぐう。依代と結びつくため、赤に濡ぬれた指先をその口元へと当てていく。

　人を捨て。

　頭の奥おくで拙つたないなりに積み重ねてきた人格が焼き切れていく音を耳にしながら。

　召喚師という神を超こえる装置となりつつある二人は、同時にこう言った。




「「さあ、『最後』の戦いを!!」」
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　長い髪かみをポニーテール状にまとめ、深い青のタイトスーツの上から白衣を羽織る女性。

　信楽しがら真ま沙さ美みは、壁かべも大天井もなくなった瓦が礫れきの山の中で怪かい物ぶつと対たい峙じしていた。

『未み踏とう級』音域なし、コスト21。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　善ぜん性せいの塊かたまり、聖なる象しよう徴ちよう、光こう輝きの擬ぎ人じん化か。

　その正体や本質が分かってなお、わずかでも気を緩ゆるめれば前提を捨ててその場に傅かしずいてこうべを垂たれてしまいかねないほどの、圧あつ倒とう的てきなカリスマ。

「……あら。あなたは無様に逃にげ惑まどったりしませんのね」

「そういうあなたこそ、恭きよう介すけ君以外とも会話する気になったんですか？」

　問いかけに、『白き女王』は純じゆん粋すいに首を傾かしげていた。

　数々の共食いの果てに、何かしらの変化でもあったのか。

「あなたは最初から人類に害をなす存在だった。どれだけ情があっても、この前提は曲げられません。それは悪性ではないのかもしれない。完かん璧ぺきな存在であるあなたに落ち度はなく、あなたと相対するには人類という生き物が弱過ぎただけかもしれない。それでも、どんなにお門かど違ちがいであっても、あなたはやっぱり我々にとっては『益』ではなく『害』なんです」

　気にせず、信楽真沙美は歌を口ずさむように囁ささやく。

　臆おくせずに、一歩前へ出る。

「救ってほしいと、救われてほしいと、そう願っていた私自身、心のどこかで諦あきらめていた。実現性を考えない夢物語だからこそ奇き麗れいごとを自由に放てる。そんな風にしか思っていなかった」

　あの『白き女王』へ。

　頂点の中の頂点に向かって。

「だから恭介君を見た時は、目が眩くらみました。あるいは、もしかしたら、ひょっとしたら。自分で諦めてしまった夢を、そんなにも重たいものを、あんな小さな肩かたに押おし付けようとしてしまった」

　言い放つ。

　立ち塞ふさがる。

「女王、終わりにしましょう。私が恭介君に抱いだいた夢も、あなたが恭介君に求める願いも、あまりにも多くの苦痛を与え過ぎる。種類は違えど過あやまちを押し付けた者同士、せめてその後始末くらいはさせていただきます」

　信楽真沙美は細い手を後ろに回し、ボリュームのあるポニーテールの中へと突つっ込んだ。そのまま何かをずるりと引き抜ぬく。

　それは鮮あざやかな青の粘ねん液えきを封ふうじたガラスの小こ瓶びんだった。

　足元に放り捨て、砕くだくと、粘液はぐるりと信楽しがら真ま沙さ美みの周囲を取り囲む。そのまま回転の勢いは増して竜たつ巻まきを逆さにしたように鋭するどく尖とがると、瞬またたく間に一本の長い棒へと変じていく。

　ブラッドサイン。

　目にして、『白き女王』はくすりとも笑わなかった。

「そんなもので、わたくしとあにうえの間に割って入れるとでも？」

「『フリーダム』アワード３０００、『世界の果てワールドコンプリート』」

　すう……と信楽真沙美の瞳ひとみが音もなく細められていく。

『ガハメント』の『教授御ご前ぜん』なる無害で優しいものとは、全まつたく別の異名が世界へ放たれた。

「……『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』。三大勢力を渡わたり歩いている内に、各おの々おの抱えていた１０００の課題を全てこなしてしまいまして。少なくとも、逃にげ回る子供達を嬲なぶるよりは退たい屈くつさせないと思いますよ」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、勘かん違ちがいしていた。

『真の実力者』とは、世界の裏側に君臨する『ヒューマニズム』『百害の王オープンブラフ』『完全平へい衡こう』……などではなかった。裏の裏は表。それは誰だれよりも高みにいながら誰よりも人に寄り添そう、冷れい酷こくなだけのシステムを嫌きらってほんのちょっとした人間味を埋うめ込む、一人の女性であった。

　かつて彼女は言った。

『箱庭』は邪じや悪あくな方へ傾かたむいているが、下手へたに力で解決を目指せば器を壊こわし、邪悪が溢あふれてしまうといった事を。……それは逆に言えば、器を壊すだけなら、一五人の天才含ふくむ『箱庭』を壊かい滅めつさせるだけなら、彼女一人で造作もなかったという事だったのだ。

　キチキチ、という小さな鳴き声があった。

　リスか、フェレットか。小動物が彼女の白衣の首回りから顔を出す。それが彼女の契けい約やくする動物型の依より代しろ。鹿しかや熊くまを神性化し神の使いとする考えの延長線上にある存在。そしてその前まえ脚あしでくるみか何かのように抱えているのは励起手榴弾インセンスグレネードだ。

　人間側の最強。

　故ゆえに矜きよう持じはあっても、同時に理解できてしまう。

（勝てないのは分かっている……）

「さあ、極きわめた者同士の戦いと参りましょう、女王陛へい下か」

「ちっちっちっ」

　と、そこで『白き女王』は人差し指を小さく振ふった。

　わざわざ木こっ端ぱの人類の相手をする。必死になってアワードをかき集めた召しよう喚かん師しに一応の敬意を表しつつ、だが彼女は即そく座ざに訂てい正せいを促うながした。




「『白の寵ちよう愛あい』と『白の斬伐ホワイトスレイヤー』がまだでございますわ」




　ズン……ッッッ!!!!!!　と。

　どうしようもない轟ごう音おんが、『女王の箱庭』をさらに大きく破は壊かいした。




　　　　３




　Ｔシャツにハーフパンツの恭きよう介すけは一人、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用のエレベーターに乗せられていた。

　精せい密みつ工学で造られた現代の蜘蛛くもの糸は、速やかに地下五〇〇メートルの地じ獄ごくから生存者を引きずり上げていく。

（上まで行けば……）

　朦もう朧ろうとする意識を繫つなげながら、彼は今できる最さい善ぜん、次善、何でも良い、とにかくベストを目指すため、必死に思考を回していた。

（地上に出れば、女王完殺のための実働部隊が待っている。彼らの応おう援えんがあれば地下から人を引きずり上げられるかもしれない……！）

　だがそれもいつまでもは続かなかった。

　ガッギン!!　と。

　何か歯車が目め詰づまりでも起こしたように、不自然にエレベーターが止まる。ただでさえあちこち骨を折っていた恭介の体が床ゆかを跳はね、落ち、そして苦痛の袋ふくろへ少年を放り込む。

「かは、あ……!?」

　のた打ち回っている場合ではなかった。

　まるで缶切りの分厚い刃が蓋ふたにめり込んでいくように、四角い箱のあちこちから白い爪つめのようなものが喰くい込んできた。

　これは、何だ？

　白。つまり女王の一部分……衣服か何かが形を変えたものか？？？

「くっ……!!」

　ここで捕つかまったら元も子もない。

　エレベーターは宙吊づりで、おそらく二〇〇メートルは昇っている。

　ビヨンデッタやアルベルト、他にも生存者は地下に残されているはずだ。どこにどれだけ正確な情報が伝わっているかは不明だが、全すべての引き金を引いた元げん凶きよう、城しろ山やま恭介自身がもたらす情報にはきっと大きな意味があるはずだ。

　立ち上がる事もできず、這はいずるようにしてエレベーターのパネルに向かう。『白き女王』の爪が破断した金属片を摑つかみ、ネジを回してこじ開ける。

　そうこうしている間にも、ミシミシミシミシ!!　という不気味な音は続いていた。

　握にぎり潰つぶすつもりなら、一秒も必要なかっただろう。

『……あに、うえ……』

　地じ獄ごくの底から呼び声がする。

　おそらくは、彼を潰さずに箱の中から取り出す方が大変なのだろう。

　だがその躊ちゆう躇ちよが次への道を拓ひらいた。

『あにいーうえーぇぇぇぇぇぇ……』

　死んで全すべてが終わるのならば、今すぐ自分の手で心臓を引きずり出す。だけどそんな甘あまい話ではない。今この場での自殺論は逆に責任から逃にげているとしか思えない。

（緊きん急きゆう脱だつ出しゆつエレベーターは四基。制せい御ぎよ盤ばんは内部ネットワークで同期、これならいける！）

　恭きよう介すけはビヨンデッタから受け取った丸い金属球を摑つかむ。口でピンを抜ぬいてギザギザに破断した壁かべの隙すき間まへと投げ込む。

　励起手榴弾インセンスグレネードではないはずだ。

　各おの々おのの召しよう喚かん師しに合わせて調合配分を変える励起手榴弾インセンスグレネードだった場合、ビヨンデッタの所有物を恭介に渡わたしても何の効果もない。つまりこれはそういう形に装った普ふ通つうの爆ばく発はつ物ぶつだった訳だ。おそらく召喚師同士の戦いを始めると見せかけて真正面から爆殺するためのものだろう。兄弟相手にえげつなさ過ぎる仕し掛かけだ。

　とにかく爆発させた。

　完全に隙間にはまった手しゆ榴りゆう弾だんは爆風や破片を撒まき散らす事なく、壁を大きくめくり上げる。そして耳をつんざく轟ごう音おんと共に、エレベーター自体が斜ななめに傾かしいだ。

　恭介は床ゆかを転がる。

　そのまま躊ちゆう躇ちよなく壁の大穴へと飛び込む。

『あにいーィィィィうえーェェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!』

　エレベーターを摑む無数の『爪つめ』が躍おどったが、紙かみ一ひと重えだった。

　恭介の体が虚こ空くうへ飛び出し、そして上昇してきた隣となりのエレベーターの屋根へ落ちる。

　パネルから同期していた別のエレベーターへリクエストしていたものだ。

　改めて眺ながめてみれば、今まで恭介が乗っていたエレベーターには大量の白い布のようなものが絡からみ付いていた。まるで得体の知れない繭まゆ。そして暗い地底から伸のびる布の塊かたまりが、容よう赦しやなく用済みとなった金属の箱を握り潰していく。

「はあ、はあ……!!」

　荒あらい息を吐はき、屋根の上で横よこ倒だおしになったまま、恭介は必死にポジティブな思考を回していく。そうでもなければ今すぐにでも折れてしまう。

（上に、地上に……）

　唯ゆい一いつの光。

　地下五〇〇メートルに残された皆みなを助け出せるかもしれない、最後のチャンス。

（実働部隊に詳しよう細さいを伝えるんだ……。彼らの応おう援えんがあれば、あるいは……）

　そしてエレベーターが地上へ到とう着ちやくする。

　屋根のパネルを外はずして一度エレベーター内へ転がり落ち、骨の折れた体を引きずるようにして恭きよう介すけは必死に外へ出る。南に位置するとはいえ、流石に少し肌寒い。

　何かがおかしかった。

　希望が見えなかった。

　そこにあるのは何かが燃えるような嫌いやな匂においと、あちこちからざわめきのように伝わってくる声。不ふ明めい瞭りような音の塊かたまりは、良く良く聞けば怒ど号ごうや絶ぜつ叫きようのように聞こえなくもない。

　こちらはこちらで、何が起きている？

「誰だれか……」

　痛む体を引きずり、恭介は嗄かれた喉のどを動かして必死に声を出す。

「誰か、来てくれ!!　『箱庭』の……『箱庭』のみんなが!!」

　返事はなかった。

　芋いも虫むしのように汚よごれた地面を這はい回り、恭介は状じよう況きようの確認のために動く。かつてビヨンデッタが教えてくれた、お気に入りのあの丘へ。

　迷い陸おかを一望できるその場所に辿たどり着くまで、何度気絶しそうになったか分からなかった。

　Ｔシャツとハーフパンツをドロドロに汚した恭介はそこで目もく撃げきする。




　熱帯の森の木々が薙なぎ倒たおされ、あるいは焼き払われ。

　そして陸地一面を埋うめ尽つくす、おぞましいまでの被召物マテリアルの群れを。




　潮の満ち引きや堆たい積せきする砂の関係か、今は箱庭周辺が海水で切り離はなされ、大きな島のようになっていた。

　その内側全すべてが地じ獄ごくと化していた。

　とてもではないが、召しよう喚かん師しが依より代しろを介かいして操っているとは思えない。

　そもそも人工霊れい場じようが展開されていない。

　だが現実問題として、数百、数千、それでは利かない数の化け物が下界を吞のみ込んでいた。あるいは巨きよ大だいな歯車の集合体、あるいは一つの影かげを共有して繫つながる無数の狼おおかみ、あるいはひたすらに膨ふくらみ切った眼球、あるいは中身のない空くう虚きよな甲かつ冑ちゆう。

　そうした『規定級』の他に、明らかに神話の神々と思おぼしき一群までもが顔を出し、際限ない破は壊かいをもたらしている。閃せん光こうが躍おどり、爆ばく発はつが噴ふき上がる。森が削けずられ、遠く離れた連れん絡らく橋きようの中ちゆう継けいポイントがへし折られ、沖合いでは大きな水柱が立ち昇っていた。あれはひょっとしたら海中で潜せん水すい艦かんでも爆ばく発はつしたのか。

　あちらこちらで散発的に励起手榴弾インセンスグレネードが投げ込まれ、人工霊れい場じようが展開されるが、小さい。あまりにも小さい。海に切り取られた陸地の一面を覆おおい尽つくす猛もう威いの前には、割れる事が前提の小さな泡あわのようにしか見えない。

　怒ど号ごうや絶ぜつ叫きようの正体は、これだったのだ。

　コストや音域なんて関係ない。一対一の構図も作れない。複数の音域とコスト差を持つ被召物マテリアルに取り囲まれ、正規の召しよう喚かん師しや依より代しろはまともな勝負に持ち込めない。すでに組織としての体てい裁さいも忘れているらしく、まるで蜂はちの大群にでも追われて逃にげ惑まどうような有り様だった。

　地じ獄ごくと化した戦場から逃にげようにも、それも叶かなわない。

　連れん絡らく橋きようは落とされ、沖の潜水艦も爆破して沈しずめられていく。

（待てよ、海……？）

　恭きよう介すけは泥どろだらけの顔を動かし、改めてそちらを確認する。

　そう、海だ。

　寄せては返す白い波のように、浜辺の方から被召物マテリアルは押おし寄せて来ている。数の上限など気にせず、まるで海水の中から生じて無限に湧わき出すような格好で。

「あ」

　気づいた。気づいてしまった。

『白き女王』を呼び出すのに使った縫ほう界かい召喚は童話や絵本に出てくる『泉の精せい霊れい』を軸じくにしたものだった。つまり現世と異界を区切るラインに水を当てはめている。

　だから、なのか。

　女王の暴走と共に力が溢あふれ出し、周辺海域全体が『精霊』を呼び出す『泉』と化した。地上の実働部隊はいきなり三六〇度の海から押し寄せた被召物マテリアルに吞のみ込まれ、進むも戻もどるもできず壊かい滅めつの一いつ途とを辿たどるばかりだった。

　つまり、またなのか。

　またしても城しろ山やま恭介が命を散らす引き金を引いてしまったのか。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　地下のみんなは助けられない。

　地上の人達も無む為いに巻き込まれていく。

『白き女王』は暴走したままで、誰だれの手にも負えない。

　誰一人。

　何一つ。

　城山恭介には、守れない。

「ちくしょう！　こんな所にいやがったか!?」

　がさりと茂しげみが揺ゆれて、全身傷だらけの男が顔を出した。

　かつて恭きよう介すけとビヨンデッタの『外出』を見み逃のがしてくれた、金きん髪ぱつの大男だった。

「エレベーターの稼か働どうは確認していたんだ。お前だけか？　お前一人だけ出てきたのか!?」

　一人『だけ』。

　これだけの事をしておいて、彼『だけ』が。

　殺されるのかと、そう思った。

　あちこち骨が折れた恭介は、それも仕方がないと考え始めていた。

　だって、もう希望がない。恭介には価値がない。世界に対して致ち命めい的てきな引き金を引いて、多くを犠ぎ牲せいにして、少しでも助けられるかもしれなかった可能性までこうして奪うばわれて。ここまでやられたら、どうにもならない。利用価値がないなら、せめて憎ぞう悪おをぶつけられて処刑されるべきだ。それだけの事を、やってしまったはずだった。

　だが男はこう言った。




「良かった……!!　ちくしょう、最悪続きの中でようやくの朗ろう報ほうだぜ!!」




　体を抱えられた。

　これでもう何度目か分からなかった。

　そして恭介を抱えて運ぶ者は、みんなみんな消えていくのだ。

「東の平地に輸送ヘリが集まっている。あれが最後の脱だつ出しゆつルートだ、アンタは一五人の中でもさらに特別な女王完殺メンバーだったんだろ。それならＶＩＰ待たい遇ぐうだ、乗せてもらえるさ」

「や、め……」

「悪いが文句は後だ」

　ドゴァッッッ!!!!!!　と、凄すさまじい震しん動どうがあった。

　戦場、周囲を海水に切り取られた島状の陸地全体がビスケットのように割れた。

　真下から溢あふれるのは純白の光。そして周囲一帯は全すべてを吞のみ込むアリジゴク。すり鉢ばち状に崩ほう壊かい、崩落していく地面の中、男は必死になって恭介を抱えて東の平地とやらを目指す。走る。

　いつ足元が崩くずれて地下世界へ引きずり込まれるか分からない状じよう況きよう。

　そんな中でも、恭介達とすれ違ちがう軍服の影かげがいくつもあった。

　つまりは脱出ルートに背を向けて、すり鉢の中央へ、争乱の中心へ走っているのだ。

『白き女王』相手に無む謀ぼうな戦いを仕し掛かけるために。

　すれ違いざま、彼らは互たがいに声を掛け合っていた。

「すまん、必ず追い着く!!」

「気にするな。子供達の一人か。今まで良く頑がん張ばったな、後は俺おれ達に任せて救護のヘリへ!!」

　敵かなうはずがなかった。

　万全の状態でも太刀たち打うちできるか怪あやしいのに、組織の体てい裁さいさえ維い持じできない今のまま、散発的に『白き女王』に立ち向かっても個別に撃げき破はされるだけだ。

　爆ばく心しん地ちに背を向ける恭きよう介すけ達を追い抜ぬくように、真っ白な閃せん光こうがいくつも空間を焼いた。

　おそらくそのたびに、とてつもない数の人命が散っているはずだった。

　大地はおろか空の雲さえ割れて、神こう々ごうしいまでの光が降り注いでいる。全すべてを白く染める雪のように、白い羽根に似た何かが一面に散らばり始めた。

　世界が変わる。塗ぬり替かえられる。

　純白の、その一色に。

「……良いか、坊ぼう主ず」

　そんな中でも金きん髪ぱつの大男は足を止めなかった。

　自分が助かるためではない。彼はすれ違ちがう兵士達にその口で言っていた。必ず追い着くと。つまり恭介をヘリに預けたら、その足で再び死地へとんぼ返りするつもりなのだ。

「それだけ頑がん張ばったんだ、大の大人が束になっても震ふるえ上がっちまうような『白き女王』相手に、こんな小っちぇえ体がボロボロになるまで挑いどみ続けたんだ。だったら坊主、お前はその分だけ人より幸せを求める権利がある。そうでなくちゃ世界は駄だ目めだ！」

　そうじゃないと反射的に嚙かみ付こうとした。

　だけど言葉は出なかった。

　熱帯の森が薙なぎ倒たおされ、焼き払われていく中、開けた叢くさむらがあった。そこではもうずんぐりとしたヘリが複数飛び立とうとしているところだった。

「待ってくれ!!」

　恭介を抱えたまま、金髪の男はローターの突とつ風ぷうに負けないよう大声で叫さけぶ。

　そうこうしている間にも、一足先に飛び立って高度を上げたヘリが女王の閃光に容よう赦しやなく撃うち抜ぬかれていく。

「その格好だと『ガバメント』辺りの研究グループか？　頼たのむ、この子も連れてやってくれ！　『ヒューマニズム』の関係者だって言えば恩を売る事くらいできるだろ!!」

「こちらも定員を二〇人もオーバーしている。次の便を待つ事は!?」

「次の便なんて来ねえだろ」

　大男は全身から汗を噴ふき出しながら、

「俺おれの話じゃねえんだ。どうせ『ガバメント』の家から出しゆつ奔ぽんした身、今さら傘かさに入るなんて虫の良い事は考えちゃいねえ。だけどこの子は関係ないんだ！　頼むよ!!　何とかならねえのか!?」

　ヘリの中から舌打ちがあった。

　そして機内の意見は一いつ致ちした。

「乗るなら早くしろ、早く!!」

「すまん!!」

　金きん髪ぱつの男はあちこち骨の折れた恭きよう介すけを大切に大切に受け渡わたしていく。

　やはり彼自身はヘリに乗ろうとしなかった。

　逆に機内の開発者達が目を剝むく。

「アンタはどうする!?」

「さっきもちょっと言ったろ。クロード＝マゼンタレインって話せば分かるか？　『ガバメント』から出しゆつ奔ぽんして『フリーダム』に身を寄せているよそ者さ。あっちもこっちも大混乱で、召しよう喚かん師しを失った依より代しろだってさまよっているだろ。適てき当とうに見み繕つくろって再さい契けい約やくしたら『白き女王』に突つっ込む。だから気にするな、アンタ達はそのまま飛べ!!」

　拘こう泥でいしている余よ裕ゆうがないのも事実だった。

　大空へ逃にげたとしても、迂う闊かつに高度を上げただけで女王の閃せん光こうに射い貫ぬかれるような状じよう況きようだ。

　そして恩人を地上に残して、恭介を乗せたヘリもまた離り陸りくしていく。

　クロードと名乗ったその男は、目を細めてこちらを見上げていた。

　直後の出来事だった。




　だんっ!!　と。

　恭介のすぐ近くにいた開発者の数名が、飛び立ちつつあったヘリからわざわざ飛び降りた。







　驚おどろいたのはクロードの方も同じだった。

　せっかくの方はこ舟ぶねに乗るチャンスを、自分の手で棒に振ふった馬ば鹿か者ものは彼だけではなかった。

「何やってんだ!?」

「定員を二〇人以上オーバーしているって言っただろう。どうせあのままでも落ちる。少しでも軽くしておいた方があの子も助かるチャンスが増える」

　直接戦せん闘とうには向かないであろう、白衣に瘦やせぎすの男は無理して笑った。

　いいや、誰だれだって恐おそろしいに決まっている。

　だが彼らは来た。

　何故なぜならば、

「……それから、アンタはもうよそ者じゃない」

　白衣の男は懐ふところに手を突っ込むと、拳けん銃じゆうを取り出してグリップをクロードへ押おし付けた。

　呆あつ気けに取られ、そして笑って、クロードはその銃を受け取る。

「で、どこから始める召喚師!?　我々は基本的に後方支し援えんだ、どんなサポートでもやってやる!!」

「まずはパートナーを失って孤こ立りつした依より代しろを集めろ。片割れを失った連中同士を結び付ければ戦力の再編成はできるはずだ。人類の強さを見せてやれ、『組織』ってのを取り戻もどせば俺おれ達はまだやれる!!」

　ザザッ、というノイズが響ひびいたのはその時だ。

　彼らの無線機に通達があった。

『総員に告ぐ！　「ヒューマニズム」「百害の王オープンブラフ」「完全平へい衡こう」の三名と連れん絡らくがついた!!　彼らの号令で「未み踏とう級」の一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきを仕し掛かける!!　「白き女王」を押おし返す最初で最後のチャンスだ。参加できる者は以下のポイントに集結せよ!!!!!!』

「どいつもこいつも大おお馬ば鹿か野や郎ろうばっかりだぜ……」

　世界の終わりを目の当たりにしながら、彼らは不思議と笑っていた。

「三大勢力の頂点、究極のＶＩＰ様。だったら権力振ふりかざしてヘリに乗っちまえば良かったものを」

「その程度の人間なら、きっと頂点には立てなかったさ」

　違ちがいない、とクロードも思った。

　一面は地じ獄ごくの様相を呈ていしていたけど、それだけではなかった。

　地獄の中だからこそ、ほんの些さ細さいな温かさに大きな意味を感じられた。

　そうして彼らは燃える森を駆かけ抜ぬけて、純白の光源へと突つき進んでいく。

　人間の強さを見せてやる。それだけを考えて。
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「何じゃ、逃にげなかったのか」

　燃え盛る世界でそう呟つぶやいたのは、ゴスロリ着物の『ヒューマニズム』だった。

　応じたのは『イリーガル』の首領でもある『百害の王オープンブラフ』。

「こっちの台詞せりふだぜ。理想を捨てて正しさを選ぶ事しかできねえアンタなら、真っ先に逃げ出すもんだと思っていたんだがな」

　この局面に来て、三大勢力の間にあったピリピリした空気はどこかに消えていた。

　そんなものに拘こう泥でいしていても仕方がないと理解していたからか。

「わらわには理想なんぞ分からん」

　彼らの人生は後数分で終わる。

　大局では勝っても負けても、最前線に立つ召しよう喚かん師し達は助かるまい。無傷で勝たせてくれるほど、『白き女王』は甘あまい相手ではない。

「ただ、何が一番正しいか、どれが最も利を与えるか。そんな事を考えておった」

「……、」

「ひょっとしたら、押おし返す事しかできんわらわ達よりも、無む謀ぼうと知りつつ手を取り合おうとしたあの少年を生かした方が世界のためになるかもしれん。そんな芽を残すために戦うのならば、悪くはあるまいて」

「馬ば鹿か野や郎ろう、それを夢って呼ぶんだよ。人にだけ許された特権ってヤツさ」

　ぽかんとする『ヒューマニズム』。

　気にせず、『百害の王オープンブラフ』は続けてこう言った。

「なあ、失礼ついでだ。最後の最後に一つ教えてくれねえか」

「何を？　『イリーガル』が嫌きらう潔けつ癖ぺきな正義をか」

「いいや」

　言って。

　傍かたわらの部下から一本の長い棒───まるで『ヒューマニズム』が好みそうな、一番初歩的な霊れい木ぼくのブラッドサイン───を受け取り、そして彼は決意を表明したのだ。

「……生まれて初めて、世界ってヤツのために自分の手で戦ってみたくなった。だから教えてくれよ、このアワード０に。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦い方ってヤツをさ」

「くっくっ。あっはっはっは！　これはまたとんでもない初心者が出てきたものよなあ!!」

　束つかの間ま、二人はまるで古い友人のように笑い合った。

　そこへ無ぶ遠えん慮りよに横よこ槍やりを入れたのは、『フリーダム』の長にして眠ねむりの世界の住人、『完全平へい衡こう』だ。いいやそのはずだったが、今は驚おどろくほどクリアに目を覚ましている。

「で、具体的にどれくらい集まりそう？　例の御ご前ぜんサマ、アワード３０００は完全に通信途と絶ぜつしたみたいだけど」

「……まあ、敵かなわんだろうなあ」

　率直に『ヒューマニズム』は認めて、しかし冷れい徹てつに数字を弾はじき出す。

「四割撃げき滅めつで潰かい走そうの状態だったのを再編中。六割全部を吸収できるとは思えんが、五割、半数をかき集められれば上々じゃな」

「どこの所属かはいったん捨てろ。召喚師も依より代しろも数はバラバラなんだ。三大勢力でシャッフルして再さい契けい約やくさせた方が効率的ってもんだぜ」

「何でも良いんだけどね。うるさいのを黙だまらせて、さっさと眠らせてくれるなら」

　ざしっ、と彼らの背後で足音がする。

　各おの々おのの頂点に立つ召喚師に付き従う依代達もまた、覚かく悟ごを決めてきたらしい。

　一番スタンダードな練習用のブラッドサインを握にぎり直し、ゴスロリ着物の『ヒューマニズム』が獰どう猛もうに笑う。

「では、かの『白き女王』とやらに見せてやろう。統治者とはどういうものであるべきか、その意地というヤツをな!!」
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　ボロボロの恭きよう介すけを乗せた輸送ヘリが大空を行く。

　眼下の戦場は赤く燃え上がるどころか、溶よう岩がんのように赤熱していた。大地そのものがビスケットのように砕くだけ、その亀き裂れつから純白極きわまる光が溢あふれ出す。

　散発的な戦いはなりを潜ひそめ、残存戦力の再編が行われているらしい。

　間もなく激げき突とつが始まる。

　数百数千の『未み踏とう級』を強引に叩たたき込んで『白き女王』を押おし返す、一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきが。

「……、」

　多くの犠ぎ牲せいと引き換かえに、『白き女王』一人を悪者にしてつける、決着。

　何が正しいのか、何が間ま違ちがっているのか。

　朦もう朧ろうとする恭介には、もう答えを出せなかった。

　ただ、分かっている事がある。




『白き女王』は終わらない。

　こんな半はん端ぱな形の結末は絶対に許さない。




　ゴゴンッッッ!!!!!!　と世界が大きく揺ゆさぶられた。

　その時。

　開いたカーゴドアから戦場を見下ろしていた恭介は、ルイス＝キャロルの童話を思い出していた。『白き女王』に語って聞かせたあの話を。

　理り不ふ尽じんや不条理、矛む盾じゆんや背理を堂々とさらけ出すルイス＝キャロルだったが、当人の中では彼にしか理解できないルールやパターンがあったらしい。起き承しよう転てん結けつを完全に失ったその物語の中で、いくつか似たような展開が続く事がある。

　その内の一つ。

　永遠の少女、その体のサイズが変わる。特に巨きよ大だい化かする、といったものがあったはず……。

『あにぃぃぃぃぃうえぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ？』

　ベギベギゴギゴギ!!　と筋肉が軋きしみ骨が擦こすれるような音がどこまでもどこまでも響ひびき渡わたる。アリバイを無視して複数同時に存在する事さえ許される彼女にとって、己の肉体の拡縮など造作もないとでも言うのか。

　大地を摑つかむその掌てのひら一つで、すでに数十メートルを超こえていた。

　むくりと起き上がったその姿は、小さな山に匹ひつ敵てきしていた。

　それでいて、彼女は最初から恭きよう介すけ以外何も見ていなかった。脱だつ出しゆつを図る輸送ヘリを見つけて、何をどうするかは明白であった。

『おおおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

　雄お叫たけびと共に。

　大地の上の全すべてを突つき崩くずす格好で。

　巨きよ体たいが、走る。

　輸送ヘリは今の今まで女王の閃せん光こうに射い貫ぬかれるのを避さけるため、敢あえて高度を下げていた状態だ。今から急激に高度を上げようとしても、間に合わない。手を伸のばす女王の掌てのひらに握にぎり潰つぶされてしまう。

　ドグン、と。

　白衣の開発者に抱き寄せられていた恭介の中で、鼓こ動どうが響ひびいた。

　彼らを巻き込む訳にはいかない。

　何もかも手て遅おくれだったけど、少しでも、一人でも、まだこの手で助けられるチャンスがあるのなら。

　恭介は、戦える。折れずに立ち向かえる。

「くっ……」

「あ、おい!!」

　Ｔシャツにハーフパンツの恭介は折れた手を無理矢理に伸ばして、撤てつ収しゆう物資の一つであった───おそらくは死した召しよう喚かん師しの───ブラッドサインを摑つかみ取った。

　そして全てを振ふり払って、もう一度自分の足で立ち上がる。

　依より代しろはいない。励起手榴弾インセンスグレネードはない。召喚儀ぎ礼れいなんて使えないし、使えたとしても『白き女王』になんか勝てない。

　全部分かって、理解して。

　それでも、なお。




「女王ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおう!!!!!!」




　走って、跳とんだ。

　輸送ヘリのカーゴドアから、向かってくる巨大な『白き女王』に向けて。

[image: ]

　まるでブラッドサインそのものを槍やりか何かに見立てて。

　傷の一つさえ、つけられるはずがなかった。

　だから恭介の目的はそこではない。

　恭きよう介すけが乗っているから、輸送ヘリは狙ねらわれた。逆に恭介が『白き女王』に飛び込んでしまえば、輸送ヘリは助けられる。信楽しがら真ま沙さ美み、ビヨンデッタ、クロード、他のみんな。誰だれも彼もがここまで繫つなげてくれた生存の可能性を振ふり払ってしまうとしても、どうしても恭介にはこれ以上は我が慢まんができなかった。

　少しでも決着に関わりたかった。

　ブラッドサインは女王の鼻先で弾はじかれ、少年の体もまた宙を舞まった。

『白き女王』は本当に大切なものを受け取るように両手の掌てのひらで城しろ山やま恭介を包み込み、そして自分の胸むねの真ん中へと寄せた。

　深く、本当に深く。

　束つかの間ま、彼女は両目を瞑つぶってそのぬくもりを享きよう受じゆした。

　二度と『それ』が自分に差し向けられる事はないと、狂くるった頭で理解しながら。

　それでも、なお。

「……あにうえ」

「何故なぜ殺さない……？」

　少年も少年で、溺おぼれてしまいそうなほどのぬくもりの中で、しかし明確にそう尋たずねた。

　愛あい憎ぞうの入り混じるどうしようもない瞳ひとみで巨きよ大だいな顔を見上げて。

「あれだけの事をしておいて!!　こんなにも対立しておいて!!　他の命はあっさりと奪うばっていくのに、どうして僕ぼくだけはわざわざ取っておく!?　そんなに僕を苦しめたいのか!?」

「分かりませんか、あにうえ」

『白き女王』は淡あわく笑った。

「どうしてわたくしがあにうえを殺せないのか。その理由が本当に分かりませんか？」

　考えた。

　考えた。

　考えた。

「……分かる訳がないじゃないか」

「……、」

「どれだけの悲劇があったとしても、どれほどのおぞましい真実があったとしても。あそこであなたは救われたはずだったんだ。それを自ら手放した！　正しさに背を向けて、空くう虚きよな偽いつわりの愛情を摑つかんだ!!　僕なんて、『城しろ山やま恭きよう介すけ』なんて、全部切り捨ててしまえばそれで良かったのに。その結果、散らす必要のない命がどれだけ散った!?　そんなの許せるはずがないじゃないかッッッ!!!!!!」

「どうしても」

『白き女王』もまた、ズタズタにされながら一歩も譲ゆずらなかった。

「どんなに大きな矛む盾じゆんを抱えてでも、それでも絶対に手放したくないものがある。それが愛というものなのでございましょう。あにうえにはまだご理解できないのかもしれませんが」

「いらない」

　歯を食いしばり、女王の手の中で、恭介は拒きよ絶ぜつした。

　愛情よりも、正しさを選んだ。

　……これからどんどん人が死ぬ。

　もうそれが分かってしまう。多大な人脈や権力を持つ者達の死は、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの浸しん透とうする『裏』どころか、何も知らない『表』にまで影えい響きようを及およぼし、さらに多くの人々が苦しめられていく。

　恭介には何も止められない。

　時代が変わっていく事に歯止めをかけられない。

　だけど。

　それでも。

　救う、一人でも多くを。そんな時代を作ってしまうであろう元げん凶きようの一角。だからこそ、もがいて苦しんで翻ほん弄ろうされて、心の底から助けを求める声は絶対に無視できない。

　そんな存在になりたい。

　いいや。

　ここでなる。

　最強に。

　規定級、神格級、未み踏とう級……いいやその先にいる『大三角』や頂点の中の頂点たる『白き女王』にさえ勝手をさせない、そんな人間達の中から生じる最強に。

「僕ぼくはそんなものいらない！　そうなるくらいならここで排はい除じよする!!　あなたと決着をつけるために、僕はあらゆる甘あまえを捨ててみせる!!」




　そうして城しろ山やま恭きよう介すけは完成する。

　ある女性に対する愛と憎の片方を完全に切り捨てる形で、真なる精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルが。




「ゆる、さないぞ」

　くらりと揺ゆれて。

　恭介は女王の手の中で意識の糸を断ち切られていく。

「僕は、絶対に……あなたを許さない、訳だが。女王……」

　知らない口調に、読めないロジック。

　一番近くにいたはずなのに、一番遠くに離はなれたその少年。

「……、」

　意識を失った恭介を見下ろし、頂点の中の頂点はありえない表情を作る。

　くしゃりと顔を歪ゆがませたのだ。

「……わたくしは、神々を超こえた『未踏級』の頂点。であればできない事など何もない。いつかきっと、いつの日か必ずや。再び手を取り合う事をここに誓ちかいますわ」

　そしていつまでもこうしてはいられない。

『白き女王』のサイズが戻もどる。あくまでも人間大に、しかし決して内包する力に影えい響きようなく。そしてあちこち骨が折れてボロボロになった恭介をそっと地面に横たえる。

　ぐるりと周囲を見回す。

　三六〇度を覆おおい尽つくすのは、『未踏級』の群れ。総数にして数百数千。『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力が結集して、数の暴力で『白き女王』を無理矢理に押おし流して異界へ突つき落とそうとする、最初で最後の反はん攻こう作戦。

　何事もタイミングであった。

　この状じよう況きようでやられれば、意識を失った恭介も巻き込まれる。

『未踏級』の頂点と違ちがって、おそらく小さな少年は余波だけですり潰つぶされて殺される。ブラッドサイン式召しよう喚かん儀ぎ礼れいというフォーマットを使っていないため、自分の力を分け与えての防護円を展開する事もできない。

　少年は死ぬ。

　ただ死ぬ。

「……良いでしょう」

『白き女王』もまた、再点火した。

　正しさよりも愛情を選んだその存在は、想おもい人からの憎ぞう悪おを全すべて受け止める事を決めた。

　そうなってでも、守る。

　守り抜ぬく。

　世界でたった一人、彼女が見み出いだした大切な人を。

　身の内に宿る極大の狂きよう気き。束つかの間まであってもそれを忘れさせてくれる存在を。




「我が名はメリー＝アン。あにうえの剣つるぎにして盾たて、そして何より名付け主により寵ちよう愛あいを約束された者なり。故ゆえに害為なす者は全すべて蹴け散ちらして差し上げますわ、それはもう完かん膚ぷなきまで!!」




　そして。

　一つの戦争に、あまりにも無意味な決着がついた。













　　　時系列不明の幸せな記憶　四




























「えっへへ。わたくしと、あにうえは、いつまでも一いつ緒しよでございます！」

「うん？　わざわざ口に出すような事なの？？？」
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[image: エンディングX-01　生き残った一人分の魂魄]













　そこには何もない。

　本土と別の大きな島を結ぶ連れん絡らく橋きようも『崩ほう落らく事故』からすっかり復旧し、『白き女王』がもたらした破は壊かいの爪つめ痕あとは奇き麗れいになくなっていた。あれから五年以上も経たつ。元々大地が動いているように見えるというほど常に形を変える迷い陸おかに、繁はん殖しよく力りよくのたくましい熱帯の草木は伸のびに伸びた。時間の流れが剝むき出しの大地を覆おおい尽つくしていったのだ。

　だから、そんな惨さん劇げきがあった事など誰だれにも分からないだろう。

　それを知る者は死んだか、世界の裏側へ潜もぐった。

「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけもまた、そうした者の一人だった。

　最も業が深くて、最も罪深くて、最も巻き込まれて、最も失った少年。

　それでも全然マシだ。

　命さえ残っているのなら、再び挑いどむだけのチャンスがある。

　地面に屈かがみ、手にした花をそっと手た向むける。

　すっかり緑に埋うめ尽くされた迷い陸おかだが、あちこち観察すれば古代遺い跡せきのようにかつての『箱庭』の構造物の残ざん骸がいが見て取れる。ここは恭介が脱だつ出しゆつに使ったエレベーターの辺りだった。流石さすがに何も知らない者が観察しても、元が何だったのかは理解できないだろうが。

　世界はここから歪ゆがんでいった。

『真の実力者達』を失った三大勢力は急速にその形を変えていった。人の手で未み踏とう級の頂点に触ふれられると知った召しよう喚かん師しや依より代しろ達はおかしな研究にのめり込んでいった。その余波を受けて、世界の表も裏も何もかもが歯車をズラしていった。

『白き女王』。

　全すべてはその一点から。

「……許せる訳がないではないか」

　ポツリと、恭介は呟つぶやいていた。

「理解してやる事なんて、できる訳がないではないか……！」

　声はどこにも届かない。

　少年もまた束つかの間まの感傷に別れを告げて、静かに立ち上がる。思い出から背を向ける。

　女王完殺。

　すでに失われたその願いだけを胸むねに秘ひめて。

『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は過か酷こくな世界の裏側へ飛び込んでいく。
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[image: エンディングX-02　突破口に至る悪魔の契約]













　ブゥン!!　と。

　歪ゆがんだブラウン管のような音と共に、三六〇度の視界が消え去った。




「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけは四方を取り囲む灰色の壁かべをぐるりと見回した。

　すでに朽くちた緑の大地も『女王の箱庭』の残ざん骸がいもない。そこにあるのはひたすらに人工物の塊かたまりであった。

　バーチャルリアリティ、とは少しだけ違ちがう。

　原理としてはもっと原始的で、かつ、完全制せい御ぎよはもっと難しいもの。

　有史以前から魂たましいを持つ存在が身を委ゆだねていた架か空くう構築の別世界。

《どうだった？》

　眠ねむたそうな女性の声があった。

　巨大な『匣はこ』に支えられた超常の存在。

『未み踏とう級』音域『中音』、コスト16。

『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』。

　当人だけならオリエンタルな道服を纏まとう人間の女性に見える。その髪かみが金ではなく純じゆん粋すいな黄でなければ。そして三日月のベッドのように体を預けているものがとことん異形であった。半球状の杯さかずきのような寝しん台だいを支える巨きよ大だいな鳥の翼つばさに獣けものの脚あし、そして蠍さそりの尾のようにどこまでも伸のびる魚の体に巨大な鰓えら。陸海空、あらゆる状じよう況きように対応しようと全方向に進化を伸ばしていった結果、ただただ膨ふくれ上がった肉にく塊かいだけが転がっているような滑こつ稽けいな有り様。

《私の再構築した『経験』は、あなたがその目で見る事の出来なかった別の角度からの情報も含ふくまれていたはず。実じつを塗ぬり替かえる虚きよ、夢の世界から新しい事実は見つかった？》
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　そして今の追体験は全すべて『黄の鰓』の力を組み込んだもの。

　元々彼女は敵対者を己の夢の中へ引きずり込んで一方的に嬲なぶり殺しにする『未踏級』である。『赤の麗れい人じん』とも『緑の悪女』とも違う、現実世界でのスペックや戦せん闘とう準備をそもそも完全無視する別次元の戦力を備えた存在なのだ。

「……ああ。いくつか分かった事がある」

　恭介は低い声で答えていた。

「あの『白き女王』はメリーと名乗った。つまり、誰だれも傷つけないという約束を破った女王でしかなかった……!!」

《そこはたとえ罪を負ってでも、どうしてもあなたと共に生きる道を捨てられなかった女王と言ってやるべきだと思うけどね》

『黄の鰓えら』は無数の血管や眼球が蠢うごめく異形の寝しん台だいで仰向けに微睡まどろみながらも、

《まあ、あれだけの事があったんだ。女王の存在を認めてしまっては申し訳が立たないっていうのも分かるんだけどさ》

「他人事のように言うんだな」

　吐はき捨てるように恭きよう介すけは呟つぶやく。

「かつての『フリーダム』の長、『完全平へい衡こう』。現実を捨てて夢の中に生きる統治者。……全まつたく同じではないか。つまりあの時あそこにいたのはあなただった訳だが、『黄の鰓』!!」

《人のふりをして現世に留まっていればクソくだらない召喚師どもに呼び出される事もないと思っていたんだけどなあ？》

　ニィ、と引き裂さくような笑みで『黄の鰓』は応じる。

《ただまあ、女王の暴走が海から無む尽じん蔵ぞうに被召物マテリアルを招き寄せた辺りでちょっと方針が変わってね。あれと似たような事を私が起こしてしまうのは忍しのびない。というか眠ねむりを邪じや魔まされてウザい。なので秘ひ匿とく大戦のどさくさに紛まぎれて戦死した事にして、『向こう』へ退たい却きやくした訳なのだよ》

　サラリと言うが、間にどれだけ無理難題が重なっている。

　まず被召物マテリアルが永続的に現世に留とどまり続ける事。さらには人のふりをして依より代しろと契けい約やくし、ブラッドサインを振ふり回して召しよう喚かん儀ぎ礼れいを行う召喚師として振る舞まう事。被召物マテリアルが被召物マテリアルを召喚する、というパラドクスめいた状じよう況きようをどう説明するというのだ？

　確かに『黄の鰓えら』は『白き女王』には届かない。だがある意味でそれ以上に歪ゆがんでいるとは言えないのか。

《私は自由の支配者だよ？》

　疑問に対する答えはシンプルだった。

《だからそういう、『できない』とか『不可能だ』とかいうフレーズが大だい嫌きらいなんだよね。自由の範はん囲いは支配者たる私が一人で決めるものであって、周りがとやかく言う事じゃない》

　かつて『白き女王』へ歯向かったのも、その辺りに起因しているのか。

　大三角では頂点には勝てないという前提を切り崩くずしたくて。

　そして失敗し、地に堕おちた。

　まるでイカロスやルシフェルにも似た末路。それもまた、ある種の神話の典型か。

《期待しているよ、恭きよう介すけ君》

　くすくすと笑って、多大な可能性でぶくぶくに膨ふくれ上がった寝しん台だいに寝ねそべる女性は言う。

《君が『白き女王』を倒たおしてくれる事に期待している。私の自由のためにね》

「……、」

　恭介は応こたえなかった。

　一面灰色に見える壁かべの一部へ掌てのひらを押おし付け、押す。四角く切り抜ぬかれた枠わくがドアとなって外側へと開いていく。

　初夏の太陽が恭介の目を射い貫ぬいた。

　南国のような、湿しつ度どの低いからっとした陽気だった。

　彼が今までいたのは大型トレーラーのコンテナだ。そして四角い空間自体が『黄の鰓』を支える『匣はこ』。コンテナに入らない巨体が収まっていたのもまだ夢現うつつだったからか。とはいえ何より自由を愛する怪かい物ぶつだ。少し飽あきれば『匣』の有無に関係なく勝手に退去するだろう。

　恭介はポケットからスマートフォンを取り出す。

「愛あい歌か。こちらは終わった。確認したが、やはり情報は間ま違ちがっていない訳だが」

『……了りよう解かい。「極ごく彩さいミュージアム」行きの運び屋はルート八二を通って間もなくお兄ちゃんの近くを通ります。しかし本当にあれを横取りするつもりなのですか？』

『極彩ミュージアム』。

　過去の中にも出てきた名だ。ヤツが提供したギャラリーと大量の軍資金がなければ、『箱庭』はただの『箱庭』であったのかもしれない。

　いいや、無ぶ粋すいか。

　その場合は三大勢力の手によって滞とどこおりなく女王完殺の戦争が実行されていたはずだ。そして相変わらず、どこかで失敗する。犠ぎ牲せい者しやの数はさして変わらないだろう。

　つまりは全ぜん滅めつ。

　どっちみち、恭介が全すべての引き金を引いてしまうのは同じ。

　ｉｆの仮定の中でさえ、彼は罪から逃にげられない。

「それが一番の近道だ」

『スーパーオススメしないのですけど……』

　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれている暇ひまはない。

　前回の『パンデモニウム』の件では徹てつ底てい的てきに『白き女王』に打ちのめされた。女王を殺す方法はない、何故なぜなら殺すために必要な理ことわりが破損しているから。状じよう況きようはほとんど最悪と言っても良いが、だからこそ、こちらもなりふり構っていられる段階ではない。

『「ガバメント」アワード６９９、「デリバリーＨ２Ｈヘヴントウヘル」。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの業界専門の運び屋で、主に古文書だの呪のろいのダイヤだの、コレクターズアイテムの運うん搬ぱんを得意とする召喚師です。アワードはお兄ちゃんより低いですが、それは意図して争いを避さけているため。決して侮あなどれる相手ではありませんよ……？』

「構わないよ」

『あっ、あのう、ペアを組む依より代しろがいない挙げ句、手術後の病み上がりでまだ胸むねに五つの風穴が空いている状態だって言うのにどの辺りがなのですか？？？』

「あの地じ獄ごくと比べれば、どんな状況だって天国だ」




　宣言通りになった。

　一二〇秒後、ネット通つう販はん用の宅配トラックが路上で横転する羽目になる。




　恭きよう介すけは周りの騒さわぎも無視して、転がったトラックの後部へ回った。

　宅配トラックにしては不自然なまでにアナログ錠じようの多いカーゴドアをこじ開けて中を覗のぞき込む。分厚い格子で遮さえぎられた車内は、まるで檻おりだった。そしてその奥おくに見知った顔が一つあった。

「お久しぶり、ビヨンデッタ」

「あらあら、まあまあ」

　恭介と同じ、ネームドサマナー。

　今となっては白い地獄からの帰き還かん者しや、『黄よ泉み還がえり』の象しよう徴ちようとなったその一人。

　いっそ胡う散さん臭くさいほどの驚おどろきの声を上げて、ウェイトレス服の悪あく魔まは片手を口に当てていた。服装が囚しゆう人じん服ふくであったり剝はぎ取られていたりといった目に遭あっていないのは、おそらく向こうの慈じ悲ひではないだろう。そういうリクエストなのだ。

「宿敵様が一体どのようなご用件で？　バトル後もむらむらと欲求不満が収まらずにとんぼ返りして私を拷ごう問もんにでもかけようと言うのでしょうか？　ああ、ああ、そういう復ふく讐しゆう劇げきもまったく悪くありませんわあ……!!」

　何故両手を頰ほおに当ててうっとりするのか本当に理解できないが、こいつはそういう風に歪ゆがんでいるのだ。復讐にのめり込めるなら自分の体を自分で壊こわしても笑っていられるのだから、そんなものだと定義して先に進むしかない。

「協力しろ、ビヨンデッタ」

「何に？」

「『白き女王』を倒たおす」

　端たん的てきに、不可能な事を恭きよう介すけは言い放った。

「どっちみち地じ獄ごくであるのは変わらない。だがこちらにつけば万に一つくらいは生存の目があるかもね。このまま『極ごく彩さいミュージアム』送りにされるのは大変だよ。ヤツは召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる珍ちん品ぴんであればどんなものでも蒐しゆう集しゆうしたがる、それが人間の体であってもお構いなし。『ガバメント』の重じゆう鎮ちんでもあるから、妙みような権力を振ふりかざして処分待ちのお前を手に入れようとしたのではないかな。ビヨンデッタ、お前もわざわざ変態趣しゆ味みのコレクションに加わるつもりはないだろう？」

　ビヨンデッタはキョトンとした顔になった。

　そして言った。

「別に？」

「……、」

「新たな苦痛と恥ち辱じよくは新たな復ふく讐しゆうと報復の始まり始まりですもの。ええ、ええ。そういう仇あだ討うちの筋書きであれば全まつたく悪くない。状じよう況きようが絶望的であれば絶望的であるほど、後に待つ逆ぎやく襲しゆうシーンは大いに盛り上がるというものです。ああっ、めくるめく新天地が私を待つ……!!」

　はあ、と恭介は息を吐はいた。

　まったくもって普ふ通つうの交こう渉しようや恫どう喝かつが通用しない。

　そしていつまでもこうしてはいられない。一いつ般ぱんの警察やマスコミが怖こわいのではない。『極彩ミュージアム』が珍品を取り返すために別働隊を派は遣けんしてくる可能性があるのだ。

「ビヨンデッタ、僕ぼくはプライドを捨てる事にした。だからこんな事を言う僕に目一杯爆笑してくれないかな」

「私という人物を理解していますか？　この契けい約やくの悪あく魔まが復讐劇以外の一体何で顔を綻ほころばせるとでも？？？」

「それで良い」

　恭介は言い切った。

　不思議そうな顔をする『姉』に、『弟』はこう続けた。




「僕の復讐に手を貸してくれと言っているんだ、ビヨンデッタ」




　ふへっ、と。

　いっそ間が抜ぬけたような調子でビヨンデッタは噴ふき出した。

　あまりに予想外だったのだろう。

　大笑いして床ゆかを転げ回るまで、たっぷり五秒以上もかかっていた。

「ははっ、あははははははははははははははは!!　そうですかそうですか、あなたが次のお客様ですか。まさかの宿敵様が私のお客様に!?　くっくっ、そんなの誰だれが予想できるんだって言うんです!?　あっはっはっはっはっはーっっっ!!!!!!」

「ビヨンデッタ、リクエストはしたがやり過ぎだ。下着が見えてる」

「いくらでもご覧あそばせ!!　何故なぜなら今この時よりあなたは私の愛するたった一人のお客様になるんですもの！　しかも相手はあの『白き女王』。まさに有史以来最大最強の復ふく讐しゆう劇げきを一ミリでも一滴てきでも長く多く美味おいしく楽しめるようにするならば、こんな体の一つ二つ投げ出して差し上げますわあ……!!」

　もしも。

　この光景をイザベルや斑むら鮫さめクイナが目もく撃げきしたら、どう思っていただろうか。

　心配して平手打ちの一発でもくれたか。あるいは嫌けん悪おして遠ざかったか。

　悪あく魔まと契けい約やくした。

　魂たましいを売り飛ばした。

　理解している。良く分かっている。

　それでも成し遂とげなければならない目的と、彼はかち合っていたのだ。

　格子の扉とびらを破は壊かいしながら彼は言う。

「そうと決まればさっさと離はなれよう。じきに追っ手がやってくる」

「そうですわね。ですが最初はどちらへ？」

「まずはビヨンデッタ＝シロヤマという戦力を万全の態勢で取り扱あつかえる環かん境きようを整えたい」

「具体的に仰おつしやってくださいませ、愛いとしいお客様」

「……例の『極ごく彩さいミュージアム』とやら、いい加減にぶっ潰つぶそう。ああいう我欲で悲劇を拡張していく権力者は大だい嫌きらいなんだ」

「ぶっ。あっはっはっはっはっは!!!!!!」

　逃にげ出すのではなく、切り込む。

　世界の裏を駆かけて、次なる極悪な戦場へ。

　清せいの他に濁だくをも獲かく得とくした召しよう喚かん師しは、別次元のステージへ上り詰つめていく。







　そして対ついになる動きがもう一つ。

「あら」

　山やま奥おくの避ひ暑しよ地ち。別べつ荘そうの形を借りた監かん禁きん型の人間博物館。そんな地下室で優ゆう雅がな声を上げる少女が一人いた。

　アザリア＝マゼンタレイン。

　かつての『ガバメント』アワード９３０、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』。そして今は下げ卑びた老人『極ごく彩さいミュージアム』のコレクションの一つ。汚けがすでも磨みがくでもなく、ただただ集める、集めるまでが楽しい、という欲望を満たすために閉じ込められ、そして捨て置かれた金きん髪ぱつ縦たてロールの少女だった。

「こんな所に来客なんて珍めずらしい。雰ふん囲い気きからして新しいコレクターズアイテムといった感じではなさそうですけれど」

「『ガバメント』アワード６６６、『ザ・セイント』」

　応じたのは傍かたわらに小さな少年を従える、修道服のシスターだった。

　コストでも音域でもなく、とある一神教の大天使以外では一切決着をつけない事で有名な召しよう喚かん師しであった。つまり、逆に言えばあらゆる敵対者を『未み踏とう級』へ上り詰める前に撃げき滅めつする、速そつ攻こう型の召喚師である事も意味している。

　あらゆる神話、あるいはそれ以上の存在を千差万別に振ふるえる召喚儀ぎ礼れいの戦いにおいて、宗教的な縛しばりは相当きつい。だが成し遂とげ、シビアな実戦の世界で今日まで生き残ってきた。

　アワードが中の上程度なのも、その縛りによるため。本来の実力はかなり上の方に位置するはずであった。

　アザリアは暖だん炉ろの前の揺ゆり椅い子すから立ち上がる事さえしなかった。

　そのまま尋たずねた。

「つまり三大勢力を捨てて陛へい下かに傅かしずいた私の処刑に来た優等生、という訳でしょうか」

　キチキチ、と部屋のあちこちから、小さな昆虫が歯を擦こすり合わせるような小さな音が響ひびく。

　音はシスターを取り囲むが、それがどんな意味を持つのか、そもそも音源の正確な位置と数はどのようなものか。何一つ把は握あくさせないまま。

　アザリアは旧『ガバメント』換かん算さんで九〇〇番台の召喚師であると同時に、レプリグラスを中心に世界最大の軍ぐん需じゆ企き業ぎよう『クアッドモータース』を支えるほどの、優すぐれた兵器設計者でもある。

　そして彼女は、先の戦いで学んでいた。

　召喚儀礼の戦いは、被召物マテリアルを呼び出す前から始まっている事を。

　励起手榴弾インセンスグレネードを取り出す前に血の海に沈しずめる。

　そんな戦い方もあるのだと。

「いえ」

　だが、敬けい虔けんなシスターは首を横に振った。

　それどころか、直後にその篤あつい信しん仰こうのヴェールをまとめて放り捨てた。

「その陛下に害為す輩が水面下で活動を再開させています。つきましてはあなたにも不敬の輩への鉄槌として参加していただきたく」

「ぷっ」

　アザリアは思わず噴ふき出してしまった。

　シスターは何故なぜ笑われたのか全まつたく理解できなかったようだった。

「何か？」

「いえ失礼、少々礼れい儀ぎに反しましたわね。ごめんあそばせ。それにしても、やはり陛へい下か。相変わらずおみそれしますの一言でしてよ」

　このレベルをもってして、なお溶とかす。

『ザ・セイント』は最初から裏切り者ではなかったはずだ。その名を冠するに相応ふさわしい清せい廉れん潔けつ白ぱくな心を持った召しよう喚かん師しであったはずだ。だが蕩とろける。鉄の意思も鋼はがねの決意も関係なく、究極の白はあらゆる精神を屈くつ服ぷくさせて傅かしずかせる。

『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』がそうであったのと同じように。

「依より代しろについてはいかがでして？」

「安易な再契約を阻害するという意味を込めてあなたが契約を切る事も許されず、そのまま離はなれた場所で保管されているフラクタル＝レスキンスは、『ドクトルＳ』を中心とした別働隊が救出作戦に向かっています。何でも、あなたの執しつ事じなのだとか。早ければ日にち没ぼつまでに結果が出るでしょう」

「勝手にここを離れれば『極ごく彩さいミュージアム』がうるさいですわね。大事の前の小事とはいえ、陛下に関わる案件で足を引っ張られるなど言語道断。あの老人、そろそろ潰つぶしてしまいましょうか」

「ですからそのために、あなたの依代をまず確保しているのです」

　シスターは感情のない瞳ひとみで淡たん々たんと応じる。

「それから一つ」

「？」

「我々とは全く別の勢力が『極彩ミュージアム』を襲おそうつもりのようです。ひょっとすると早速かち合うかもしれませんね、陛下への不敬の輩やからと」

　思い当たる人物は一人しかいない。

　かの女王と真っ向から向かい合って、なお折れない精神の持ち主。いいや仮に折れたとしても、そこから再び起き上がる粘ねばり強さの持ち主。

『白の寵ちよう愛あい』と『白の斬伐ホワイトスレイヤー』、相反するアワードを同時に備える召喚師。

　誰だれよりも憎にくく、そして誰よりも羨うらやましい。

　その少年の名は……。




「まったくもって楽しみでしてよ、城しろ山やま恭きよう介すけ」




[image: ]

　災難と言えば、一番の災難は『極彩ミュージアム』だったのかもしれない。

　その夜。

　双そう方ほうから板いた挟ばさみの猛もう攻こうを受けた我欲の城は、呆あつ気けなく瓦が礫れきの山と化した。
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　という訳で五冊目！

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　大体四冊目か五冊目辺りで変わった事をやってみたいと思う傾けい向こうがあるのか、この辺りで過去編です！　（『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』や『ヘヴィーオブジェクト』の五冊目を見ていただければ、大体の傾向と対策が分かるはず？　『インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし』は例外で一冊残らずかっ飛ばしていた印象ですが、やっぱり過去編は四巻に書いていました）

　そんな訳で、今回は恭きよう介すけと『白き女王』が深く関わった『女王の箱庭』における過去のお話に焦しよう点てんを当ててみました。この、あらかじめ破は滅めつする事が分かっているお話をどう料理するかは自分にとっても勉強と発見の連続で、皆みな様さまにどう受け取ってもらえるか期待と不安でいっぱいだったりします。

　メインとなるのはもちろん規格外の二人ですが、それ以外にも一四人の兄姉弟妹きようだいや『箱庭』の大人達、そして裏方の三大勢力トップや信楽しがら真ま沙さ美みなどなど、『あの』恭介の人格形成に相応ふさわしい割と濃こい目のメンツを集めてみたつもりです。特にステージ04で畳たたみかけるように彼らの人間性を表に出していますが、あの辺りで『もう負けると分かっているんだけど、でもやっぱり負けて欲しくないよなあ!!』『そりゃあこいつらが生きていたら世界は歪ゆがまなかったよ!!』と名残なごり惜おしんでいただけたのなら感無量でございます。







　不思議の国のアリス、鏡の国のアリス。共に知名度で言えば世界規模のもので、作中人物などは難しい読み物ではなく児童文学だから読んだ事くらいあるだろう、などと言っていましたが、さて皆様は『そのもの』をお読みになられた事はあるでしょうか。正直に白状すると私はこのシリーズを始めようと思った時まで目を通した事はありませんでした。つまり仕事の目で読んでいた訳ですね。そしていざ読んでみると、面白いんだけどすんごく頭がグニャグニャする！　これをさも当然のように受け入れられるのが子供達の見ている世界なのか。だとすれば知らない間に随ずい分ぶん固くなっていたんだなあと驚おどろかされてばかりでした。

　この、タイトルは知っているんだけど意外と本文は読んだ事がない名作。よくよく考えてみるとかなりあるな、と。例えばフランケンシュタインやジキル博士とハイド氏なども、どんな話だーとかオチはこんなのだーとかいうのは知っていても、最初から最後まで挑ちよう戦せんはしていなかったり。み、皆様はいかがです？　単に私の教養が足りないだけなのかしら……？

　作中に登場する『白き女王』もまた、お話は知らないんだけどなんかおっかないのがいるらしいぞ、という一人歩きを始められるくらいカリスマを与えられたらなあと願って執しつ筆ぴつを続けるばかりです。おこがましいのは分かっているけれど、夢はでっかく持っていたいので。







　敵はでっかくなければ主人公も輝かがやかない。

　そういう想おもいが根底にありますが、さて皆みな様さまは、正しさを受け入れて愛情を拒こばんだ恭きよう介すけと、愛情を受け入れて正しさを拒んだ女王、どちらに肩かた入いれしたでしょうか。どちらにせよ、この二人だからこそ同じステージに立って真っ向から睨にらみ合える。そんな関係を思い浮うかべていただけたのなら嬉うれしいです。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。人物は多い、ロケーションは特とく殊しゆ、演出がとにかくド派手、しかもみんな狂くるってる！　とイラスト的に面めん倒どう極きわまりなかったお話だったと思います。お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。時系列を逆行させる過去編というのは、ある意味それだけで作り手のわがままな側面もあるという風に考えています（本来であれば本編の中で説明すべき前提情報を、わざわざ切り離はなして説明用に一冊分設もうけている訳ですから）。そんなわがままに付き合っていただき、本当にありがとうございます。もしも面白かったと言っていただけるなら、これ以上の事はありません。




　それでは、今回はこの辺りで。




　でも狂ってるキャラの方が健けな気げさを出しやすいという不思議


鎌池和馬　















　女王を倒たおせ。

　女王を守れ。




　双そう方ほうがいがみ合う中で、その純白の存在は小さく微笑ほほえんでいた。

　人間なんて相変わらずで、『箱庭』の頃ころから何も変わっていなくて、でも、だからこそ愛いとおしい。ああ、やっぱり変わっていなかったんだと懐なつかしむ事ができるものが残っているのは喜ばしい。

　いつかどこかで、『白き女王』は両手を後ろに回してゆっくりと思い出を反はん芻すうしていた。

　そして今、その両目が現実を見み据すえる。

　彼女が見ているのは最初から一人だけ。




『我が名はメリー＝アン。あにうえの剣つるぎにして盾たて、そして何より名付け主により寵ちよう愛あいを約束された者なり。故ゆえに害為なす者は全すべて蹴け散ちらして差し上げますわ、それはもう完かん膚ぷなきまで!!』




　かつてそんな宣せん誓せいをした。

　羊よう皮ひ紙しの契けい約やく書しよに血の名前を記した訳ではなかったけれど。

　これが全ての始まりだと、女王は今でも思う。

　でも。

　だけど。

　彼女は知ってしまったのだ、消しよう滅めつのまさに土ど壇たん場ばで。たとえ禁きん忌きに触ふれてでも守り抜ぬきたいと願ってしまえるような、強い強い理由を。たった一つ、世界を棒に振ふってでも庇かばいたいと考えてしまえるような、あまりにも尊い光を。

　だから彼女はここにいる。

　最悪の戦争を単たん騎きで制し、ありとあらゆる存在を殺さつ戮りくして、その小さな命を守り抜いた。

　自身の消滅すらも厭いとわずに。

　そして散々血にまみれた彼女を前に、あの少年は首を横に振った。

　当たり前だ。

　真っ当な愛を受けるには、あまりにも多くの命を奪うばい過ぎた。

『白き女王』もそれくらい分かっている。

　狂いに狂った彼女だって、城しろ山やま恭きよう介すけと共に歩んだ期間があったのだから。

　恩を売るつもりもない。

　あの少年なら、だったら自分の命を見捨てれば良かったと躊ちゆう躇ちよなく言うのは目に見える。

　だけど。

　どうしても。




「……わたくしはただ、あなたが欲しい」




　そんな声は、誰だれにも届かなかった。

　メリー＝アン。

　かつてあの少年が与えてくれた拙つたない呼び名を胸むねに秘ひめ、彼女も彼女で戦場を目指す。
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